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   議事日程第１号        第１回定例会 

   平成２８年２月２９日（月）  午前９時３０分開議 

 

   開   会 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

 〃  ２ 会期決定 

 〃  ３ 諸般の報告 

      （１）定例監査結果等報告について 

 〃  ４ 行政報告 

（１）市政の概況について 

（２）第６次寒河江市振興計画行動計画について 

 〃  ５ 質疑 

 〃  ６ 議第 ３号 寒河江市監査委員の選任について 

 〃  ７ 議案説明 

 〃  ８ 委員会付託 

 〃  ９ 質疑・討論・採決 

 〃 １０ 人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求めることについて 

 〃 １１ 報告第２号 寒河江市新型インフルエンザ等対策行動計画に関する報告について 

 〃 １２ 質疑 

 〃 １３ 議第 ４号 平成２７年度寒河江市一般会計補正予算（第６号） 

 〃 １４ 議第 ５号 平成２７年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

 〃 １５ 議第 ６号 平成２７年度寒河江市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 〃 １６ 議第 ７号 平成２７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 〃 １７ 議第 ８号 平成２７年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計補正予算（第１号） 

 〃 １８ 議第 ９号 平成２７年度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号） 

 〃 １９ 議第１０号 平成２８年度寒河江市一般会計予算 

 〃 ２０ 議第１１号 平成２８年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃 ２１ 議第１２号 平成２８年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃 ２２ 議第１３号 平成２８年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算 

 〃 ２３ 議第１４号 平成２８年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃 ２４ 議第１５号 平成２８年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃 ２５ 議第１６号 平成２８年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃 ２６ 議第１７号 平成２８年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 ２７ 議第１８号 平成２８年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 ２８ 議第１９号 平成２８年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 ２９ 議第２０号 平成２８年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 ３０ 議第２１号 寒河江市情報公開条例及び寒河江市個人情報保護条例の一部改正について 

 〃 ３１ 議第２２号 寒河江市行政不服審査会条例の制定について 
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日程第３２ 議第２３号 寒河江市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について 

 〃 ３３ 議第２４号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３４ 議第２５号 寒河江市職員の退職管理に関する条例の制定について 

 〃 ３５ 議第２６号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３６ 議第２７号 寒河江市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 

 〃 ３７ 議第２８号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正に

ついて 

 〃 ３８ 議第２９号 寒河江市まちづくり寄附条例の一部改正について 

 〃 ３９ 議第３０号 寒河江市固定資産評価審査委員会条例等の一部改正について 

 〃 ４０ 議第３１号 寒河江市いじめ防止対策の推進に関する条例の制定について 

 〃 ４１ 議第３２号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ４２ 議第３３号 寒河江市歯と口腔の健康づくり推進条例の制定について 

 〃 ４３ 議第３４号 寒河江市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について 

 〃 ４４ 議第３５号 寒河江市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

 〃 ４５ 議第３６号 寒河江市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定について 

 〃 ４６ 議第３７号 寒河江市立病院事業の地方公営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について 

 〃 ４７ 議第３８号 寒河江市立病院事業の管理者の給与等に関する条例の制定について 

 〃 ４８ 議第３９号 寒河江市立病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定について 

 〃 ４９ 議第４０号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

 〃 ５０ 議第４１号 平成２７年度寒河江市立病院事業会計資本金の額の減少について 

 〃 ５１ 請願第１号 奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める請願 

 〃 ５２ 施政方針説明 

 〃 ５３ 議案説明 

   散   会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから、平成28年第１回寒河江市議会

定例会を開会いたします。 
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  本日の欠席通告議員はありません 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  なお、政策企画課より写真撮影の申し出があ

り、議長においてこれを許可しております。 

  本日の会議は、議事日程第１号によって進め

てまいります。 

 

会議録署名議員指名 

 

○國井輝明議長 日程第１、会議録署名議員指名

を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第87条の規定に

より議長において、２番古沢清志議員、16番杉

沼孝司議員を指名いたします。 

 

会 期 決 定 

 

○國井輝明議長 日程第２、会期決定を議題とい

たします。 

  本定例会の会期など議事日程につきましては、

議会運営委員会で協議を願っておりますので、

その結果について委員長の報告を求めます。工

藤議会運営委員長。 

   〔工藤吉雄議会運営委員長 登壇〕 

○工藤吉雄議会運営委員長 おはようございます。 

  議会運営委員会における協議の結果について

御報告申しあげます。 

  本日招集になりました平成28年第１回寒河江

市議会定例会の運営につきましては、去る２月

24日、委員６名全員出席並びに関係者出席のも

と議会運営委員会を開催し、協議いたしました。 

  会期につきましては、提案されます議案数や

一般質問通告数等を勘案し、本日から３月17日

までの18日間と決定いたしました。その間の会

議等につきましては、お手元に配付しておりま

す日程表のとおり決定をいたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○國井輝明議長 お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から３月17日までの18日

間と決定いたしました。 

 

第１回定例会日程                     平成２８年２月２９日（月）開会 

月  日 時  間 会      議 場  所 

２月２９日(月) 午前９時３０分 本  会  議 

開会、会議録署名議員指

名、会期決定、諸般の報

告、行政報告、質疑、監査

委員選任議案上程、同説

明、委員会付託、質疑・討

論・採決、人権擁護委員候

補者推薦、報告、質疑、議

案・請願上程、施政方針説

明、議案説明 

議   場 

３月 １日(火) 休        会 （議案調査） 

３月 ２日(水) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

３月 ３日(木) 休        会 （議案調査） 
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３月 ４日(金) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

３月 ５日(土) 休               会 

３月 ６日(日) 休               会 

３月 ７日(月) 

午前９時３０分 本  会  議 
質疑、予算特別委員会設

置、委員会付託 
議   場 

本会議終了後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分

科会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

 分 科 会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月 ８日(火) 休        会 （議案調査） 

３月 ９日(水) 

午前９時３０分 予算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案上程、委員長報告、質

疑・討論・採決、議案・請

願上程、質疑、予算特別委

員会設置、委員会付託 

議   場 

本会議終了後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分

科会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１０日(木) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

 分 科 会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１１日(金) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１２日(土) 休               会 

３月１３日(日) 休               会 

３月１４日(月) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分 科 会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

 分 科 会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１５日(火) 休          会 （事務処理） 

３月１６日(水) 休          会 （事務処理） 

３月１７日(木) 午前９時３０分 予算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 
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予算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案・請願上程、委員長報

告、質疑・討論・採決、閉

会 

議   場 

 

 

諸 般 の 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第３、諸般の報告でありま

す。 

  （１）定例監査結果等報告については、お手

元に配付しておりますプリントによって御了承

願います。 

 

行 政 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第４、行政報告であります。 

  （１）市政の概況について、（２）第６次寒

河江市振興計画行動計画について、市長から報

告を求めます。佐藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  平成28年第１回定例会の開会に当たりまして、

12月定例会以降今定例会までの主な市政の概況

について御報告を申しあげます。 

  まず、雇用状況について申しあげます。 

  国の２月の月例経済報告では、「景気はこの

ところ一部に弱さも見られるが、緩やかな回復

基調が続いている」としており、１月報告と同

様となっております。山形労働局発表の12月の

県内有効求人倍率は1.24倍、原数値であります

が1.24倍、ハローワーク寒河江管内で0.98倍、

寒河江市内に限りますと1.17倍で前月比0.03ポ

イント増となっております。また、正社員に係

る有効求人倍率は県内では0.77倍と、過去最高

を更新し、市内でも0.92倍と高い数値を示して

おります。 

  一方、西村山管内高校新卒者の就職内定率は

１月末時点で前年より早く100％に達して平成

23年度以降５年連続で完全内定となっていると

ころであります。引き続き、就業支援を促進す

るインターンシップ事業を初め、就職後のフォ

ローアップ活動を行ってまいりたいと考えてお

ります。 

  今後とも、さがえ未来創成戦略を踏まえ、魅

力ある仕事の機会を創出し、若者や女性などに

新たな雇用の創造を、関係機関と連携を図りな

がら進めてまいりたいと考えております。 

  次に、やまがた雪フェスティバルについて申

しあげます。 

  県内各地で開催される雪まつりのオープニン

グイベントとして、また冬期間の観光誘客を目

的として山形県と西村山１市４町共同による初

めてのやまがた雪フェスティバルを、最上川ふ

るさと総合公園を会場に１月29日から31日まで

開催いたしました。 

  暖冬による雪不足で心配されましたが、期間

中は天候にも恵まれ予想をはるかに上回る多く

の家族連れを含む16万1,000人の来場者をお迎

えし、大成功のうちに幕を閉じることができま

した。関係者の皆様、御来場くださいました皆

様に心から御礼を申しあげたいと思います。 

  また、チェリークア・パークの民活エリア内

においても、独自のイベント開催で御協力をい

ただきました。シンボル雪像、ゲストによるス

テージ、プロジェクションマッピング、冬花火、

雪と光のイルミネーション、雪遊び体験、雪見

横丁、ワークショップなどで、子供から大人ま

で昼から夜まで十分に楽しんでいただけたもの

と思っているところであります。 

  現在、実行委員会におきまして全体的な成果

などの検証を行っておりますが、駐車場や会場

へのアクセスなど課題もありましたので、市と
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してもしっかり検証し、次につなげてまいりた

いと考えているところであります。 

  次に、雪による被害と今冬の除雪の状況につ

いて御報告を申しあげます。 

  農林関係の被害につきましては、１月19日夜

から20日未明にかけまして高屋のバラ団地内の

約240坪のハウス１棟が倒壊しております。原

因は水分を含んだ30センチの積雪によるもので

あります。そのほか市全体を通して重大な被害

の報告は受けておらず、安堵しておるところで

あります。 

  市道等の除雪につきましては、今シーズンは

暖冬のため、昨シーズンは同時期８回の一斉除

雪を実施いたしましたが、今シーズンは３回実

施している状況でございます。 

  幹線農道の除雪につきましては、積雪の状況

や降雪の予報を見ながら地元と協議を行い、順

次実施を行っているところであります。今後の

融雪期におきましても、雪崩等の災害防止と安

全確保に万全を期してまいりたいと考えている

ところでございます。 

  次に、市内循環型公共交通実証実験について

申しあげます。 

  １月27日から、市街地周辺部の公共交通の利

用が不便な地域と市中心部の医療機関や商業施

設を結ぶ市内循環型公共交通実証実験を開始い

たしております。やまがた雪フェスティバルの

際の特別運行を含めて、多くの方から御利用い

ただいているところであります。高齢者の方か

らは通院や買い物の際に便利になった、非常に

助かるといった御意見をいただいているところ

でありますので、さらにＰＲに努め、利用者の

拡大に努めてまいりたいと考えているところで

あります。 

  今後、11月末まで実証運行を行い、利用状況

や運行上の課題などの検証を行って、12月から

の本運行につなげてまいりたいと考えていると

ころであります。 

  次に、灯油購入費助成事業について申しあげ

ます。 

  ことしも低所得者等の世帯の経済的負担の軽

減を図るため、１世帯当たり5,000円分の灯油

購入費助成事業を１月から実施しております。

対象世帯は、65歳以上の高齢者のみの世帯、重

度障がい者のおられる世帯、18歳未満の児童を

扶養するひとり親などの世帯で、いずれも市民

税非課税世帯でございます。 

  ２月25日現在で、高齢者世帯989世帯、障が

い者世帯83世帯、ひとり親等世帯98世帯の合計

1,170世帯の方々に灯油購入助成券を交付いた

しているところであります。 

  以上、12月定例会以降の主な市政の概況を申

しあげましたが、今後とも議員各位の御理解と

御協力を賜りながら市政の運営に努めてまいり

ますので、よろしくお願いを申しあげます。 

  次に、第６次寒河江市振興計画行動計画、平

成28年度から平成32年度までについてを御報告

申しあげます。 

  行動計画につきましては、平成37年度を目標

年度とする第６次寒河江市振興計画を具現化す

るため、前期５カ年間の具体的な取り組み等を

示しております。行動計画の内容につきまして

は、去る２月18日の全員協議会において協議い

ただいておりますので、それにより報告にかえ

させていただきたいと存じます。 

  以上でございます。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第５、行政報告についての

質疑でありますが、後日行われます一般質問の

通告内容等と重複しないよう、議員において配

慮されますようお願いします。 

  ただいまの行政報告中、（１）市政の概況に

ついて質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  次に、（２）第６次寒河江市振興計画行動計

画について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第６、議第３号寒河江市監

査委員の選任についてを議題といたします。 

  この際、大沼孝一郎監査委員の退席を求めま

す。 

   〔大沼孝一郎監査委員 退席〕 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第７、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第３号寒河江市監査委員の選

任についてを御説明申しあげます。 

  本年３月31日をもって大沼孝一郎監査委員が

任期満了となりますので、引き続き選任いたし

たく、提案するものでございます。 

  御同意くださいますよう、よろしくお願いを

申しあげます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第８、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第３号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略いたしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第９、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第３号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議第３号寒河江市監査委員の選任

についてを採決いたします。 

  ただいま議題となっております議第３号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第３号については、これに同意す

ることに決しました。 

  ここで、大沼孝一郎監査委員の着席を求めま

す。 

   〔大沼孝一郎監査委員 着席〕 

 

人権擁護委員の候補者の推薦に 

関し意見を求めることについて 

 

○國井輝明議長 日程第10、人権擁護委員の候補

者の推薦に関し意見を求めることについてを議

題といたします。 

  本件については、お手元に配付しております

文書のとおり委員候補者３名の推薦について、

人権擁護委員法第６条第３項の規定により、市

長より意見を求められております。 

  お諮りいたします。 
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  これに同意することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、人権擁護委員の候補者の推薦につい

ては市長の諮問のとおり同意することに決しま

した。 

 

議 案 上 程 

 
○國井輝明議長 日程第11、報告第２号寒河江市

新型インフルエンザ等対策行動計画に関する報

告についてを議題といたします。 

  市長から説明を求めます。佐藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 報告第２号寒河江市新型インフ

ルエンザ等対策行動計画に関する報告について

を御説明申しあげます。 

  新型インフルエンザ等の感染拡大を可能な限

り抑制し、健康被害と経済機能への影響を最小

限にとどめ市民生活の安定を確保することを目

的に、寒河江市新型インフルエンザ等対策行動

計画を策定いたしましたので、新型インフルエ

ンザ等対策特別措置法の規定により御報告を申

しあげるものであります。よろしくお願いを申

しあげます。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第12、これより質疑に入り

ます。 

  報告第２号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第13、議第４号平成27年度

寒河江市一般会計補正予算（第６号）から日程

第51、請願第１号奨学金制度の充実と教育費負

担の軽減を求める請願までの39案件を一括議題

といたします。 

 

施政方針説明 

 

○國井輝明議長 日程第52、施政方針説明であり

ます。 

  市長から説明を求めます。佐藤市長。 

〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 本日、平成28年の第１回寒河江

市議会定例会が開催されるに当たり、平成28年

度の市政運営に臨む基本方針と施策の大要を申

しあげます。 

  まず、基本方針であります。 

  私は、平成21年１月の市長就任以来、議員各

位並びに市民の皆様の御理解と御協力のもと、

常に市民目線に立った市民主体のまちづくりを

進め、市政の発展に力を尽くしてまいったとこ

ろであります。 

  平成23年に策定をした新第５次寒河江市振興

計画がこの３月で計画期間を終了し、４月より

新たに第６次寒河江市振興計画がスタートいた

します。この新しい振興計画の策定に当たって

は、地域ワークショップ、市民アンケートなど

に参加をいただいた多くの市民の皆様からの御

意見や御提案と、寒河江市振興審議会の皆様の

熱心な御審議を尊重させていただきました。計

画に込められた全市民の思いに応えられるよう、

私を初め全職員が一丸となって計画の実現に向

けて誠心誠意取り組んでまいります。 

  平成37年度までの10年間で目指す将来都市像

として、「さくらんぼと歴史が育む スマイル

シティ 寒河江」を掲げ、その実現に向けた３

つの重点目標を定め、５年間で集中的・重点的

に取り組むチャレンジを行うことといたしまし

た。 

  重点目標の１つ目は「地域の笑顔輝く潤いの
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あるまち」であります。 

  「地域いきいき」チャレンジとしては地域づ

くりのための人材育成や活動への支援など、

「緑輝く環境」チャレンジでは寒河江公園への

アクセス道路の整備などに取り組んでまいりま

す。 

  ２つ目は「みんな笑顔若返りのまち」であり

ます。 

  「さがえっこ応援」チャレンジとしては育児

支援体制の整備や児童センター等への遊具整備

などに、「健康・笑顔」チャレンジでは高齢者

を初めとした市民の健康づくりなどに取り組み

ます。 

  ３つ目は「宝を磨き笑顔いっぱいのまち」で

あります。 

  「キラリ寒河江」チャレンジとしては企業誘

致や工業団地への交通網の整備など、「寒河江

ブランド向上」チャレンジでは紅秀峰やつや姫

などの農産物のブランド力の強化などに取り組

んでまいります。 

  また、寒河江市では平成27年10月にさがえ未

来創成戦略を策定し、次の世代が寒河江で暮ら

し、働き、子供を産み育てるといった希望ある

未来をつくるための施策を着実に、そしてスピ

ード感を持って進めているところでございます。 

  その中で、１つには魅力ある「しごと」の機

会を創出し、社会動態の改善を目指すこと。２

つには地域資源を磨いて魅力を発信することで

交流人口及び定住・移住人口増を図り、社会動

態の改善を目指すこと。３つには結婚・出産・

子育てし未来へ希望を持てる施策を充実し、出

生率・出生者を向上させ、自然動態の改善を目

指すことを掲げております。 

  第６次振興計画においてはこれら目標の実現

のために農業支援、企業支援・企業誘致、創業

支援、観光振興、移住・定住支援、結婚・出

産・子育て支援、まちづくりの７つの主な取り

組みを振興計画の重点目標に盛り込み、さらに

強い決意をもって振興計画で定めました10年後

の将来目標人口３万8,482人に向かって努力し

てまいる所存であります。 

  議員各位には、引き続き格別の御理解と御協

力を賜りますようお願い申しあげる次第であり

ます。 

  次に、第６次振興計画のスタートの年を迎え

るに当たり、市政運営に臨む私の決意の一端を

申しあげます。 

  振興計画の策定の趣旨にもありますとおり、

地方から首都圏への人口の一極集中の加速化や

それに伴う地方への急速な人口減少と超高齢化

社会の進行、平成23年３月に発生した東日本大

震災や多発する自然災害などによる安全安心に

対する意識の高まりなど、私たちが抱える多く

の課題がクローズアップされてまいりました。

そうした中、国においては人口減少と地域経済

の縮小を克服するため平成26年11月、まち・ひ

と・しごと創生法を制定し、国・地方が一体と

なった地方創生を目指しております。また、昨

年11月には一億総活躍社会の実現に向けて緊急

に実施すべき対策概要が国から発表され、少子

高齢化という構造的な問題の解決に踏み出すべ

きときとしております。 

  私は、新第５次振興計画の中で７つの重点プ

ロジェクトを設定し、その１つのさがえっこす

くすくプロジェクトでは市民の皆様から要望の

多かった中学生までの医療費の完全無料化、第

３子以降の保育料無料化の対象の拡大、子育て

世帯等の定住促進等、子育て世代への経済的支

援や総合子どもセンターゆめはーと寒河江の開

設、学童保育、さがえっこ冒険ファンタジーラ

ンドの整備など子育て環境の整備などの施策に

傾注してまいったところであります。 

  施策の実施に当たりましては、国の動向を捉

えつつ市独自の施策を積極的に進めてまいった

ところでもございます。また、その間、市長会

や重要事業の要望などを通して子育て環境の整
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備を国や県に強く要望してまいりました。 

  昨年10月に開催をいたしました市民100人評

価委員会の中では、このプロジェクトの５年間

の取り組みについて委員の84.8％の皆さんから

評価できるとの評価をいただいております。心

を強くしたと同時に、責任の重大さを改めて痛

感しているところでございます。 

  一方、国全体が人口減少・少子化対策に大き

くかじを切ったことによって、自治体同士が切

磋琢磨する時代へと移ってきたと考えておりま

す。好きになってもらう、住んでもらう、住み

続けてもらうまちづくりを目指し全国の自治体

が競い合うようになってきたと言われておりま

す。 

  本市においては、昨年４月にさがえ未来創成

課を新設し、さがえ未来創成戦略策定後、国の

交付金を活用し移住・定住支援、観光振興、企

業支援に取り組み、強く全国に向けて情報を発

信してまいりました。新聞報道によりますと、

2015年ふるさと納税の寄附金額が当市が全国で

第19位となっております。さらなる挑戦を続け

てまいりたいと考えております。 

  改めて申しあげるまでもありませんが、市政

運営の基本は市民一人一人の幸せが大事という

ことであります。私は市長就任以来、市民の皆

様の御意見や御提案を丁寧に伺い、それを市政

に反映し、その思いがかなえられる確かな未来

をつくっていくことに意を用いてきたつもりで

ございます。このたびの将来都市像には、スマ

イルシティ寒河江、そして重点目標にも笑顔と

いう言葉がございます。市民一人一人の笑顔が

最も大切な宝物であり、笑顔は幸せのあかしで

あり、また幸せを招き入れるとも言われており

ます。市の行政に携わる者として、市民の幸せ

と感じられる一番近い場所にいるということを

肝に銘じて、施策の実施だけでなく、その政

策・施策や関係する施策を通してどのくらい市

民の皆様が幸せを実感できているか常に検証す

る努力が必要だと考えております。そのために

は、職員一人一人が常に市民の立場に立って職

務に当たる努力が必要でありますので、今後も

しっかりと対応してまいりたいと考えていると

ころであります。 

  また、振興計画では地域づくりなどに市民の

皆様から参加をいただくことを多く提案してお

ります。御承知のとおり、人口減少社会に伴う

生産年齢層の減少は将来にわたり、税収の伸び

悩みにつながります。しかし、将来の世代に過

大な負担を先送りすることは許されません。何

といっても、この寒河江市は皆さんが大好きな

まちであり、市民のみんなのまちであります。

そしてこれからも市民一人一人がつくり上げて

いくまちでもあります。そうした努力の積み重

ねにより、市民の皆様と市の笑顔度が上がって

くればと思っているところであります。 

  市としては、市民の皆様が参加しやすくなる

ような仕組みづくりや豊かな感性を持つ次代を

担う人材を育てる教育、そしてそれを支える社

会づくりに全力を尽くしてまいります。ぜひ、

多くの方々に御参加をいただき、笑顔あふれる

まちにしていきたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いを申しあげます。 

  次に、平成28年度当初予算について申しあげ

ます。 

  歳入予算につきましては、個人市民税が給与

所得等の増加が見込まれることから増額とし、

法人市民税は法人税率の引き下げによる影響に

より減額の見込みといたしました。固定資産税

については、宅地開発や住宅建築補助等の効果

もあり増額を見込み、市税全体では前年度当初

予算対比1.4％増としたところでございます。

地方交付税につきましては、地方財政計画と前

年度の実績を勘案し減額といたしました。寄附

金につきましては、ふるさと納税分として10億

円を見込んでいるところであります。 

  市債につきましては、地方財政計画を受け臨
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時財政対策債は減額を見込んでおりますが、そ

の他の市債は投資的経費の増により全体では増

加を見込んでおります。 

  歳出予算については、第６次振興計画のスタ

ートの年度としてふさわしい各般の施策に取り

組むとともに、さがえ未来創成戦略に掲げる人

口減少対策についての施策も積極的に展開する

予算としたところであります。 

  その結果、平成28年度一般会計当初予算は前

年度当初予算対比11.5％増の173億8,000万円で、

過去最大となり、特別会計と企業会計を合わせ

た予算総額は326億5,286万6,000円となったと

ころでございます。 

  以下、第６次振興計画の５つの基本政策に沿

って、大要を申しあげます。 

  １つには、「子どもがすくすく育つまち」で

あります。 

  まず、「安心して生み育てられる環境づく

り」についてであります。 

  ライフスタイルの変化や子育てに対する負担

感の増大などにより、婚姻率や出生率が低下し、

未婚化や少子化の急速な進行と、これに伴う人

口減少は地域社会の活力の低下をもたらすなど

大きな問題となっております。また、核家族化

の進展や地域とのかかわりの希薄化などに対し

て、社会全体で子育てを支える仕組みづくりが

必要になっております。 

  さらに、ハイリスク妊娠が増加する中、産科

医療機関などとの継続した支援の必要性も増加

しており、妊娠期から出産育児期に至るまでの

切れ目のない支援体制の充実を図る必要があり

ます。このため、婚活コーディネーターなどと

連携して積極的に結婚活動を支援するとともに、

高額な医療費が必要となる特定不妊治療への助

成を充実し、そして妊産婦の就労安定化のため

の企業等への啓発を行ってまいります。 

  また、妊産婦の孤立を防ぐため、子育てを皆

で支える地域の仕組みづくりを進めるとともに、

妊娠期から育児期における切れ目のない支援体

制の充実に努め、日帰りや短期宿泊を含めた産

後ケアを初めとする寒河江型ネウボラを推進し

てまいります。 

  次に、「きめ細かな保育環境の整備」につい

てであります。 

  急速な少子高齢化や核家族の進行、就労環境

の変化など子供と家庭を取り巻く状況が大きく

変化している中、安心して子育てができる環境

づくりが求められております。子ども・子育て

支援新制度が施行されて２年目となる平成28年

度については、年々増加する低年齢児の受け入

れ拡大を図るため、寒河江第２幼稚園を認定こ

ども園に移行し、さらに第２さくらんぼ子供園

と寒河江やすらぎの里保育園を認可保育所にそ

れぞれ移行し、教育保育環境の充実を図ってま

いります。また、にしね保育所の増築工事を実

施し、定員を増員し保育ニーズに対応した保育

所の整備充実に努めてまいります。 

  放課後児童クラブについては、平成28年度か

ら三泉小学校区と醍醐小学校区に新たな放課後

児童クラブを開設する予定であり、第３わんぱ

くクラブは第１、第２わんぱくクラブの同敷地

内に新設、新築移転いたします。引き続き、利

用児童が増加している放課後児童クラブの保育

体制を充実してまいります。 

  次に、「子育てを支える環境づくり」につい

てであります。 

  保育所、市立幼稚園及び届け出保育施設等に

通う多子世帯の経済的負担の軽減を図るため、

これまで小学校６年生以下の兄弟が３人以上い

る世帯の第３子以降の保育料について無料化を

実施してきたところでありますが、平成28年度

からは対象年齢を高校３年生まで拡大し、子育

て世代の経済的支援に取り組んでまいります。 

  ４年目を迎えるゆめはーと寒河江は、遊具を

整備し、幼児や児童の健全な遊びや体力の増進

を図ってまいります。また、最上川ふるさと総
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合公園内のさがえっこ冒険ファンタジーランド

については、引き続き大型遊具を整備し、幼児

から小学生までの幅広い年齢層の子供たちが楽

しく元気に遊べるようさらに充実をしてまいり

ます。また、要望の多かった各地域に設置され

ている児童遊園の遊具等について整備点検をし

てまいります。 

  次に、「豊かな心と健やかな体の育成につい

て」であります。 

  いじめ防止については条例化を図ることで一

層推進してまいります。また、「さがえっこの

育み10か条」をリニューアルし、今後とも学校、

家庭、地域が一体となって子供たちの心を育む

取り組みをより一層推進してまいります。 

  また、子供たちが読書を通して豊かな心を育

んでいけるよう学校図書館の蔵書や資料を充実

するとともに、読書活動推進員５名も継続して

配置してまいります。 

  寒河江を愛し、寒河江を誇りに思う心を育て

ることはこれからの人づくり、まちづくりにと

って大切なことであります。そのため、本市の

宝である慈恩寺を初めとし、各地域の歴史や伝

統芸能などの文化、豊かな自然などを体験的に

学ぶ学習を充実してまいります。 

  また、健やかな体を育むために、幼稚園や保

育所、学校、家庭、地域において元気に遊ぶ子

供たちの姿が広がるよう外遊びを奨励してまい

ります。 

  食育については、さがえ食育の日を設定する

など、地産地消の推進を含めた食育を一層推進

してまいります。 

  次に、「未来を切り拓く学ぶ力の育成」につ

いてであります。 

  子供たちに確かな学力を身につけてもらうた

め、委嘱研究や市教育研究所の研修などを充実

し、小中学校が連携した系統的な学習を行って

まいります。 

  また、高度情報化社会のグローバル化に対応

していくため、電子黒板などの情報通信技術の

積極的な活用を図るとともに外国語指導助手、

ＡＬＴを増員し、英語教育や国際理解教育の充

実に努めてまいります。 

  さらに、特別に配慮を必要とする幼児や児童

生徒への早期からの適切な支援、教育相談の配

置による不登校児童生徒への対応や教育相談を

充実してまいります。 

  将来を見据えた望ましい教育環境や学ぶ集団

規模の適正化については、少子化が今後より一

層進行していくことが想定されていくことに鑑

み、保護者や地元関係者の理解をいただきなが

らこれからの学校づくりについて学識経験者等

も交えて検討をしてまいります。 

  ２つには「活力と交流を創成するまち」であ

ります。 

  まず、「魅力ある農業振興」についてであり

ます。 

  不安定な農産物価格による将来への不安を抱

える中、農業従事者の高齢化による担い手不足

や耕作放棄地の増加など本市農業を取り巻く環

境は厳しい状況にあります。そのため、紅秀峰

やつや姫を初めとした魅力ある農産物のブラン

ド化を推進するとともに、研修生受け入れ農家

への支援などによる新規就農者の確保や育成、

さらに生産性向上を図るため農地の集積化を進

めてまいります。 

  さくらんぼの生産体制の強化については、機

械化導入支援による低労力化や労働力確保対策

を進め、栽培面積の拡大を目指すとともに輸出

に向けた出荷体制の確立と国内外の販路拡大に

努めてまいります。また、各種農産物のトップ

セールス等によるＰＲを強化し、地産地消の拡

大とともに販路拡大を目指してまいります。 

  農業者と他産業とのマッチングの支援を推進

し、また農産物に付加価値をつけるための試験

加工施設等の整備により６次産業化へ参入しや

すい環境整備を行い、地域農業の振興に努めて
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まいります。 

  次に、「地域資源を活かした観光振興」につ

いてでございます。 

  交流人口の拡大につながる観光振興について

は、団体旅行から個人旅行への移行や観光ニー

ズが多様化する中、地域資源の発掘や磨き上げ

が必要であります。葉山や慈恩寺など四季折々

の豊かな自然や名刹の資源化を生かした観光ル

ートの整備を進めてまいります。また、カヌー

や自転車などによる新たなスポーツイベントの

開催に取り組むとともに、四季折々の観光交流

イベントをさらに充実し、効果的な情報発信の

強化に努めてまいります。 

  外国人対応ボランティアの育成、観光従事者

のホスピタリティーや資質向上など受け入れ体

制の充実を図り、インバウンドや多様化する観

光ニーズに対応してまいります。また、周辺市

町との共同イベントやキャンペーンの開催、広

域観光ルートの開発などさらに連携を強化し、

山形県のほぼ中央に位置する地理的優位性や高

速交通網の要衝の地を生かした広域観光の連携

強化を推進してまいります。 

  次に、「賑わいを生む商工業振興」について

であります。 

  中心市街地の商店街などについては、経営者

の高齢化や後継者及び新規起業者不足等により

空き店舗が目立ち、商店街の衰退による活力の

低下が危惧されております。こうした中、空き

店舗解消のための店舗の誘致や新規創業の支援、

マルシェ等のイベント開催によるにぎわい創出

とあわせて、中心市街地活性化センターフロー

ラ・ＳＡＧＡＥの利用促進によりさらなるにぎ

わい創出に努めてまいります。 

  企業を取り巻く状況は、円高の是正による輸

出環境の改善や経済対策の効果等により景気回

復の期待感があるものの、割高な事業コストや

内需縮小などにより海外への生産拠点の移転や

国内事業所の集約化が進んでおります。本市の

立地の優位性を積極的に打ち出した企業誘致活

動の展開が必要であります。また、若者や女性

の流出を抑制するための魅力的な就業の場の確

保が必要なことから、今後とも県と連携して積

極的に企業誘致に取り組んでまいります。 

  次に、「雇用の安定と就労環境の充実」につ

いてであります。 

  人口減少・少子高齢化社会の進展に伴う生産

年齢人口の減少などの社会構造の変化は、経済

活動の発展に必要な労働力を減少させることか

ら、雇用の安定や就労環境の整備による勤労者

の確保が求められております。そのため、男性

も女性も安心して子育てできる職場環境づくり

を推進してまいります。 

  企業や学校等の連携を強化し、新規学卒者等

若者の就職支援とその後の定着支援を行うとと

ともに、ＵＩＪターンなど若者の市内への定着

や回帰などを進めてまいります。また、若者の

技能職離れが進む中、後世にすぐれた技能を伝

えていくために技能者の技能尊重の気風を培い、

若い人材の育成に取り組んでまいります。平成

28年度は、技能五輪全国大会の本県開催に協力

し機運を醸成してまいります。 

  再就職を希望する高齢者や、子育てなどによ

り一旦仕事から離れた女性が希望する職業につ

くことを可能にするため相談体制の強化を進め

てまいります。 

  次に、「質の高い居住環境づくり」について

であります。 

  これまで、住宅の新築、増改築及びリフォー

ム等の住環境整備の促進、建築需要の拡大に伴

う景気浮揚及び地元関連業界の振興を図るため

市内の子育て世代や市外から市内に定住する方

に対する住宅取得支援を実施し、成果を上げて

まいりました。平成28年度からさらにＵＩＪタ

ーン等の転入者の移住支援制度を拡充し、３世

代同居等のためのリフォーム支援を行ってまい

ります。 
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  良好な宅地を提供するために民間での住宅団

地開発の推進を図るとともに、市街地内の未利

用地の宅地等への転換の推進や新たな住宅団地

形成に向けた方向性や整備の方法についても検

討してまいります。 

  空き家対策については、空き家バンクの普及

と利活用可能空き家の利用を促進するとともに、

利用困難な空き家の解体等の指導を強化して、

空き家戸数の減少に取り組んでまいります。 

  市営住宅につきましては、５団地それぞれの

状況を把握し、バリアフリー化や耐震化など計

画的に必要な修繕改善を進めるとともに、老朽

化した市営住宅については計画的な建てかえな

どを図るため、市営住宅整備計画を策定してま

いります。 

  ３つには、「元気に安心して暮らせるまち」

であります。 

  まず、「地域見守りネットワークの充実」に

ついてであります。 

  地域、事業者、行政等が一体となった効率的

な見守りと支援のネットワークの充実を図ると

ともに、地域福祉の中心となる人材の育成や元

気な高齢者の能力活用を推進してまいります。 

  災害時の避難行動要支援者に対する支援が的

確に行われるよう、地域のみんなが支え合い、

助け合い、安心して暮らせるまちをつくってま

いります。また、福祉と保健、医療等各分野の

連携を強化し、包括的な支援が行えるよう福祉

サービスの相談体制を充実させるとともに、質

の高い福祉サービス提供ができる体制を整備し

てまいります。 

  要保護世帯及び生活困窮世帯等については、

生活保護制度や生活困窮者自立支援制度等を活

用して支援するとともに、ハローワーク等関係

機関との連携により就労に向けた自立促進に努

めてまいります。また、ひきこもりについては

本人や家族等を相談支援することにより、課題

解決や社会復帰のための支援を行ってまいりま

す。 

  次に、「高齢者支援体制の強化」についてで

あります。 

  高齢者が住みなれた地域で安心して暮らせる

よう身近な生活の場で介護予防ができる地域づ

くりを推進するとともに、ひとり暮らし高齢者

への生活支援サービスの需要が高まっているこ

とから、ボランティア組織や住民組織などによ

る生活支援サービスの体制を整備してまいりま

す。 

  増加する認知症高齢者の支援につきましては、

認知症初期集中支援チームを配するなど速やか

に適切な医療介護等が受けられるよう支援体制

を充実し、また認知症サポーターの養成などに

より社会全体で認知症高齢者を見守る体制づく

りに取り組んでまいります。 

  介護サービスについては、在宅生活の継続が

困難な方のために特別養護老人ホームの待機者

ゼロを目指して平成28年度は特別養護老人ホー

ム２施設、特養醍醐、特養しらいわ別棟のほか、

認知症対応型施設１施設、グループホームの整

備を行うなど住みなれた地域での多様な居宅サ

ービスを提供してまいります。 

  次に、「共生社会の実現について」でありま

す。 

  障がい者が住みなれた地域で安心して暮らせ

るよう相談支援事業を充実してまいります。ま

た、障がい者の自立と社会参加促進のため障が

い者団体活動への支援を行うとともに平成28年

度は障がい者の就労支援事業所の整備を支援し

てまいります。 

  次に、「健康長寿のまちづくり」についてで

あります。 

  がん・循環器系疾患、糖尿病等依然として死

亡率の高い生活習慣病について、個人の生活習

慣の改善や個人を取り巻く社会環境の改善を通

じて発症予防や重症化予防の取り組みを進めて

まいります。幼年期、若い世代、働き盛り世代、
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高齢期のそれぞれのライフステージにおける健

康課題を捉え、県の健康マイレージ事業と連携

したさがえ市民100日健康づくり事業を展開し、

市民一人一人の健康づくりへの取り組みを支援

してまいります。 

  新たに制定する歯科保健推進に関する条例に

基づき、市民の歯と口腔の健康づくりを推進し

てまいります。疾病の早期発見、早期治療につ

なげるため、がん検診等の健康診査の重要性に

ついて啓発活動を強化するとともに受診しやす

い体制づくりを進め、引き続き受診率向上に努

めてまいります。 

  心の健康づくりに関しては、心の健康教室を

実施するなど心の病に関する市民の理解を深め

るための啓発活動を行うとともに、専門医によ

る心の健康相談を継続してまいります。 

  次に、「命を守る地域医療体制の充実」につ

いてであります。 

  市立病院については、新たに病院事業管理者

を配置し、地方公営企業法を全部適用するとと

もに経営状況の分析評価を行い、病院経営の健

全化を目指してまいります。また、山形大学医

学部との連携強化により病院事業の診療体制の

充実を図り、常勤医師の確保に努めてまいりま

す。 

  寒河江市西村山郡医師会などの医療関係機関

や介護保険関連施設と連携し、病態に応じた機

能分担を行い市民が安心して暮らせる医療供給

体制の確保に努めてまいります。また、平成28

年度山形県の２次医療圏ごとの医療需要を推計

する地域医療構想を踏まえて、新たな市立病院

改革プランの策定に取り組んでまいります。 

  次に、「地域防災力の強化」についてであり

ます。 

  災害による被害を最小限に抑えるためには地

域の防災力を強化することが重要であります。

そのため、自主防災組織の全市組織化を目指す

とともに、防災リーダーを育成し防災訓練の充

実に努めてまいります。また、消防力の向上を

図るため、消防水利の未整備地域へ防火水槽や

消火栓の整備を進めるとともに計画的に軽積載

車、小型動力ポンプを更新してまいります。 

  また、消防団員の確保を図るとともに、機能

別消防団制度の整備を目指し、消防団活動の体

制強化に努めてまいります。 

  防災訓練や火災予防広報などを通じて市民の

防災意識の高揚を図り、一般住宅の耐震化や住

居用火災警報器の設置を推進してまいります。 

  さらに、災害時に備え、非常食等の備蓄や指

定避難所機能の充実を図るなど災害に強いまち

づくりを推進してまいります。 

  次に、「交通事故や犯罪のない地域づくり」

についてであります。 

  交通安全の推進につきましては、市民一人一

人の交通安全に対する意識の高揚を図るため、

新たに策定する第10次寒河江市交通安全計画に

基づき幼児から高齢者まで生涯にわたる交通安

全教育を展開してまいります。 

  平成27年は、34年ぶり市内の交通死亡事故者

がゼロとなりました。引き続き、記録更新に向

け関係機関、団体地域住民と一体となった事故

防止対策を講じてまいります。 

  防犯活動の推進につきましては、防犯協会と

連携し地域住民による安全安心のまちづくりを

進めてまいります。また、市内の全防犯街路灯

のＬＥＤ化を完了し、地域の防犯や通学路の安

全確保に努めてまいります。 

  消費者保護の推進につきましては、消費者の

安全と安心を確保するため、消費生活センター

の相談体制を維持し、市民への情報提供を実施

するとともに、特に高齢者の特殊詐欺被害防止

に重点を置き、高齢者福祉関係団体と連携した

出前講座等を実施してまいります。 

  ４つには「市民一人一人が力を発揮するま

ち」であります。 

  まず、「市民地域主体のまちづくり」につい
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てであります。 

  社会情勢が大きく変化する中、住民同士のか

かわり合いが薄れ地域の連帯意識が低下してい

ると言われ、地域コミュニティーの活性化が課

題となっております。このため、地区公民館に

他の機能も果たすコミュニティーセンターの併

設や地区公民館の再編などを視野に時代に合っ

た地区公民館のあり方について検討をしてまい

ります。また、さくらんぼ大学では地域を担う

リーダーの育成を行ってまいります。 

  地域活動の拠点である分館の整備につきまし

ては、耐震化や水洗化、バリアフリー化などの

ほか、新たにエアコン設置やＬＥＤ化について

も支援してまいります。 

  また、本市には多くの外国人が在住しており、

より快適に安心して暮らせるよう日本語教室開

催等による支援を行うとともに、民間交流と連

携した姉妹都市である韓国の安東市、トルコの

ギレスン市との交流を初めとした国際交流を引

き続き推進してまいります。 

  次に、「豊かな人生の生きがいづくり」につ

いてであります。 

  市民が生涯にわたって生き生きと学び続ける

ことは人生を豊かにし、生きがいを持って暮ら

す上で大切なことであります。さくらんぼ大学

では、より高い学習意欲に応えるための大学院

設置について検討してまいります。 

  市立図書館ではブックスタート事業等を推進

するほか、読書ボランティアグループ等との連

携を深め、市民の読書活動、児童生徒及び学校

図書館等を支援するとともに、読書講演会など

市民の交流の場となる魅力あるイベント等を実

施してまいります。 

  すぐれた芸術文化の鑑賞について平成28年度

もコンサートや演劇公演など多彩な芸術文化の

鑑賞機会を提出するとともに、より多くの市民

が芸術文化活動にかかわることができるよう活

動団体の発表機会の拡充に努めてまいります。

また、スポーツを通じた健康づくりや生きがい

づくりを推進してまいります。 

  ことしで40回を迎えるさくらんぼマラソンを

記念大会にふさわしい大会となるよう盛り上げ

てまいります。平成28年度には、山形県スポー

ツレクリエーション大会や大相撲夏巡業さくら

んぼ寒河江場所も開催されることになっており、

市民がスポーツに親しみ楽しんで観戦していた

だけるものと考えております。さらに良好なス

ポーツ環境を提供するため、市民体育館の改修

など施設整備に取り組んでまいります。 

  本市の文化遺産を適切に保護し後世に引き継

ぐためには、市民が郷土の歴史や文化に触れ学

び親しみ、郷土を大切にする心を養うことが重

要であります。国史跡慈恩寺旧境内については、

平成28年度に保存活用計画を策定し、史跡整備

に向けて取り組みを進めてまいります。また、

国指定重要文化財の本山慈恩寺本堂の屋根修理

事業や県指定重要文化財の旧西村山郡役所の保

存修理事業などを行い、文化財の保護に努めて

まいります。さらに、慈恩寺文化を広く発信す

るため慈恩寺講演会などを広く開催してまいり

ます。 

  次に、「男女ともに活躍できる環境づくり」

についてであります。 

  男女共同参画社会基本法の制定から15年以上

が経過しておりますが、男女共同参画社会の実

現は道半ばであり、本市においても男女それぞ

れの個性や能力を発揮できる社会を構築するた

め、男女共同参画社会を形成する上での基盤と

なる人権を尊重する意識の高揚に努めてまいり

ます。また、性別による固定的な役割分担意識

と社会慣行の見直しを行う意識の確立に向けた

啓発を行ってまいります。 

  次に、「市民ニーズを捉えた行財政運営」に

ついてであります。 

  少子高齢化の一層の進行に伴い、市税等の減

収や社会保障関連経費の一層の増加が見込まれ
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る中、新たな行財政改革アクションプランによ

り事務事業評価を行うなど、限られた人材、財

源を有効に活用し長期的な視点に立った健全な

財政運営を進めてまいります。 

  ふるさと納税でいただきました寄附金は寄附

者の意思を尊重し、市の重要な施策に充当させ

ていただくとともに、農産品や逸品などの返礼

品を通して地元産業の振興を図ってまいります。 

  また、更新期を迎える公共施設等については

公共施設マネジメントによる計画的な整備を検

討し、長寿命化や複合化などについて推進して

まいります。 

  ５つには「便利で快適に生活できるまち」で

あります。 

  まず、「心地よい都市空間づくり」について

であります。 

  市のランドマークである長岡山の寒河江公園

につきましては寒河江公園整備基本計画に基づ

いてつつじ公園やアクセス道路の整備などの事

業を実施しており、平成28年度は大型車が利用

できるアクセス道路の完成を目指すとともにつ

つじ公園の造成、沿道及び安全施設の整備を行

ってまいります。また、子供から高齢者まで安

全に安心して利用できる身近な公園整備の要望

が多いことから、これに応じた整備を進めると

ともに老朽化した既存の公園施設の計画的な維

持管理を行ってまいります。 

  最上川や寒河江川の豊かな自然に恵まれた水

辺景観を楽しめるようチェリーランド周辺及び

チェリークア・パーク周辺の桜回廊の整備、チ

ェリークア・パークと最上川寒河江緑地グリバ

ーを結ぶ新たな遊歩道の整備に向けた準備を行

ってまいります。 

  また、チェリーランドについてはニーズの把

握に努め、再整備計画策定に向けて検討してま

いります。 

  次に、「人と自然が共生するまちづくり」に

ついてであります。 

  循環型社会の構築につきましては、不用品登

録制度を初めとする３Ｒ、リデュース、リユー

ス、リサイクル活動を一層推進するとともに、

資源化を促進するため、資源ごみの分別徹底、

子供会等が実施する集団資源回収事業を支援し、

廃棄物の排出量削減に努めてまいります。 

  また、環境基本計画の総合的かつ計画的な推

進により自然環境に対する負荷の軽減に努める

とともに、地球温暖化対策実行計画に基づき再

生可能エネルギーや再生資源を利用した製品の

普及を促進するなど低酸素社会の構築に向け、

積極的に活動を展開してまいります。 

  次に、「交通ネットワークの整備について」

であります。 

  橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋梁の安全

確保に努めてまいります。平成28年度は稲沢橋

と柴屋橋の整備を進めるとともに新たに羽衣橋

の整備に着手をいたします。冬期間における生

活道路の維持につきましては、雪押場の確保等

によるきめ細かな除雪の対応に努めてまいりま

す。 

  都市計画道路の整備については、市立病院前

の都市計画道路山西米沢線は平成29年度の完成

を目指して整備を推進してまいります。県施行

の主要地方道天童大江線（都市計画道路柴橋日

田線）は平成28年度の完成に向けて県に対し強

く要望してまいります。 

  市民の身近な生活道の整備については、町会

などからの整備要望を受け公共事業整備優先順

位基準に基づいて進めてまいります。 

  市道柴橋平塩線は地域経済を支える工業団地

と高速道路、また国道287号と国道458号を結ぶ

要衝であります。昨年11月、朝日町、大江町の

協力のほか、関係団体の賛同を得て新平塩橋整

備促進期成同盟会を設立し、要望活動を展開し

ており、引き続き整備実現に向けて努力してま

いります。 

  要望の多かった市内循環バスについては、こ
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とし１月から11月まで市内２つのルートで試験

運行し、乗車状況等を勘案しその後の本格運行

につなげてまいります。デマンドタクシーとあ

わせて高齢者等の市民の足の確保に努めてまい

ります。 

  次に、「生活を守る上下水道の整備」につい

てであります。 

  東日本大震災や集中豪雨による断水を教訓と

して、非常時でも市民生活や水道施設への被害

を最小限に抑えるための水道施設の強靭化や水

質のさらなる安全性の確保が求められておりま

す。平成28年度は、寒河江市水道ビジョンの更

新計画に基づき、川原ポンプ場から長岡山配水

池及び木ノ沢配水池までの送水管や老朽化した

配水管を耐震性のあるものに更新し、施設の長

寿命化と強靭化に取り組んでまいります。 

  また、安定水源の確保を図るため新たな８号

井からの取水を開始するとともに、安全で安心

な水道水を供給するため水質検査及び放射能物

質の調査と結果の公表をしてまいります。 

  また、平成28年度は水道ビジョンの後期実施

計画を策定するとともに、水道料金の適正化に

ついては、平成29年度に予定されている村山広

域水道の次期給水協定締結時期に合わせ県に対

し要望活動を行ってまいります。 

  下水道事業による水洗化率の向上は、生活環

境改善や公共水域の水質保全に直結することか

ら、公共下水道や浄化槽整備を推進するととも

に普及対策についても強化してまいります。 

  また、近年局地的豪雨を原因とした道路など

への冠水が発生しており、気象条件の変化に対

応した雨水排水路整備を計画的に行うことによ

り冠水箇所などの解消に努めてまいります。 

  下水道施設については継続的な汚水処理を行

うため、浄化センターや汚水管渠等の長寿命化

計画に基づく整備により施設の長寿命化やコス

トの削減を図るとともに、下水道処理施設の広

域化の推進に向けて検討を行ってまいります。 

  以上、平成28年度の市政運営の基本方針及び

施策の大要を申しあげました。 

  市議会議員各位並びに市民の皆様の御理解と

御協力を賜りながら実現に向けて誠心誠意取り

組んでまいりますので、よろしくお願いを申し

あげます。 

  次に、議案を御説明いたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長、御着席いただいてい

いですか。休憩挟ませてください。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は10時55分といたします。 

 休 憩 午前１０時４２分  

 再 開 午前１０時５５分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第53、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 大変失礼をいたしました。 

  それでは、議第４号平成27年度寒河江市一般

会計補正予算（第６号）についてから御説明申

しあげます。 

  このたびの補正予算は、山形県人事委員会勧

告を踏まえた特別職及び一般職の給与改定等に

伴う給与等経費の調整を行うとともに、ふるさ

と納税制度を活用した寄附金の増加に伴い、基

金管理事業費等を追加するものであります。そ

の結果、歳入歳出それぞれ10億5,877万8,000円

を追加し、予算総額を181億9,202万3,000円と

するものであります。 

  次に、議第５号平成27年度寒河江市国民健康

保険特別会計補正予算（第５号）についてを御

説明申しあげます。 

  このたびの補正予算は、山形県人事委員会勧
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告を踏まえた給与改定等に伴う給与等経費の調

整を行うとともに、高額医療費共同事業医療費

の増加に伴う拠出金等を追加するものでござい

ます。その結果、歳入歳出それぞれ6,244万

9,000円を追加し、予算総額を51億4,090万

3,000円とするものでございます。 

  次に、議第６号平成27年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）についてを

御説明申しあげます。 

  このたびの補正予算は保険基盤安定繰入金の

確定に伴う後期高齢者医療広域連合納付金を追

加するものであります。その結果、歳入歳出そ

れぞれ220万5,000円を追加し、予算総額を４億

4,199万4,000円とするものでございます。 

  次に、議第７号平成27年度寒河江市介護保険

特別会計補正予算（第３号）について御説明を

申しあげます。 

  このたびの補正予算は、山形県人事委員会勧

告を踏まえた一般職の給与改定及び人事異動に

伴う給与等経費の調整を行うとともに、介護サ

ービスの利用増加に伴う介護サービス等給付費

を追加するものでございます。その結果、歳入

歳出それぞれ2,600万5,000円を追加し、予算総

額を40億2,391万3,000円とするものでございま

す。 

  次に、議第８号平成27年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計補正予算（第１号）に

ついて御説明申しあげます。 

  このたびの補正予算は、歳入予算について繰

越金を追加し、介護認定審査会負担金など同額

を減額するものであります。その結果、歳入歳

出それぞれ補正前と同じ2,640万2,000円とする

ものでございます。 

  次に、議第９号平成27年度寒河江市立病院事

業会計補正予算（第１号）についてを御説明申

しあげます。 

  このたびの補正予算は、患者数の減少に伴い

入院収益及び外来収益等を減額し、他会計補助

金等を追加するものであります。その結果、収

益的収入及び収益的支出それぞれ5,037万円を

減額し、予算総額を17億8,678万円とするもの

でございます。 

  次に、議第10号平成28年度寒河江市一般会計

予算についてを御説明申しあげます。 

  先ほども御説明申しあげましたとおり、第６

次寒河江市振興計画のスタートの年度として計

画の着実な実現に向けた取り組みと、さがえ未

来創成戦略に掲げた人口減少対策の諸施策を積

極的に進めるとともに、財政の健全化に努める

予算編成を行ったところであります。その結果、

予算総額は歳入歳出それぞれ173億8,000万円で、

前年度当初予算に比較して11.5％の増となった

ところでございます。 

  次に、議第11号平成28年度寒河江市公共下水

道事業特別会計予算についてを御説明申しあげ

ます。 

  公共用水域の水質保全と快適で文化的な生活

環境の改善を目指し、適切かつ効果的な整備促

進に努めるとともに、社会構造の変化に対応し

予算編成を行ったところであります。その結果、

予算総額は歳入歳出それぞれ16億964万3,000円

で、前年度当初予算と比較して２億775万3,000

円の増となったところでございます。 

  次に、議第12号平成28年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計予算についてを御説明申しあげ

ます。 

  浄化槽整備区域における公共用水域の水質保

全並びに生活環境の改善を目的に予算編成を行

ったところであります。その結果、予算総額は

歳入歳出それぞれ２億3,051万1,000円で、前年

度当初予算と比較して343万7,000円の増となっ

たところでございます。 

  次に、議第13号平成28年度寒河江市簡易水道

事業特別会計予算についてを御説明申しあげま

す。 

  田代簡易水道施設の維持管理等に要する一般
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管理費などを計上するものでございます。予算

総額は歳入歳出それぞれ615万2,000円で、前年

度当初予算と比較して67万5,000円の減となっ

たところでございます。 

  次に、議第14号平成28年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算についてを御説明申しあげま

す。 

  国民健康保険税の収納率の向上や医療費適正

化対策を強化するとともに、保健事業を充実し、

被保険者の健康保持増進を図り、健全財政の維

持と効率的な事業運営に努める予算編成を行っ

たところであります。その結果、予算総額は歳

入歳出それぞれ48億9,369万7,000円で、前年度

当初予算と比較して１億651万2,000円の増とな

ったところでございます。 

  次に、議第15号平成28年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算についてを御説明申しあげ

ます。 

  後期高齢者医療に係る保険料徴収と各種申請

などの窓口業務を行うための経費を計上するも

のであります。予算総額は歳入歳出それぞれ４

億7,094万7,000円で、前年度当初予算と比較し

て3,115万8,000円の増となったところでござい

ます。 

  次に、議第16号平成28年度寒河江市介護保険

特別会計予算についてを御説明申しあげます。 

  第６期介護保険事業計画に基づき、社会問題

となっている認知症高齢者対策の充実や高齢者

が住みなれた地域で安心して暮らし続けること

ができるよう各種支援制度の整備に努めるとと

もに、介護保険給付額の増加に対応し、安定し

た財政運営に努める予算編成を行ったところで

あります。その結果、予算総額は歳入歳出それ

ぞれ41億4,472万8,000円で、前年度当初予算と

比較して１億9,147万5,000円の増となったとこ

ろでございます。 

  次に、議第17号平成28年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算についてを御説明

申しあげます。 

  被保険者の介護の必要性の有無及びその程度

を審査判定するための介護認定審査会に係る経

費を計上するものであります。予算総額は歳入

歳出それぞれ2,683万6,000円で、前年度当初予

算と比較して43万4,000円の増となったところ

でございます。 

  次に、議第18号平成28年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算についてを御

説明申しあげます。 

  各財産区とも管理運営のための経費を計上す

るものであります。予算総額は歳入歳出それぞ

れ70万4,000円で、前年度当初予算と比較して

７万2,000円の減となったところでございます。 

  次に、議第19号平成28年度寒河江市立病院事

業会計予算についてを御説明申しあげます。 

  地域の医療ニーズに的確に応えるべく、市民

がいつでも安心して受診できる病院づくりを進

めながら、病院経営の健全化に向けて予算編成

を行ったところであります。収益的収入及び支

出については、収入総額及び支出総額とも18億

8,350万3,000円とし、資本的収入及び支出につ

いては、収入総額を8,370万1,000円に、支出総

額を１億3,260万4,000円とするものであります。 

  次に、議第20号平成28年度寒河江市水道事業

会計予算についてを御説明申しあげます。 

  水道管路の耐震化、自己水源の強化と水道の

有収率の向上に重点的に取り組み、安全で安心

な水道水の安定供給体制の構築及び持続可能な

経営基盤の確立を重点目標として予算編成を行

ったところであります。収益的収入及び支出に

ついては、収入総額を11億1,206万8,000円、支

出総額を10億4,831万円とし、資本的収入及び

支出については、収入総額を１億1,479万円に、

支出総額を８億2,523万1,000円にするものであ

ります。 

  次に、議第21号寒河江市情報公開条例及び寒

河江市個人情報保護条例の一部改正についてを
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御説明申しあげます。 

  寒河江市立病院の地方公営企業法全部適用及

び行政不服審査法全部改正に伴い、所要の改正

をしようとするものでございます。 

  次に、議第22号寒河江市行政不服審査会条例

の制定についてを御説明申しあげます。 

  改正された行政不服審査法において、不服申

し立てが行われ市が裁決をする場合に第三者機

関へ諮問することとされたため、この条例を制

定しようとするものでございます。 

  次に、議第23号寒河江市人事行政の運営等の

状況の公表に関する条例の一部改正についてを

御説明申しあげます。 

  地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部

を改正する法律の施行に伴い、人事行政の運営

等の状況の広報事項に人事評価及び退職管理等

を追加するため所要の改正をしようとするもの

であります。 

  次に、議第24号寒河江市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部改正についてを御説明

申しあげます。 

  地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部

を改正する法律の施行並びに寒河江市立病院事

業の地方公営企業法全部適用に伴い、所要の改

正をしようとするものでございます。 

  次に、議第25号寒河江市職員の退職管理に関

する条例の制定についてを御説明申しあげます。 

  地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部

を改正する法律の施行に伴い、職員の退職管理

に関し必要な事項を定めるため本条例を制定し

ようとするものでございます。 

  次に、議第26号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを御説

明申しあげます。 

  山形県人事委員会勧告を踏まえ特別職の期末

手当の支給月数を改定するとともに、新たな非

常勤職員の設置等に伴い所要の改正をしようと

するものでございます。 

  次に、議第27号寒河江市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部改正についてを御説明申

しあげます。 

  山形県人事委員会の勧告を踏まえ給与月額及

び勤務手当の支給月数を改定するとともに、地

方公務員法改正による人事評価制度の導入及び

寒河江市立病院の地方公営企業法全部適用等に

伴い、所要の改正をしようとするものでありま

す。 

  次に、議第28号議会の議員、その他非常勤職

員の公務災害補償等に関する条例の一部改正に

ついてを御説明申しあげます。 

  地方公務員災害補償法施行令の一部を改正す

る政令の施行により傷病補償年金及び休業補償

の支給調整率が変更となるため、所要の改正を

しようとするものであります。 

  次に、議第29号寒河江市まちづくり寄附条例

の一部改正についてを御説明申しあげます。 

  第６次寒河江市振興計画に掲げるまちづくり

の実現を目指し、まちづくり寄附金を受ける事

業についての見直しをするため、所要の改正を

しようとするものであります。 

  次に、議第30号寒河江市固定資産評価審査委

員会条例等の一部改正についてを御説明申しあ

げます。 

  行政不服審査法全部改正に伴い、所要の改正

をしようとするものであります。 

  次に、議第31号寒河江市いじめ防止対策の推

進に関する条例の制定についてを御説明申しあ

げます。 

  いじめ防止等のための対策をより総合的かつ

効果的に推進するため、いじめ防止対策推進法

の規定に基づき本条例を制定しようとするもの

であります。 

  次に、議第32号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてを御説明申しあげます。 

  東日本大震災の被災者等に対し市民浴場の使

用料を無料とする期間を１年間延長するため、
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所要の改正をしようとするものであります。 

  次に、議第33号寒河江市歯と口腔の健康づく

り推進条例の制定についてを御説明申しあげま

す。 

  歯と口腔の健康づくりの推進に関する施策を

総合的に推進し、市民の健康寿命の延伸により

生涯にわたる健康で質の高い生活の確保に資す

るため、本条例を制定しようとするものでござ

います。 

  次に、議第34号寒河江市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正についてを御説明申し

あげます。 

  介護保険法及び関係政省令の一部改正により

平成28年４月の地域密着型通所介護の創設に伴

い、所要の改正をしようとするものであります。 

  次に、議第35号寒河江市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部改正についてを御説明申し

あげます。 

  介護保険法及び関係政省令の一部改正により

平成28年４月から指定介護予防認知症対応型通

所介護に運営推進会議の設置が義務づけられる

のに伴い、所要の改正をしようとするものであ

ります。 

  次に、議第36号寒河江市消費生活センターの

組織及び運営等に関する条例の制定についてを

御説明申しあげます。 

  消費者安全法の改正により消費生活センター

の組織及び運営に関する事項を定める必要があ

るため、本条例を制定しようとするものであり

ます。 

  次に、議第37号寒河江市立病院事業の地方公

営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について、議第38号寒河江市立病

院の管理者の給与等に関する条例の制定につい

て及び議第39号寒河江市立病院企業職員の給与

の種類及び基準に関する条例の制定については

関連がありますので、一括して御説明申しあげ

ます。 

  寒河江市立病院事業の地方公営企業法全部適

用に伴う関係条例の整備を図り、病院事業管理

者及び病院企業職員の給与等を定めるため、３

条例を制定しようとするものでございます。 

  次に、議第40号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の策定についてを御説明申しあげます。 

  幸生地区及び田代地区の第８期総合整備計画

について平成27年度が最終年度となることから、

引き続き両地区の第９期総合整備計画を策定し

ようとするものでございます。 

  次に、議第41号平成27年度寒河江市立病院事

業会計資本金の額の減少についてを御説明申し

あげます。 

  地方公営企業法の規定に基づき、寒河江市立

病院事業会計の資本金の額の減少について議会

の議決を求め、繰越利益剰余金に繰り替えよう

とするものでございます。 

  以上、38案件を御提案申しあげましたが、よ

ろしく御審議の上、御可決くださいますようお

願いを申しあげる次第であります。 

  以上であります。 

 

   散    会    午前１１時１７分 

 

○國井輝明議長 本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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   議事日程第２号       第１回定例会 

   平成２８年３月２日（水）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開します。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○國井輝明議長 日程第１、これより一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。質問時間は、１議

員につき答弁時間を含め60分以内となっており

ますので、質問者は要領よくかつ有効に進行さ

れますようお願いします。 

  この際、執行部におきましても、答弁者は質

問者の意をよく捉えられ、簡潔にして適切に答

弁されるよう要望します。 

 

 一般質問通告書 

 平成２８年３月２日（水）                        （第１回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまがた雪フェス

ティバルについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）入場者数について 

（２）実行委員について 

（３）屋台村について 

（４）イベントの継続について 

（５）新聞報道について 

（６）会場の設営について 

（７）イルミネーションの設営について 

（８）会場周辺の交通渋滞について 

（９）観客を巻き込んだイベント内容に

ついて 

７番 

太 田 芳 彦 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 41 -

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

２ 市内循環バス実証

運行について 

（１）ルートの設定について 

（２）停留所の設定について 

（３）利用者について 

（４）フリー乗降について 

市 長 

３ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

警報システムにつ

いて 

消防団の現状と今

後について 

 

 

 

 

 

 

 

慈恩寺の今後の整

備計画について 

 「Ｊアラート」「Ｅｍ－Ｎｅｔ」の現

状、稼働状況等について 

（１）ここ５年間の消防団員の状況につ

いて 

（２）消防団加入促進についての当局の

施策について 

（３）女性団員の現状、活動分野につい

て 

（４）他自治体が団員確保のためにとっ

ている施策の本市の取り組みについ

て 

（１）保存活用計画と今後の予定につい

て 

（２）タクシー料金の割引制度等のＰＲ

について 

５番 

伊 藤 正 彦 

市 長 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

６ 

 

 

 

７ 

子育て支援につい

て 

 

 

若者への学業支援

について 

（１）誰もが希望する保育所に入所でき

るようにすることについて 

（２）第６次寒河江市振興計画基本計画

に沿った具体的な取り組みについて 

 本市での奨学金制度創設について 

６番 

遠 藤 智与子 

市 長 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢農業従事者支

援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）2015年農林業センサス結果につい

て 

（２）寒河江市農業就農者の従事実態に

ついて 

（３）さくらんぼの栽培について 

ア さくらんぼ栽培高齢者支援につい

て 

イ 高所を克服する支援について 

ウ 筋力を補助する支援について 

（４）高齢就農者に優しい農道環境の整

備について 

１２番 

工 藤 吉 雄 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

９ 市町村設置型合併

浄化槽について 

（１）排水管の布設箇所について 

（２）制度開始から４年の状況について 

（３）予算規模と工事実数について 

（４）最近の家庭排水の実情について 

（５）今後の排水管敷設について 

市 長 

１０ 第６次寒河江市振

興計画について 

（１）新第５次寒河江市振興計画の評価

による課題の捉え方と第６次寒河江

市振興計画への反映について 

（２）行動計画と個別計画について 

（３）市民との共有のための方策につい

て 

８番 

石 山   忠 

市 長 

 

 

太田芳彦議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号１番、２番について、

７番太田芳彦議員。 

○太田芳彦議員 おはようございます。 

  季節も３月に入りましたが、まだまだ寒さが

続くきょうこのごろですが、皆様にはいかがお

過ごしでしょうか。 

  それから、私ごとではございますが、12月議

会を入院のため欠席をしてしまい、大変申しわ

けなく思っております。現在、体調もよくなり、

議会活動に頑張っているところでありますので、

御安心をしていただきたいと思います。 

  さて、本題に入らせていただきます。 

  通告番号１番、やまがた雪フェスティバルに

ついて質問させていただきます。 

  最上川ふるさと総合公園で１月29日から31日

に開催されたわけでありますが、想定した７万

人をはるかに上回る16万人超えの来場者でにぎ

わったとの見出しで新聞等で紹介されておりま

したが、ややもすると閉鎖的になりがちな雪国

において雪を利用したお祭りが活況のうちに終

えることができ、市長を初め担当部署におかれ

ましては、ほっとなさっておられるのではと察

するところでありますが、何点か質問をさせて

いただきます。 

  最初に、入場者数についてお尋ねしたいと思

いますけれども、これは議会の初日に市長のほ

うから説明があったわけですけれども、確認の

意味からも、報道では16万人超えというような

発表でした。正式には何名と読まれたのでしょ

うか。３日間の合計と１日ごとの数字を教えて

ください。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  太田議員からやまがた雪フェスティバルにつ

いての御質問をいただきましたので、お答えを

したいと思いますが、１月の29日から31日まで

の入場者数、去る２月１日、実行委員会のほう

で発表いたしましたが、天候にも恵まれたこと

もありまして、当初見込みを大きく上回る16万

1,000人ということでございました。 

  内訳は、29日が１万6,000人、30日が９万

6,000人、31日が４万9,000人ということになっ

ております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。29日が

１万6,000人、30日が９万6,000人、31日が４万

9,000人と。中日がやはり、花火もあった影響
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かと思いますけれども、一番人数が多かったの

かなと思ったところでございます。 

  きょうの山新の報道で、雪フェスタの県発表

ということで経済効果が出ておりました。７億

円超えの効果があったということで、すばらし

いなと思って見させていただきました。ちなみ

に東北六魂祭の経済波及効果は25億円だそうで

ありまして、７億円超えというのはすばらしい

数字でなかったのかなと思っているところでご

ざいます。これも、やはり市長初め関係各位が

寒い中本当に頑張っていただいたおかげかと思

います。本当に御苦労さまと申しあげたいと思

います。 

  それで、通告にはなかったんですが、１点、

入場数のカウントの仕方、前からゆめタネでも

思っていたんですが、16万1,000人、こういう

カウントというのは、よくバードウオッチング

なんてカウンターを使ってカシャカシャと数え

るという方法もあるんですけれども、どんな方

法でこれをカウントしているのかなと思って

前々から興味あったんですが、知らないでつい

にここまで来たんですけれども、おわかりであ

りましたらお答えいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 このイベント、県と１市４町協

働して実施をしているわけで、その中で入場者

数のカウント方法についてもいろいろ事前に協

議をして、取り組んだということであります。

そういった中で、今まで実施をしたイベント、

市で言えばゆめタネとかがあるわけであります。

県で言えば、先ほどおっしゃった六魂祭とか日

本一さくらんぼ祭りなどというものについての

来場者数のカウントの方法があります。ほとん

ど市と県のカウントの仕方が似ているというこ

とでありましたから、そういう方法を参考にし

て、同じような方法で調査をして、具体的には

会場入り口に何カ所か一定期間に来場者をカウ

ントして、それを複数回カウントして、それで

そのデータをもとに全体の来場者数を推計する

というやり方であります。 

  ただ、日中はそれでできるわけでありますが、

花火のときには大体そういう、暗いからなかな

かできないということがありまして、この会場

周辺からおっしゃったような目算でカウントし

て、それに集計したという形で日ごとの来場者

数を推計したということでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。前々か

らチケット販売とかそういう予約みたいなのが

あればカウントしやすいなとは思っていたんで

すけれども、ああいう中で一体どうやってカウ

ントしているのかなと前々から不思議に思って

いたところがありまして、きょう初めてわかり

ました。ありがとうございます。 

  次に、あんな大きなイベントでありましたの

で、当然実行委員なるものを組織したと思うん

でありますが、行政だけなのか民間団体も巻き

込んでの委員会になったのかと、寒河江市のポ

ジションはどうなっていたのかお尋ねしたいと

思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今回の雪フェスティバル、初め

ての実施ということで、そういうこともありま

して官民挙げてぜひ成功に向けて取り組んでい

く体制をつくっていくということが必要であり

ましたので、去年の11月13日に雪まつり実行委

員会というものを立ち上げさせていただきまし

た。 

  構成としては、先ほど申しあげましたが県と

１市４町の自治体のほかに、県と１市４町の観

光協会、商工会、それから青年会議所、さらに

農協、それから雪を運んでいただくなどという

関係もあって県建設業協会西村山支部、それか

ら若い人たちということで東北文教大学、保健

医療大学、さらには公園の指定管理者の寒河江

ふるさと共同企業体などからメンバーになって
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いただきました。 

  実行委員会の会長は寒河江市長が務めさせて

いただいて、副会長には県の商工労働部長、村

山総合支庁長、それから４町の町長さんに当た

っていただいてきました。吉村知事は顧問とい

う形になっております。 

  寒河江市は地元での開催ということでありま

したので、さまざまなイベント実施に向けた企

画、運営、さらには会場設営に係る全体調整と

いうのが主な担当ということで進めさせていた

だいたところであります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。やっぱ

り大勢の団体といいますか、個人を巻き込んで

実行委員なるものを組織してやってくれたとい

うことのようでございまして、やはりあれだけ

のイベントになりますと人的数が物を言うと思

いますので、これからもボランティアといいま

すか、行政ばかりが汗をかくのではなく、市民

も大いに巻き込んで、これなんか１市４町なわ

けでございますので、西村山という広域の中で

ひとつボランティアをお願いしてやってもらえ

ればいいのかなということで思ったところでご

ざいます。 

  次に、屋台村も大いににぎわっておりました

けれども、何店舗が出店したのかと、市町村の

振り分けはどうだったのかお尋ねしたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 屋台村は「雪見横丁うまいもの

展」ということで、１つには１市４町から、西

村山ですね、推薦によりまして、寒河江市が５

店舗、河北町が２店舗、西川町が１店舗、朝日

町が１店舗、大江町から４店舗、計13店舗の御

出店をいただきました。西村山の特産品を生か

した出店内容となっておりました。 

  また、そのほか各地域のラーメン店４店舗、

それからこれは天童でやっている平成鍋合戦の

優勝鍋の店舗１店舗、それから一般的な露店10

店舗の出店をいただいて、全体で28店舗の食の

コーナーとして実施をして、大盛況だったとい

うふうに思います。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。合計で

28店舗ということであったんですけれども、私

も初日と２日目、会場に行って見させていただ

きましたけれども、イベント会場、あそこから

ガラスのあそこ、ハウスまでの間、すぐ売店が

建っていまして、メーンイベント会場、あの辺

がごちゃごちゃとして、そして滑って転ぶ人が

結構おりまして、あそこ、人手もかかるんでし

ょうけれども、ガラスハウスから虹の丘のほう

までずっと店舗を延ばしてくれたら、まだまだ

歩きやすいというか広々としたところで多くの

人が楽しめたのではないかなと思って見たわけ

ですけれども、その辺も次回に向けましてはも

う少し、あそこの会場がまだまだ広いわけであ

りますので、人の数もふえるかと思いますけれ

ども、その辺もあわせてよろしくお願いを申し

あげたいと思います。 

  次に、大変すばらしいイベントでありました

けれども、このイベントが１年で終わらず、継

続を望んでいる市民が圧倒的と思うが、市長の

見解をお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 何回も申しあげますが、初めて

の開催ということもあって、事前になかなか冬

らしくない天候が続いたということもあって、

大変心配したわけでありますが、そういうのが

逆に宣伝効果につながったところもありまして、

当日は大変いい天気にも恵まれて、朝少し雪が

降って銀世界になって、日中は天気がよかった

という非常に恵まれたわけであります。予想を

大変大幅に上回る入場者があったということで、

我々としては一定の成果があったということで、

手応えを感じているところであります。県のほ
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うもさきの知事の記者会見におきまして、この

最上川ふるさと総合公園を会場にして、来年度

も実施するということで表明されています。

我々市といたしましても、この所期の目的であ

ります冬期間の観光誘客の底上げ、さらに県内

雪まつりのオープニングイベントとして来年度

以降も１市４町として取り組んでいけるよう関

係者の皆さんと協議を進めていければというふ

うに考えているところであります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。１市ば

かりでなく、１市４町、西村山郡も考えて本当

に継続をよろしくお願い申しあげたいと思いま

す。 

  次に、２月25日付の山形新聞において反省点

と課題が辛口に紹介されていました。一部を紹

介します。「県と寒河江西村山１市４町、民間

団体などで実行委員会が設立されたのが11月、

事務レベルの打ち合わせは先行していたが、管

内の商工観光関係者は異口同音にこれだけの規

模のイベントなのに準備が遅過ぎたと指摘して

おります。多くの課題はこの点に起因すると言

えるでしょう。県外からの誘客を狙ったが、旅

行会社が冬季ツアー商品をつくる時期までに売

り込みが間に合わなかった。インバウンドの呼

び込みは、ここに来県が決まっていたスキーツ

アー客の中から希望者を募ることにとどまった。

実際の来場者は、台湾から80人、韓国から14人、

初日に台湾、香港、中国、韓国、タイの５地域

から各１社ずつメディアを招待し、タイからは

旅行会社、航空会社の関係者も招いた。彼らに、

フェスティバルがどれだけ魅力的に映ったか、

成果を確認できるのは来年以降だ。事業内容の

周知もおくれぎみだった。御当地グルメなどの

出店を打診された団体や会場周辺に立地する事

業所、さらには地元住民などからも、協力しよ

うにも詳細がわからないとの不満が聞かれた。

十分な準備期間があれば、末端までのきめ細か

い情報伝達、7,000万円を投じる費用対効果に

関する深い議論、イベント内容の吟味、適切な

駐車場の配置とシャトルバスの運行計画の検討

なども可能だったはずだ」のコメントが掲載さ

れておりましたが、市長はこの記事をごらんに

なられてどんな感想を持たれたかお尋ねいたし

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、御指摘の新聞記事などは当

然読ませていただきましたが、そのほかの各紙

の終了後の記事なども全部読ませていただいて

おりますけれども、総じて言えば大変取り扱い

については友好的な記事内容だったのではない

かというふうに思っております。 

  同じ新聞社の前々日でしたかね、社説では

「この雪フェスが先人ののろしを上げる意味は

大きい。そして、大きく育ってもらいたい」と

こういうふうな社説の結びにしていただいてお

ります。そういう意味で、まさに多くの県民、

市民の期待というのは想像以上のものがあると

いうふうに感じているところであります。 

  御指摘のとおり、事前の準備期間というんで

しょうかね、周知期間、準備期間というのが開

催まで大変短かったということは事実でありま

す。来年も引き続き実施をしていくということ

になりますので、そういった反省を十分踏まえ

ながら、周知期間をとって行っていく、ＰＲし

ていくということも必要でありますし、想定が

一応７万人というような入場者数でありました

が、実際は倍以上の来場者があったわけであり

ますので、駐車場あるいはいろんなイベントの

会場のレイアウトなどについても、なかなかそ

ういうことを想定しておらなかったということ

もあります。 

  また、雪も不足で、一部催し物の見直しをせ

ざるを得なかったなどというのがありますから、

そういうもろもろの反省材料などもやってみて

初めてわかるというところがありますから、ぜ
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ひ課題を整理しながら次回の雪フェスティバル

につなげていければというふうに思っていると

ころであります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。フェス

ティバルが終わってから、知事の懇談会に出席

したときにも知事もおっしゃっていましたけれ

ども、西村山管内の議員の方々からいろいろ辛

口のコメントもありましたけれども、やはり辛

口のコメントもいただかないと来年に結びつか

ないということでありましたので、それを糧に

してひとつ来年に向けて頑張っていただきたい

なと思っているところでございます。 

  次に、来年に向けての改善点や要望をさせて

いただきたいと思います。 

  私も29日のオープニングと30日の花火を見さ

せていただき、感じたことを述べさせていただ

きます。全体的に会場が狭いように感じました。

メーンステージの近くから出店が建っており、

ラーメン屋や焼き鳥等を求めて行列ができて、

歩行者に支障を来しておりました。会場をセン

ターハウスから虹の丘まで広げたら、あの混雑

は防げたのではと思うが、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 いろいろ反省点は、先ほども若

干申しあげましたが、多々あるわけでありまし

て、会場の雪不足によって若干イベントの開催

場所なども見直しをさせていただいた関係もあ

って、なかなか全体を使ったフェスティバルと

いう感が少し薄れたところがあるわけでありま

す。そういったところを来年に向けて、全体を

使った、そして人の流れをうまく誘導していく

というようなことで、ゾーニングなどについて

は大いに検討していきたいというふうに思いま

すし、また安全に、そして親子連れの方が大変

多いわけでありますから、そういう方々が楽し

んでいけるような会場設営に取り組んでいきた

いというふうに思います。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 どうもありがとうございます。

やはり場所は、あれだけふるさと総合公園も広

いわけでありますので、それはやっぱり場所を

広げれば広げるほど人、手間というのはかかる

と思うんですけれども、やはり１年に一遍の行

事になろうかと思いますし、せっかくあれだけ

の人が来られるわけでありますので、何とかそ

の辺、伸び伸びとみんなが参加型、遊べるよう

な、また見られるようなそんなイベントにして

いただきたいと思います。 

  次に、イルミネーションが会場近く、メーン

ステージのすぐそばにあったわけなんですが、

あれはあれで結構きれいだったなと思うんです

けれども、あのイルミネーション、虹の丘の斜

面というものがありますので、あそこに設置し

たらまだまだすばらしいと思ったんですが、市

長はどのように思いますか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 シャイニングリバーという長さ

50メートルの最上川をモチーフにしたイルミネ

ーションを実行委員会のほうで設置をしたわけ

であります。そのほかにも公園管理者によるセ

ンターハウスあるいは公園内の樹木のイルミネ

ーションもありましたし、またさらにはあの周

辺の民間施設のイルミネーションなども同時期

に取り組んでいただいて、大変来場者からは好

評であったというふうに思います。 

  太田議員からは虹の丘のほうに、シャイニン

グリバーのことをおっしゃっているんだと思い

ますが、斜面でありますので虹の丘のほうにし

たらどうかというような御提案でありましたが、

大変高瀬大橋などからも目につくことになるん

ではないかということでありますけれども、虹

の丘については雪がある程度、例年並みに降雪

があれば、あそこにスノーランドということで

いろんな子供たちが遊べるような、斜面を使っ

た雪遊びができるようなゾーニングということ
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で考えていたところでありますが、御案内のと

おり一部変更せざるを得ないというようなとこ

ろもありました。そういう意味で、これも来年

に向けての検討課題というふうに考えさせてい

ただければなというふうに思います。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ぜひ、今回のイルミネーション

もすばらしいなと思って眺めておったんですが、

どうも傾斜が近過ぎて映えなかったような気も

しましたので、せっかく虹の丘のような場所も

ありますし、あれは思う存分使ったほうがまだ

まだすばらしいイルミネーションができたので

はなかったのかなと思いましたので、よろしく

御検討をいただきたいと思います。 

  次に、会場の交通渋滞に関して伺いたいと思

います。 

  私も、30日、花火が終わった後、シャトルバ

スを利用しようと思っていたのですが、渋滞が

激しく、何分待ちかもわからない状況でしたの

で、歩いて帰りました。残った皆様は大分お待

ちになったのではと思われます。 

  私が言わなくても、実行委員の方々は感じた

と思いますが、一般の車が余りにも多いため、

シャトルバスが生かされなかった気がします。

私から言わせると、公園内には一般の車は入れ

ないで、極端な言い方をすれば入れるのはシャ

トルバスだけにすれば渋滞は解消できるのでは

と感じましたので、来年はその辺を十二分に検

討していただきたいと思いますが、市長の見解

をお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 いろいろ検討すべき項目は多い

わけでありますが、その中での一番大きい課題

というのは駐車場、あるいは駐車場から会場ま

での誘導ということを円滑にしていくというこ

とが大きい課題の一つというふうに思います。 

  一部には、お祭りなので少しぐらい渋滞がな

いとにぎわいが見えないというような御意見も

あるわけでありますが、２月の19、20、21日に

新潟県の十日町の雪まつりというのが、これ第

67回ですからね、さっぽろ雪まつりより長いよ

うな。市のほうからも視察なども行ってみまし

たが、大分そこの雪まつりについては駐車場、

それから会場までの輸送というのが非常に円滑

に、スムーズにいっているなどというところで、

相当周りに駐車場を設定して、そこからシャト

ルで会場まで、なかなか真ん中に一般車が入る

ことは余りないとこういうようなやり方をして

いるようでありましたが、そういうおっしゃる

ような取り組みなどもしていくということも検

討していかなきゃならんかなというふうに思い

ます。 

  まずそういうことでは、周辺の駐車場をさら

に確保して、そこからシャトルを増強していく

という取り組みをしていければというふうに考

えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 そうですね。私もあそこで待っ

ていまして、やはりシャトルバスはあるんでし

ょうけれども、一般車両がもう身動きできない

状態で、もう時間どおりにシャトルバスが来れ

なくて恐らく30分、１時間待った人もざらでは

なかったのかなと思いましたけれども、何とか

その辺は来年、もう少し円滑になるように考え

ていただきたいと思います。 

  それで、今の質問の関連でお尋ねしたいんで

すけれども、西村山４町からのシャトルバスは

運行されたのでしょうか。ちょっとお尋ねいた

します。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今回は運行はいたしませんでし

たが、次回、来年に向けては検討していきたい

というふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 イベントが終わりましても、西

村山の議員の方々からいろいろやはり、何でも
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う少し４町からもバスを配置してもらえなかっ

たのかなというような声もありましたので、ぜ

ひ御検討をしていただきたいと思います。 

  ２月の27日に西川町の志津温泉での雪まつり

「雪旅籠の灯り」を初めて見させていただきま

した。今回の一般質問を考えたときに、隣町の

冬のイベントも見ておかないとと思い、友達を

誘っておったのですが、なかなかまとまらず、

１人で出かけるのも大変だなと諦めかけておっ

たのですが、後日新聞の折り込みに寒河江駅前

からシャトルバスが運行との知らせが書いてあ

りましたので、早速申し込んで参加させていた

だきました。 

  １時間20分ほどの行程でしたが渋滞もほとん

どなく、十分に雪まつりを鑑賞することができ

ました。志津温泉も駐車場が少なく、一般の車

両は会場から五、六分くらい手前でとめて、そ

こからはシャトルバスでの搬送のようでありま

した。こちらのは、ぜひ参考にしていただきた

いと思います。 

  最後の質問をさせていただきます。 

  雪フェスタのイベントの中に、観客を巻き込

んだイベントがあったわけですが、雪不足のた

めにスノーモービルによるイベントが中止で、

チューブスライダーを使ったイベントが規模を

縮小して行われたとお聞きしましたが、私はそ

の企画に対してけちをつけるつもりは毛頭あり

ませんが、過日テレビを見ていましたら、秋田

県からの放送でした。やはり雪まつりのイベン

トの場面でした。寒河江市で言えば虹の丘のよ

うなところにコースをつくって、肥料袋にひも

をつけたそりを使い、タイムレースとジャンプ

の２種目でしたが、子供から大人まで大いにに

ぎわっていたのが目に焼きついています。 

  秋田県の３市町で行っているとのことであり

ました。これなんかはお金もかからず、大勢の

方が参加できるのではと思ったところです。来

年に向けて優秀な方が企画の段階で創意と工夫

を凝らすと思われますが、上記のような提案も

含めていかがなものかお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 何度も申しあげますが、雪が足

りなかったということで、スノーモービルなど

も予定しておりましたが、中止せざるを得ない

ということでありましたが、チューブ滑りとか

竹スキーとか米袋そりなどの雪遊びは実施をい

たしました。その中でも人気があるのは、やっ

ぱりチューブ滑りだったようであります。 

  また、こちらで準備しなくとも自分のそりを

持ってきて楽しんでいるお子さんなどもいて、

会場のあちこちで雪と戯れているということで、

大変お子さん方の元気な姿が見られたというふ

うに思います。 

  雪フェスティバルに限らず、例年でもふるさ

と総合公園の斜面を利用してそり滑りなどを楽

しむ方も結構いらっしゃるわけでありますので、

議員御指摘のとおりそういう余り経費をかけな

いでも雪遊びができるということだろうという

ふうに思いますから、来年の雪フェスティバル

にも大いに検討していきたいというふうに思い

ます。 

  ただ、雪像などはほかから雪を持ってきて雪

像をつくれるんですけれども、斜面の雪という

のはやっぱり積もった雪がないとなかなか雪の

滑り台をつくれないというようなところがあり

ますので、今回はちょっとそういう意味では残

念なところもあったというふうに御理解をいた

だきたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございました。 

  最後に、もう１点、提案といいますか要望を

したいと思います。 

  以前、ゆめタネで質問をさせていただきまし

たが、入場料をいただいてはと思うんです。来

年度から開催がどんな形で行われるのかわかり

ませんが、お金はかかります。全て税金で賄う
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というのもいかがなものかと思いますし、500

円程度の協力をお願いしても、当節当たり前の

ような気もするものですが、ちなみに志津温泉

の祭りは交通手形と称して500円の入場料でご

ざいました。 

  ぜひ来年に向けて御検討くださるようお願い

申しあげまして、雪フェスティバルについての

質問は終わります。 

  続きまして、通告番号２番、市内循環バス実

証運行について質問させていただきます。 

  市民から要望の多かった市民循環バスが、実

証運行とはいえ１月27日からスタートいたしま

した。ルートに関して問題がないわけではあり

ませんが、デマンドタクシーに引き続き循環バ

ス実証運行に踏み切っていただいたことには、

大いに感謝を申しあげるところでございます。 

  さて、何点かについて質問をさせていただき

ますが、スタートして１カ月ちょいであります

ので答弁も大変かなと思いましたが、お答えで

きる範囲で結構でありますので、よろしくお願

いいたします。 

  初めに、南部ルートと北部ルートがあります

が、どういった理由からこのルートになったの

かお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今回、実施をした市内循環バス

の実証運行でありますが、実は昨年度策定をい

たしました寒河江市生活交通ネットワーク計画

というのを策定いたしましたが、その中で路線

バス停留所、今走っている路線バスですね。そ

の停留所から300メーター以上離れている地域

を公共交通空白地域に準ずる区域として新たな

公共交通の導入を図ることということにしたと

ころであります。 

  今回、循環バスの実証運行を行っている本楯

地区、南部地区、西根地区などが今申しあげた

公共交通空白地帯に準ずる地域に該当するとい

うことになっております。 

  実際に運行を考えたときに、市立病院を初め

とした医療機関でありますとか商業施設を回る

ルートを案としてつくっているわけであります

けれども、その案をもとにバス会社、あるいは

タクシー会社などの交通事業者の皆さん、ある

いは国県などの関係機関及び利用者の代表から

成る寒河江市地域公共交通会議というもので御

検討いただいて、ルートの策定をしたところで

あります。 

  その中で、１ルートで全てをカバーするとい

う案も検討されたわけでありますが、そうした

場合に１周するのに大変時間がかかるというこ

とになって、利用する方の負担も大きいのでは

ないかという御意見があったわけであります。

そういった御意見も踏まえて、利用者の利便性

あるいは効率性なども勘案して、今回の２つの

ルートで運行するということにしたところでご

ざいます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 わかりました。 

  次に、地域の停留所については運行ルート内

の町会等と調整し決定したとの説明でありまし

たけれども、どんな調整を行ったのか詳細をお

聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この件に関しては、昨年10月の

議員懇談会で実証運行について説明をさせてい

ただいた後に、運行ルートに関係する町会長さ

んに対してルート案をお示ししながら調整をし

たところであります。 

  停留所については、まず基本は安全性という

ことがあります。そして、利用者の利便性とい

うことがありますから、そういった観点から地

区公民館分館などの公共的な施設を最優先に指

定させていただきたいという考えのもとに、町

会長さんあるいは分館長さんから地域の実情な

どもお伺いをして、我々が予定している場所以

外に適当な場所がある場合は御紹介をいただい
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たりして、地域の方々が利用しやすいようなバ

ス停となるように調整をさせていただきました。 

  最終的には各町会、地域や商業施設、医療機

関などとも協議をさせていただいて、さらに警

察などから安全面の指導をいただいて、そして

先ほど申しあげました地域公共交通会議で承認

をいただいて、全体のバス停を決定させていた

だいたという経過でございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 私も体験もしないで質問するの

も失礼かと思いまして、南部ルートに寒河江駅

から寒河江駅まで１周させていただきました。 

  10人乗りのワゴン車でありました。朝９時30

分発のバスに乗せていただきましたが、時間的

には小１時間といったところでした。運転士さ

んに、１回の運行で何人ぐらい利用されるのか

をお聞きしたところ、平均で六、七人の利用者

とのことでありました。バスの中で乗客のお話

を聞いておりますと、ひとり暮らしの方と70歳

以上の方が多く、90歳以上の方も２名ほどおり

ましたが、高齢にもかかわらず足腰のしっかり

した方でした。利用者の皆様は、口々に循環バ

スを運行してもらい本当に助かったとのお話を

していらっしゃいました。 

  実証運行も始まって約１カ月でありますけれ

ども、利用者のトータル数と運行１回につき平

均何人かを教えていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 １月27日から運行したわけであ

りますが、２月の26日まで１カ月間の利用状況

を申しあげますと、平日の通常運行で合計380

名、やまがた雪フェスティバル、土日、ここは

特別運行をさせていただきましたが、ここで59

名ということで、合計439名の方から御利用い

ただいております 

  この一月間の１日当たりの平均利用者は約18

名ということになります。１便当たりですと平

均2.3人という数字であります。まだまだ少な

いのかなというふうに思います。 

  細かく言いますと、ルート別に見ますと南部

ルートが187人、それから北部ルートが193人と

ほぼ同じ程度になっているということでありま

す。 

  先ほど年齢のお話もありましたが、70歳以上

の方の利用が276名ということで全体の72.6％

となっております。また、時間帯別では１便が

155名で40.8％、一番多い。次が第３便で、118

名で31％になっております。一番利用が少ない

のが４便で、41名、10.8％というふうになって

おります。 

  まだまだ我々としては多くの方に利用いただ

きたいというふうに思っておりますので、十分

周知に徹底を図っていきたいというふうに考え

ております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 どうもありがとうございます。

まだまだ利用者は少ないようでありますけれど

も、市内循環バスの目的は交通弱者を救済とい

う意味も兼ねているんでしょうから、これから

もまだまだＰＲ、啓蒙していけば利用する方も

ふえてくると思いますので、人数にかかわらず

ひとつ長い目で見ていただきたいと思います。 

  ついででありますので、西村山４町と近隣の

天童市の循環バス運行について調査しましたの

で報告します。 

  朝日町は実施していないようです。 

  大江町は、現在循環バスとしてスクールバス

を利用しており、利用料金は１回100円で、小

学生児童及び身体障害者手帳、療育手帳を持っ

ている方が50円になっている。往路復路６便に

なっているようであります。また、一部フリー

乗降になっている。 

  次に、西川町でありますが、６路線で運行さ

れており、全路線１日３往復で料金はおおむね

200円均一だそうです。地区によって若干の違

いがある。中学生以下は無料になっております。 
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  次に、河北町ですが、５路線が運行されてお

り、利用料金は全路線共通で200円、高校生以

下は100円、身体障がい者、知的障がい者、精

神障がい者は各種手帳、満75歳以上の方は住民

基本台帳カード、後期高齢者医療被保険者等の

年齢のわかるものを運転手に提示すると半額で

乗車できると。特徴的なのは、路線の中に東根

線が入っており、寒河江線がないと。これは路

線バスの関係と思われますけれども、利用者は

大変かなと思ったところであります。河北さん

もフリー乗降制度になっておりまして、ただし

国道は停留所だけとなっており、事前に電話な

どは要しないで、運転手にわかるように手を上

げるなど合図をしてとなっておりました。 

  最後に天童市ですが、こちらは市営のバスで

天童寒河江線という名称になっており、天童市

発が７本、寒河江市発が６本になっておる。大

人200円、小中高生が100円、小学校入学前の方

は無料。70歳以上の高齢者及び身体障がい者、

知的障がい者、精神障がいの手帳を持っている

人は半額となっておりました。以上が西村山及

び近隣の市の状況のようであります。 

  今、紹介したフリー乗降制度にしているとこ

ろが多いようでありますが、そこで質問です。

本市もフリー乗降制度を要望したいのですが、

市長の見解をお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど申しあげましたが、昨年

生活交通ネットワーク計画というものをつくっ

たというふうに申しあげましたが、その策定の

際にパブリックコメントを実施いたしましたが、

その御意見の中にフリー乗降制度を導入すべき

だという御意見もあったわけであります。そう

いったことを踏まえて我々もいろいろ検討して

まいりました。実際、運行事業者などの皆さん

からお聞きをしますと、このフリー乗車制度に

ついては追突事故の危険性が高い、あるいは交

通量や道路の幅員、形状など安全性を考慮する

と町なかにおいて実施するのはなかなか厳しい

のではないかという御意見でございました。 

  また、警察の許可も必要になるというような

こともあったということでありますので、今回

の実証運行については、まずはお年寄りの皆さ

んが、大変利用者が多いということであります

から、その安全性というものを最優先にして公

共施設等を中心に停留所の設置をして、乗降所

としたところであります。 

  本格運行ということにしていく際に、いろい

ろ検討をしていきたいというふうにも思います。

現在は安全な場所にはベンチなども新年度、４

月になってから設置をして、利便性の向上に努

めていきたいというふうに考えておりますが、

フリー乗降制度の導入についてはいろいろ研究

していきたいというふうに思っております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 これから１年程度実証運行がな

され、検証していくものと思いますが、停留所

まで行くことが大変な方もおるわけであります

ので、弱者救済の意味からもぜひフリー乗降制

度にしていただくよう要望させていただきます。 

  循環バス実証運行が始まる前から要望等があ

りましたので、何とかよい方向へ検討いただけ

ればと質問したところでありますので、御理解

を賜りたいと思います。 

  始まったばかりでありますので答弁は大変だ

ったろうと思いますが、要望がよい方向へ行く

よう御期待申しあげ、私の質問を終わらせてい

ただきます。ありがとうございました。 

 

伊藤正彦議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号３番から５番までにつ

いて、５番伊藤正彦議員。 

○伊藤正彦議員 おはようございます。 

  １月末の雪フェスティバルは、雪が少ないと

いう極めて厳しい状況の中で、一部計画を変更
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はしたものの、結果的に16万1,000人の来場者

があったということで大きな成果を得られ、県

知事も来年以降の継続方針を示されました。こ

れもひとえに市長、さくらんぼ観光課長初め関

係各位の御尽力のたまものと心より敬意を表し

たいと思います。大変お疲れさまでした。 

  駐車場の問題等、来年以降に向けての課題も

浮き彫りになったものと思いますので、しっか

りと分析をして対策を検討していただき、さら

によいフェスティバルになるようにしていただ

きたいと思います。 

  さて、私からは防災関係と慈恩寺関係につい

て質問させていただきます。 

  まず、防災関係についてですが、警報システ

ムの現状についてと、消防団の現状と今後の消

防団の体制充実の２つについてお伺いいたしま

す。 

  まず、警報システムについて伺います。 

  ２月７日日曜日、北朝鮮は衛星と称する長距

離弾道ミサイルの発射を世界各国の自制要求を

無視して断行いたしました。１月６日には2006

年、2009年、2013年に引き続く４回目の核実験、

水爆実験を実施しており、そのわずか１カ月後

に長距離弾道ミサイルの発射実験をしたわけで

す。 

  弾道ミサイルの発射実験も1993年の日本を射

程におさめるノドンを皮切りに、1998年、2006

年、2009年、2012年と最近ではおおむね３年間

隔で実施をしております。2012年と今回は南方

に向けて発射いたしましたけれども、1998年に

は東方に向けて発射されたもので、三陸沖に一

部の部品が落下いたしました。はっきり申しあ

げれば、何をしでかすかわからない国がすぐ近

くにいるということです。 

  これらの状況を見ますと、ここ寒河江市とし

ても万全の防災体制を構築する必要があると思

います。そして、市民に状況を知らせる避難勧

告等をするための全国瞬時警報システム、いわ

ゆるＪアラートが2007年以降、整備され始め、

現在はほとんどの自治体で整備されております。

あわせて、緊急情報ネットワークシステム、い

わゆるＥｍ－Ｎｅｔも整備されております。こ

れらは、弾道ミサイル情報のほか津波情報、緊

急地震速報等、対処に時間的余裕のない事態に

対する情報を国から住民まで瞬時に伝達するシ

ステムであり、防災行政無線等と自動的につな

がるようになっている非常に重要なものです。 

  そこでお伺いいたします。Ｊアラート、Ｅｍ

－Ｎｅｔ端末は、寒河江市ではいつからどこに

設置されているのかお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 伊藤議員からは、まず警報シス

テムについてお尋ねでございます。 

  最初に、Ｊアラート、全国瞬時警報システム

でございますけれども、総務省消防庁が開発を

したものでございます。国が人工衛星を利用し

て弾道ミサイル情報、それから緊急地震速報等

の緊急情報を送信して、市町村の防災行政無線

等を自動起動させ、緊急情報を市民の皆さんに

瞬時に伝達するシステムということであります。

国が情報を発信してから一、二秒で情報提供が

できるようになっているわけであります。 

  いつからどこに設置をされているかという御

質問でありますが、Ｊアラートの受信機は平成

23年３月に整備をされ、平成25年、26年に自動

起動装置と防災行政無線を整備して、平成26年

12月から防災行政無線運用開始にあわせて自動

起動させ、瞬時に緊急情報を市民の皆さんに伝

達できるシステムが稼働したということであり

ます。平成26年12月からということになりまし

ょうか。 

  その設置場所でありますけれども、市の総務

課危機管理室に設置されております。４台のパ

ソコンで確認することができるというふうにな

っております。 

  それから、Ｅｍ－Ｎｅｔ、お尋ねの緊急情報
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ネットワークシステムでありますが、これは国

民保護法に基づいて内閣官房が総合行政ネット

ワーク、ＬＧＷＡＮを利用して地方公共団体に

緊急情報を提供するためのものでございます。

こちらは、国が情報を送信してから１分以内で

情報を受信できるようになっております。この

Ｅｍ－Ｎｅｔにつきましては、平成20年６月の

18日より運行開始をしております。設置場所に

つきましては、同じく市の総務課危機管理室長

及び室長補佐のパソコンに送信され、メッセー

ジを受信するとアラーム音が鳴って注意喚起を

促すという仕組みになっているところでありま

す。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 次に、これまでの稼働実績、い

つどのような情報を受けたか、防災無線と自動

連結された例はあるのかについてお伺いいたし

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 まず、Ｊアラートでございます

けれども、提供される情報については、先ほど

も申しましたが、気象情報あるいは地震情報な

ども含まれておりますので、毎日情報が入って

くるということになっております。そういった

ところでありますが、昨年の５月13日の早朝に

緊急地震速報が自動起動によって防災行政無線

で一斉に放送されたわけであります。これまで

自動起動され、緊急情報が一斉放送されたとい

うのは、この１件だけになっております。 

  また、御質問にもありました先月の２月７日

の北朝鮮からミサイルが発射されたときも、受

信はしておるわけですけれども、沖縄方面であ

ったということのため自動起動の対象外であり

ましたので、一斉放送はされなかったというこ

とでございます。 

  次に、Ｅｍ－Ｎｅｔでありますが、これも２

月７日のミサイルが発射されたときにミサイル

発射情報を受信したところでございます。この

Ｅｍ－Ｎｅｔについては、２カ月間に一度程度

受信訓練が行われているところであります。な

お、Ｅｍ－Ｎｅｔについては防災行政無線と連

動はしていないということでございます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 昨年の５月13日、緊急地震速報

で行政防災無線と自動連動されたということで

すけれども、まだなかなかそういった事例が少

ないということで、市民の皆様も認識が薄いの

かなというちょっと私、個人的には気がしてお

りますけれども、非常に大切な警報システムだ

と思いますので、今後とも有効に活用といいま

すか、していただければと思います。 

  本番でちゃんと使えるためには訓練というも

のが必要かと思うんですけれども、こういった

システムを訓練で活用されているというふうな

ことはあるんでしょうか。お伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 防災についての訓練ということ

になると、毎年市の防災訓練というのをやって

いるわけでありますが、Ｊアラート、Ｅｍ－Ｎ

ｅｔについては緊急事態が発生した場合に国か

らの情報を受信するというシステムであるとい

うこともあって、市の防災訓練では活用はでき

ないというふうにしています。 

  ただ、Ｊアラートについては年に２回、国か

らの指示によって訓練の実施をしているところ

であります。内容といたしましては、模擬のミ

サイル発射情報、それから緊急地震速報などを

受信し、自動起動により市の職員幹部あるいは

管理職の携帯電話での緊急メール発信、庁内放

送などの訓練を行っているところであります。 

  また、Ｅｍ－Ｎｅｔにつきましては、先ほど

も申しあげましたが、２カ月に一度、受信訓練

が実施されております。受信確認後、速やかに

これは県のほうに報告するというようなことで

対応しているところでございます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 
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○伊藤正彦議員 そういったこともしっかりやっ

ていただいて、いざというときにちゃんと使え

るようにお願いしたいと思います。 

  次に、このシステム、当初は結構ふぐあいが

あったとかというような報道がされておりまし

た。今回、２月のミサイル発射のときには、ふ

ぐあいはなかったという報道がされております。

寒河江市としては、これまでふぐあいというも

のが発生したことがあったのかないのか。あと、

点検整備はどうされているのかお伺いいたしま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これまで寒河江市のＪアラート、

Ｅｍ－Ｎｅｔについては、ふぐあいの発生とい

うのは生じていないわけであります。 

  それから、点検整備については、Ｊアラート

受信機でありますけれども、これは国において

保守点検を行っているところであります。自動

起動装置と防災行政無線につきましては、実際

運用してから１年が経過することから、平成28

年度より保守点検を行っていくということにな

ろうかというふうに思います。 

  Ｅｍ－Ｎｅｔにつきましては、通常のメール

受信と同様でありますので、特に点検整備とい

うことについては格別の点検整備は行っており

ません。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 山形県、そして寒河江市は災害

の非常に少ない、住みやすいところです。しか

し、非常時に備えて万全の体制を構築しておく

ということは大変重要なことだと思います。い

ざというときに使えなかったということのない

よう、ぜひ日ごろから点検整備をして、またシ

ステムを活用した訓練も検討をお願いしたいと

思います。 

  次に、消防団の現状と今後についてお伺いい

たします。 

  消防団は、地域における消防、防災のリーダ

ーとして平常時、非常時を問わず、その地域に

密着し、住民の安心と安全を守るという重要な

役割を担っています。地域の方々にとって、い

ろいろな面で一番頼りになる存在ではないでし

ょうか。しかし、消防団員は全国で約86万人と、

60年連続で減少しておりまして、平均年齢も

39.9歳、少子高齢化による担い手不足が深刻に

なっております。 

  寒河江市も例外ではなく、27年４月１日現在、

条例定数831名に対し、実員数は824名となって

おります。現在は829名という話も伺っており

ます。この数字から見ますと、寒河江市におい

ては団員不足で苦慮しているとはとれませんけ

れども、実態はどうなのでしょうか。少なくと

も高齢化は否定できないのではないかと推測し

ます。聞くところによりますと、団員不足のた

め部長をおりてからも勇退できずに、団員とし

て残られる方もいるという話も伺います。 

  そこでお伺いをいたします。ここ５年の団員

の加入、脱退状況、脱退者の脱退理由、平均年

齢の変化についてわかる範囲でお願いをいたし

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市といたしましては、地域防災

力の中核を担うのは消防団だというふうに認識

をしておりまして、地域の安全・安心を確保す

るために果たす役割は極めて大きいというふう

に認識をしているところであります。 

  お尋ねのまずここ５年間における消防団の新

入団員数でございますが、平成23年度48名、平

成24年度53名、平成25年度45名、平成26年度47

名、そして今年度、27年度は43名で、この５年

間で236名の方が入団をされているということ

であります。 

  また、退団者につきましては、平成23年度55

名、平成24年度40名、平成25年度41名、平成26

年度44名でございます。今年度につきましては、

まだ最終的には確認中ということで御理解をい
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ただきたいと思います。 

  それから、退団の理由ということであります

が、これはお答えになるか、自己都合がほとん

どというふうになっております。 

  また、平均年齢でありますが、これは最初と

最後を申しあげますが、平成23年度が32.1歳、

平成27年度が33.6歳ということで、この５年間

で1.5歳高くなっているという状況にあります。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 今、伺った数字から見ますと、

寒河江市というのは割と消防団の編成といいま

すか、人の入れかえなんかもうまくいっている

のかなというふうに感じますけれども、平均年

齢的にも全国の39.9歳に比べれば今年度で33.6

歳ということで若いということで、寒河江市と

しては消防団というのは非常にうまく回ってい

るのかなというふうに思います。 

  ただ、高齢化というのはどうしても避けられ

ない流れだと思いますので、それも考慮しなが

らお願いしたいと思います。 

  次に、消防団加入について、先ほど数字的に

はそんなに困っていない印象を受けたと申しま

したけれども、消防団加入について当局として

実施している施策等があればお伺いしたいと思

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問にありましたが、全国的

には大変定数維持が困難になっていると。全国

的には。本市の場合では、定数が831に対して

実際、２月現在で829名ということで、充足率

は99.8％というふうに数の上では大変定数に近

い状態になっているわけでありますが、ただ数

の上ではそうなんですけれども、実際団員の方

は日中、サラリーマンの方が大変多くなってい

るということと、また市外でそういう勤務につ

いていらっしゃる、仕事をしていらっしゃる方

も大変多いということで、いざというときに駆

けつける実質的な活動、消防力になるというん

ですかね、活動できるような団員がやっぱり昔

よりは少なくなっているということが消防団と

して非常に大きい課題の一つになっているよう

であります。 

  これは、後ほど御質問もあろうかというふう

に思いますけれども、実際ある程度定足数に近

い状態でありますので、そういう危機感は少し

薄いのかなというふうにも思いますが、そうい

う状況でありますから、少し加入についての取

り組みなども行っているところでありまして、

１つには寒河江市の消防団協力事業所表示制度

というのがございます。 

  この制度は、消防団に積極的に協力していた

だいている事業所について、それを消防団協力

事業所として認定していく制度であります。現

在、まだ10社から認定事業所になっていただい

ております。表示証を交付して、その表示証は

社屋に掲載をしたり、また自社のホームページ

などに広く公表してイメージアップにつなげて

いただくというようなところであります。 

  先ほど申しましたが、10社ということで、も

う少しやっぱり普及をしていく必要があるとい

うふうに考えております。 

  それから、消防団員の活動をなるべく円滑に

安全にしていくということは必要なことであり

まして、装備品の充実などにも取り組ませてい

ただいております。平成21年度には活動服を新

たにして、それから26年度には雨衣、雨がっぱ

を全員に貸与しているところであります。また、

新年度、28年度には救助用の安全靴を全員に貸

与する予定というふうになっております。 

  できるだけ安全に気持ちよく活動できるよう

な装備の充実などにも、今後とも計画的に進め

ていきたいなというふうに考えているところで

あります。 

○國井輝明議長 お待ちください。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は10時55分といたします。 
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 休 憩 午前１０時４４分  

 再 開 午前１０時５５分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 では、引き続き質問させていた

だきます。 

  消防団員の減少が危惧される中、全国では女

性消防団員は27年４月１日現在、約２万3,000

人、全体の2.6％を占めるまでに増加していま

す。今は、警察でも消防でも自衛隊でも女性が

いろいろな分野で活躍しています。消防団も例

外ではありません。女性消防団員には住宅用火

災報知機の普及促進、ひとり暮らしの高齢者宅

の防火訪問、住民に対する防災教育、応急手当

ての普及指導などに特に活躍が期待されており

ますけれども、そのほか消火活動や後方支援、

総合訓練にも参加しているというお話もありま

す。 

  福井県大野市、ここは人口３万5,000人の市

ですけれども、女性消防団員100人態勢で活動

を開始したということです。また、女性分団を

新設したところもあります。では、寒河江市は

どうでしょうか。 

  寒河江市の女性消防団員は26年４月１日現在

で13名となっております。音楽隊に所属されて

いるとお聞きしておりますけれども、昨年の高

松小学校で実施されました市防災訓練の際には、

心肺蘇生法等の講習をされていたのも私自身、

拝見いたしました。 

  そこでお伺いいたします。寒河江市の女性団

員の現状、活動分野はどのようになっておりま

すか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 伊藤議員御指摘のとおり、現在

寒河江市の女性消防団の団員数は13名というこ

とであります。全員が音楽隊に所属をして、こ

としの出初め式なんかも参加をしていただきま

したが、春の消防演習、出初め式などに音楽隊

として活動していただいております。また、さ

まざまな広報活動に加わっていただいておりま

すし、また防災訓練などのときには応急処置訓

練の指導員として活動していただいているとい

う状況であります。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 寒河江市として今後、女性団員

をふやすというお考えはありますか。あるとす

れば、どのような分野での活躍を期待している

か。ふやすための施策はどのように考えている

のかお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど御質問の中にもありまし

たが、県内でも他の自治体で女性消防団員が活

躍をしているという例なども拝見をしますと、

防火指導、広報活動、救急講習などというのが

主な任務となっているようであります。 

  寒河江市の消防団員も音楽隊に属しながらも、

同じような活動を展開していただいております。

また、議員御指摘のように住宅用火災報知機の

普及促進でありますとか、ひとり暮らしの高齢

者への訪問などによって防火広報活動などには、

大変女性団員のほうが効果があるのではないか

と言われております。そういう意味で、女性団

員の増加については大変我々もこれから期待し

ていきたいというふうに思っているところであ

ります。 

  消防団の意向なども十分お聞きしながら、そ

の点は今後協議してまいりたいというふうに考

えております。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 この少子高齢化の世の中、女性

を積極的に活用しないと成り立たないというの

は、もう誰が考えても同じことだと思います。

ぜひ女性消防団員の活躍について前向きに検討

を進めていただければと思います。 

  一方、学生消防団員の加入に力を入れている
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自治体もあります。市条例でも消防団加入の要

件としては、当該消防団の区域内に居住する者、

年齢18歳以上の者、志操堅固でかつ身体堅固な

者とありまして、学生団員の任用も全く問題は

ないはずです。 

  秋田県大館市、これは人口約３万人ですけれ

ども、ここでは１年以上継続して消防団活動を

行った者へ、市学生消防団活動認証証明書とい

うものを交付しています。これは、相互にメリ

ットがありまして、市としては大学生等の消防

団への加入促進が図られ消防団の活性化につな

がる、大学生等は地域社会貢献が公的に認証さ

れることで就職活動が優位となるというメリッ

トです。 

  私自身は、非常に有効な施策だと思います。

現在、市には学生団員はいないかと思います。

寒河江市には大学もありませんので対象者が少

ないこともあるかと思いますけれども、市内に

在住して山形市等の大学に通学している学生の

方も少なからずいるはずです。こういった状況

で、学生団員の任用についてはどのようにお考

えでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 学生団員という概念については、

一般的に大学がある自治体などを念頭に置いて、

居住要件がなくても消防団員になれるというよ

うな取り組みかというふうに認識をしておりま

すが、先ほど御質問にもありましたけれども、

寒河江市の条例では18歳以上の方であれば団員

に入団できるということになっております。ま

た、今後の団員数の減少などを考えれば、地域

貢献の活動に意欲的な学生の方にはぜひ入団を

していただきたいというふうにも思っていると

ころであります。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ぜひ、やっぱり学生は若いとい

うこともありますので、前向きに御検討いただ

ければと思います。 

  次に、機能別消防団についてお伺いします。 

  先日の新聞で、鶴岡市は４月から特定の任務

だけに従事する機能別団員を導入するというこ

とで検討を始めるということが載っておりまし

た。これは、消防団を引退したＯＢ団員から災

害時の活動に範囲を限定して取り組んでもらい、

現役団員の補完勢力として活躍してもらう。具

体的には、火災や風水害などが発生した際、通

常の消防団員、これは基本団員ということにな

りますけれども、と同様に活動しますけれども、

毎月数回行われる通常訓練や各種演習、啓発活

動などを免除して負担軽減を図る。ただし、年

２回の座学講座と実地訓練を義務化し、最新の

防災資機材などになれてもらうというもので、

報酬は年額6,000円だそうです。班長以上の幹

部を経験した50代から60代を中心に、約100名

任命する方向ということでした。 

  また、秋田県大館市では、大規模災害が発生

した場合に避難所運営や応急手当て等の後方支

援活動を行うため、定員30名で看護福祉大学生

による機能別消防団を結成しております。自衛

隊で言うところの予備自衛官、即応予備自衛官

というところに相当するものです。 

  そこでお伺いします。機能別消防団の導入に

ついて、先日施政方針でも述べておられました

けれども、どのようにお考えなのか今後の検討

予定等をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 特定の活動、役割に参加をして

いただく、そして通常の消防団活動を補完して

いただくということで、機能別消防団制度とい

うのが平成17年に創設をされたということであ

りますが、その機能別団員としては例えばＯＢ

団員である、あるいは予防広報団員、そのほか

昼夜を限定した活動でありますとか、特定の災

害種別のみ活動する団員などいろんな機能別が

あるということになっているところであります。 

  寒河江市の消防団員は、先ほど来お話があり
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ますとおり、ほぼ定数を満たしている状況にあ

りますが、先ほど申しあげましたが会社勤めの

団員がふえているという状況もあります。また、

やはり大規模な災害なんかが起きますと、多く

のマンパワーが必要でありますから、防災にか

かわる人材というものをやっぱり地域の中で確

保していく、日ごろから確保しておくというの

は大変重要なことだというふうに思います。 

  そういう意味で、ＯＢの協力などの機能別消

防団制度ということについては、積極的に取り

組んで進めていかなければならないというふう

に市として認識をしているところでございます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ＯＢの方というのは、長年消防

団活動をされてきて、それらのノウハウ、体力

的には落ちているかもしれませんけれども、そ

れらのノウハウを持っておられる方ですので、

この辺のところはやっぱり積極的に活用して損

はないのかなと、市のためになるのかなと思い

ますので、ぜひ前向きに御検討していただきた

いと思います。 

  消防団は非常に大事な組織です。これまで私

が質問した事項について、ほかで実施している

いいこと、これは二番煎じであれ三番煎じであ

れ、やっぱり取り入れていくべきだというふう

に考えますので、ぜひ積極的に御検討いただき

たいと思います。 

  最後に、市長が言っておられました本市の宝、

慈恩寺の今後の計画についてお伺いします。 

  第６次振興計画の重点目標３として、「さく

らんぼや慈恩寺などの本市の資源を磨き上げ、

その魅力を世界に発信し、多くの人が集まる

「宝を磨き笑顔いっぱいのまち」をめざしま

す」と述べられております。 

  そこでお伺いいたします。平成28年度中に保

存活用計画を策定するというふうになっており

ますけれども、保存活用計画の現在の進捗状況

と今後の予定はどうなっているのかお伺いいた

します。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 史跡慈恩寺旧境内の保存活用

計画のことについてでありますので、お答えを

申しあげたいと思います。 

  これは、史跡慈恩寺旧境内を適切に保存して

いくこと、そして後世に伝えていくということ、

さらに有効にこれらを利活用を図っていくとい

う、こういう目的でこの計画を策定するわけで

ありますけれども、平成27年度、今年度と平成

28年度、来年度の２カ年間で策定をする予定で

あります。 

  平成27年６月に学識経験者や本山慈恩寺の史

跡関係者等８名の委員と文化庁の調査官、県の

担当者、こういった方々で構成する史跡慈恩寺

旧境内保存活用策定委員会というものを策定し

たところでありまして、これまで５回の委員会

を開催してきております。この委員会におきま

しては、史跡慈恩寺旧境内の保存と活用につい

て、そのことの現状と課題の考察とか、あるい

は史跡内を５つのゾーンに区分した保存管理の

方針、こういったことについて協議をしてまい

りました。また、山業地区の現場調査等を行っ

てきたところでもあります。 

  来年度、平成28年度につきましては、引き続

き保存管理の方針について協議をする。そのほ

か、史跡の総合的な案内や学習を行ういわゆる

ガイダンス施設等の整備について、また本堂境

内周辺の施設の修理や復元などこのことについ

て、さらに、史跡の標柱とか案内看板の設置等

に関する史跡の整備の方向性とかその方法など

について協議をしていくということにしており

ます。 

  この計画策定に当たりましては、ほかの計画

との調整とかあるいは地元での説明会などを開

催するなどして、地元の御意見もお聞きをしな

がら進めてまいりたいなというふうに考えてい

るところであります。 
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○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 いい保存活用計画をつくってい

ただきたいと思います。 

  この保存活用計画を受けて、文化庁のほうの

対応というのはどのようになるのか、補助金関

係も含めてお伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 平成28年度で保存活用計画と

いうものを策定した後、平成29年度には史跡整

備の具体的な計画内容を示したいわゆる整備基

本計画というものを策定することになります。

そして、史跡整備につきましては平成30年度か

ら順次進めていくということになるというふう

に考えております。 

  なお、史跡の整備に当たっては、今ありまし

たように、文化庁の補助を受けて事業を進める

ということになりますので、県の指導を受けな

がら文化庁と十分に協議をして進めてまいりた

いと考えております。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 県、文化庁と密接に連携をとっ

ていただいて、できるだけ補助金をもらってし

っかり整備していただければと思います。 

  さて、ことしも６月１日から７月18日の間、

「天台大師と慈恩寺修験」と題して秘仏公開が

実施されます。地元を中心とした関係者は、こ

れに合わせてボランティア主体で例年どおり、

ガイド、いっぷく庵、交通整理等に当たる予定

です。いろいろな分野で、醍醐地区の方はもと

より、醍醐地区以外の方々も数多くかかわって

くださっています。大変ありがたいことです。 

  さて、多くの方は自家用車で来られますけれ

ども、電車で来られる方も数多くいらっしゃい

ます。ＪＲを利用した場合、寒河江駅からはタ

クシーの割引チケットがあります。片道乗車券

が1,200円で、拝観料も４名まで200円割引にな

るというものです。また、羽前高松駅からは公

開期間中、レンタサイクルを利用できます。し

かし、このことを知らない観光客の方が多くい

らっしゃるというふうに伺っております。駅で

おりて初めてそういったタクシーの割引チケッ

トとかレンタサイクルのことを知るという方が

多くいらっしゃるということです。 

  ＰＲについて検討する必要があると考えます

けれども、そこでお伺いいたします。まず、ホ

ームページにそのような情報を掲載することに

ついてできるのかできないのか等お伺いをいた

します。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ＪＲを利用して慈恩寺観光に来

られる方については、先ほど御指摘ありました

とおり、ＪＲ左沢線からタクシー等を利用した

場合の料金割引をしております。また、ＪＲ高

松駅から土日祝日限定でレンタサイクルの貸し

出しなどを行っていただいているわけでありま

す。来年度におきましても、こうした対応は引

き続き実施していただくということにしており

ます。 

  事業主体、実施者は、タクシーの割引などに

ついては一般社団法人寒河江市観光物産協会を

事業実施者ということにしております。また、

レンタサイクルについては悠久の里慈恩寺運営

委員会が実施者ということになっておりますの

で、それぞれのホームページにそういった優遇

制度をＰＲ、載せていただくということにして

おりますし、お尋ねは市のホームページでもす

ぐわかるようにしてはどうかというような御指

摘かというふうに思いますので、その点につい

ても検討していきたいというふうに思います。 

  また、あわせましてＪＲ寒河江駅あるいは高

松駅舎においても、周知のパンフレットなどに

ついては設置をしていきたいというふうに考え

ております。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 もう一つのＰＲの方法として、

ＪＲの左沢線の車内放送で例えば寒河江駅の１
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つ、２つ手前のところで、タクシーの料金の割

引があるとか、拝観料の割引も含めてですね、

こういった制度があります、あるいは羽前高松

駅でおりればレンタサイクルも利用できますと

いったような車内放送でのＰＲをしていただけ

るように要望できないものかなと思うんですけ

れども、年間を通じてが無理であれば、秘仏公

開期間中だけでもやれば効果があるのではない

かと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ＪＲの左沢線の車内放送ではど

うかという御質問でありますが、これはＪＲ全

体としてのスタンスでありますが、ＪＲにかか

わる乗車マナーなどの車内放送は実施している

ということでありますけれども、ＪＲ以外の業

務について放送というのは基本的に実施してい

ないという寒河江駅の回答がございました。 

  しかしながら、いろんな形でＪＲと連携をし

て慈恩寺のさまざまなイベントなどもＰＲして

いくということで御協力をいただけないかとい

うことなどについて、近々ＪＲの山形支店のほ

うに沿線の利用協議会の会長として要望事項な

どをお願いする機会がありますので、改めてそ

ういった要望をさせていただきたいというふう

に考えているところでございます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 やはりＰＲをしないことには人

の集まりというのは限界というか、があると思

いますので、ぜひ市の宝慈恩寺のＰＲについて

そういった面も含めていろいろ要望等を出して

いただきたいと思います。 

  最後に、慈恩寺は昨年ラグビーブームのあれ

もあって、五郎丸選手に似た仏像があるという

ことで話題にもなりました。こういったことで、

少しずつそういった知名度というのは上がって

いるのかなと私自身、感じております。 

  ただ、国史跡指定となった以上、文化庁にお

伺いを立てながらいろいろ施策を実施していく

ということにならざるを得ないのでしょう。保

存活用というのと振興発展というのは相反する

ものと思いますけれども、この２つの面で市と

していろいろ苦慮しながら対応していくことに

なるのでしょうけれども、地元を初め寒河江市

民としては市の宝である慈恩寺をしっかりＰＲ

して、多くの方に来ていただけるようにしてほ

しいという思いは一つだろうと思います。 

  昨年６月の一般質問への答弁で、市長はスピ

ード感を持って実施していくと言われました。

決して受動的になることなく、寒河江市が積極

的にハンドリングしていく、文化庁なりをこち

らが誘導していくというような形で、関係者が

息切れしないうちにガイダンス施設を初め各種

の施策を進めていただきたいというふうに思い

ます。 

  このことを要望して、私の一般質問を終わり

ます。ありがとうございました。 

 

遠藤智与子議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号６番、７番について、

６番遠藤智与子議員。 

○遠藤智与子議員 東日本大震災から間もなく丸

５年がたとうとしています。復興はまだまだ遠

く、寒河江市でも51世帯の避難者の方々がふる

さとの空をいまだ見ることができないでいます。

そのような中、政府は原発の再稼働、それから

外国への輸出を進めています。あれだけの被害

の上に立ってなお、命よりお金を優先する姿勢

に憤りを感じるのは私だけでしょうか。 

  それでは、質問に入ります。私は、日本共産

党と通告してある質問内容に関心を寄せている

市民を代表して、以下、佐藤市長に質問いたし

ます。誠意ある答弁をどうぞよろしくお願いい

たします。 

  通告番号６番、子育て支援について、通告番

号７番、若者の学業支援について、今回はこの
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２つについて質問いたします。 

  まず初めに、子育て支援でございます。 

  2013年、日本で生まれた赤ちゃんは102万

9,800人で、２年連続で過去最少を更新しまし

た。合計特殊出生率、女性１人が生涯で産む子

供さんの数の推計値でありますが、これは1.43

へ微増したものの、現在の人口を維持できる水

準、2.07には及ばず、少子化の流れに歯どめが

かかりません。 

  このような中、全国の自治体がさまざまな努

力でこの少子化の流れを食いとめようとしてい

ます。寒河江市でも第６次寒河江市振興計画基

本計画の中で、国立社会保障・人口問題研究所

が公表した2025年における本市の推計人口が３

万7,462人となっていることや、2015年国勢調

査の速報集計で５年前の前回調査時から1,107

人減少していることなどを挙げ、今後地方にお

いては人口減少が急速に進んでいくことが予想

され、その対策が急務となっているとし、本市

の将来目標人口を社人研の推計人口より1,020

人多い３万8,482人とするとしています。 

  人口減少の対策には、雇用や住宅の問題など

も含め縦横無尽に連携し合った施策が必要です。

さまざまな対策を考える中で、きょうは子育て

支援と若者支援に焦点を当てて質問したいと思

います。 

  まず、出生率を向上させ、安心して結婚、出

産、子育てできる環境をつくっていくために誰

もが希望する保育所に入所できるようにするこ

と、これはとても大事で、以前より市長が目標

としてこられたことでもあります。しかし、今

回も希望する保育所に入所できなかった、それ

からこのままだと２人目の子供を安心して産み

育てることができないなどの切実な声が寄せら

れている現状があります。 

  そこで伺います。市内全域の保育所に第１希

望で入れなかった子供さんの人数はどのくらい

なのでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問にお答えをいたしたいと

思います。 

  平成28年度入所申込みで第１希望に入所でき

なかった人数であります。公立保育所で40名と

なっております。内訳を申しあげますと、なか

保育所が９名、みなみ保育所が２名、しばはし

保育所が４名、にしね保育所が21名、たかまつ

保育所が４名というふうになっております。 

  また、民間立保育所等では62名というふうに

なっております。以上であります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 断トツでにしね保育所が21名

という数で、多いというふうに一目瞭然わかる

答弁でした。 

  私のところに昨年、西根地区に住み、２歳の

娘さんをしらいわ保育所へ送り迎えしているお

母さんから、安心して産み育てられるよう願い

をかなえてくださいという内容の手紙が寄せら

れました。 

  このお母さんは、昨年と今年度と２回にわた

ってにしね保育所に入所を希望いたしましたけ

れども、かなわなかった。入所できないという

通知に、大変なショックを受けました。切々と

書いてあって、需要の高い保育所ならばどうし

て定員をふやしていただけないのでしょうか。 

  特に、にしね保育所はほなみ団地ができて子

供の数がふえました。そして、土曜日も１日保

育をしてくれる、バイパスからも近いので利便

性がよい、そのような理由からにしね保育所へ

の入所を希望する方がふえていると聞きます。

そして、私の子供以外にも入所がかなわなかっ

たという話もよく耳にします。将来、このお母

さんは自分の生まれ育った地域で子育てしたい

という強い思いを持っております。 

  今年度も、就学前１年のときも、もしも地元

の保育所に入れなかったならばと思い、絶望的

な気持ちになった。そして、将来２人目の子供
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を希望しておりますけれども、このよう状況で

は安心して子供を産み育てることができません。

これは親のエゴではありません。親が子供のた

めを思う親の願いです。この願いをどうかかな

えてください。このような内容の手紙が寄せら

れました。 

  それで、ほかにも同じような相談を寄せられ

ている数名の有志の議員と一緒になりまして、

昨年の12月25日、党派を超えた有志の議員数名

がこの父母の手紙を携えて市長に緊急の申し入

れを行ったという経緯もございます。 

  そうしまして、今年度予算ににしね保育所増

築工事として約4,800万円が提示されていた。

このことに、大変スピーディーな対応に敬意を

表するものであります。 

  その具体的な内容を教えていただければと思

います。よろしくお願いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど第１希望に入れない保育

所ごとの数字を申しあげましたが、中長期的な

保育所の整備、老朽化している保育所が多いわ

けなので、その中長期的な視点に立って整備計

画というものを進めていくということについて

は、前から申しあげているわけでありますけれ

ども、遠藤議員御指摘のとおり、にしね保育所

について特にそういう希望者がほかの保育所に

比べて相当多いという現状を鑑みて、中長期的

な整備計画とは別に、当面そういう希望に対し

て対応していくということで、28年度予算にに

しね保育所の増築というものを予算化、計上さ

せていただているところでございます。 

  具体的には、にしね保育所の北側に３歳、４

歳、５歳児の保育室をそれぞれ新設して、現在

の園舎と渡り廊下でつなぐということを検討し

ているところでございます。この増築によりま

して約30名程度の受け入れ人員がふえていくと

いうふうに予定をしているところでございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 中長期的な計画のほかに、緊

急な対策として今年度に予算を組まれたという

お話でございますが、本当にこのお話を報告し

ましたところ、お母さんも声を張り上げて喜ん

でいたという現状がございます。ぜひ、３歳、

４歳、５歳児と１つずつのお部屋がふえるとい

うことでございますので、特別多いニーズに応

えるため実現していただいて、にしね保育所の

ニーズに応えられるような施策をさらに進めて

いっていただきたいなと思います。 

  それで、この保育士さんの数ですね。ふえま

すと、場所と部屋の数はお聞きしましたけれど

も、保育士さんの関係、人数とかはどのように

お考えになっているかは、まだあれですね。 

○國井輝明議長 竹田子育て推進課長。 

○竹田 浩子育て推進課長 では、私のほうから

お答え申しあげます。 

  指定管理者の施設ということもありまして、

今度４月以降に指定管理者の方と協議しながら、

当然保育士の方も対応していただくことになり

ますので、相談していく次第でおります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 わかりました。 

  そして、このたびこのようににしね保育所が

増築されるということでありますけれども、誰

もが第１希望に入所できるようにするために、

にしね保育所以外の保育所でも今後どのような

対応をなされていくのか、その点をお聞きした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほどそれぞれの保育所ごとの

人数を申しあげましたわけで、にしね保育所以

外にもそういう希望されて入所できなかった子

供さんがいるというわけであります。 

  ただ、これも先ほど申しあげましたが、いず

れの保育所施設も昭和47年から昭和56年の間に

建てられて、築40年を超える施設であります。

大変老朽化も進んでいるということがあるわけ
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であります。そして、第１希望に入所できるよ

うにしていくということを考えますと、御案内

のとおり、今低年齢の保育ニーズというのが非

常に高まっているということで、そのニーズに

応えるような定員の拡充も視野に入れて、そう

いう保育所の体制整備というものをしていかな

きゃならんというふうに思っています。 

  そういう意味で、これも申しあげましたが、

全体の保育所の計画的な整備というものについ

て検討を進めていきながら、できるだけ第１希

望に入れるお子さんをふやしていけるように対

応を進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 老朽化も進んでいるので考え

ていくというようなことですけれども、民間立

保育所の施設の整備としてはどのようになされ

ていくのか、お伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほどお答えに漏れましたけれ

ども、今御指摘の公立保育所の定員の体制を充

実していくことと同時に、やっぱり民間の事業

者の皆さんも積極的な対応というのがあります。

そういった意味で、うまく整合性をとるという

か、調整をしていくということが全体の保育所

の整備の計画になっていくんだというふうに思

います。 

  28年度については、民間立の保育所の整備と

いうことでありますが、先ほど来お話し申しあ

げていますが、低年齢児の保育ニーズに対応し

ていくために新たに３つの園を新設する予定に

なっております。 

  １つ目が、既存の寒河江第二幼稚園を幼稚園

から幼保連携型認定こども園に移行する。そし

て、ゼロ歳児から５歳児の保育を必要とする児

童の受け入れを51名ふやすというふうになって

おります。そのほか、幼稚園枠が30名というこ

とがあって、合わせて81名の定員になるという

ようなところでございます。 

  ２つ目が、届け出保育施設であります第２さ

くらんぼこども園を認可施設に移行して、ゼロ

歳児から２歳児の受け入れを19名ふやしていた

だくと、こういうことになっております。 

  それから、事業所内保育所であります寒河江

やすらぎの里保育園も認可保育施設に移行して、

受け入れ枠としてゼロ歳児と１歳児合わせて５

名枠を新たに設けていただくということになっ

ております。 

  ３園合わせて75名の受け入れ枠を拡充してい

くということになっております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 ニーズの多い低年齢児の対応

を厚くしていくというようなお話で、枠が大分

広がるんだなという印象ですね。市内全域にお

住まいになっているお母さんたちが、本当に子

供を思う気持ち、切々とした思いが寒河江市内

の保育施設に反映できますように、重ねて尽力

をしていっていただきたいなと思います。 

  そのためにも保育士さんの処遇、それから保

育の質の向上のための研修というものも力を入

れる必要があると思うのですけれども、こうい

うことについてどのようなことをなされている

のかお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 まず、保育士さんの処遇改善の

御質問でありますが、質の高い教育、保育を安

定して供給していくために、処遇改善というも

のは大変大切なものであるというふうに思って

おります。 

  現在、寒河江市では国の基準に基づいて民間

立保育所の保育士さんを対象にして、賃金改善

計画及び実績報告を要件として役職や職務内容

等に応じた賃金体系を設定して、保育士の処遇

改善加算というものをさせていただいておりま

す。 

  今年度の市内民間立４園の加算見込み額は、
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１施設当たり年間184万円、１人当たりの年額

にいたしますと13万6,000円となる見込みでご

ざいます。 

  それから、研修についてもお尋ねがございま

したが、専門性の向上、それから質の高い人材

を確保するということで、計画的に研修を実施

しているところであります。今年度におきまし

ては、県の社会福祉協議会の主催の保育所職員

研修、それから市独自に障害児保育の研修、そ

れから小児救急法の研修、そして乳幼児の病気

の対応の研修などを実施させていただいて、保

育士としての質の向上を図っていただいている

というところでございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 年間184万円、１人当たり13

万6,000円のベースアップが見込めるのではな

いかというお話でございますし、研修もさまざ

まな研修を計画的になさっていくというような

お話でございました。 

  厚生労働省雇用均等児童家庭局保育課の平成

28年度保育所対策関係予算案の概要を見てみま

したところ、平成27年人事院勧告に伴う国家公

務員の給与改定の内容に準じた保育士等の待遇

改善を28年度の公定価格にも反映するというよ

うなことが書かれておりまして、これに伴いこ

とし４月から平均1.9％の給与改善を行うとす

るという内容の、その裏づけの今お話だったと

いうふうに思います。 

  しかし、一方でベースアップにつながる保証

が本当にあるのかという、一部危惧する声も上

がっております。これは、先ほどおっしゃいま

した実績を届けてきちんと市として把握してい

て、実態に見合った公定価格の改善も視野に入

れながらきちんと把握していくということでよ

ろしいんでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々としては、この制度の趣旨

を十分踏まえて、適切な対応をしていただくよ

うに、今後とも御指導申しあげたいというふう

に考えております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 せっかくの大切なお金が有効

に活用、運用できるように、ぜひ目配り、気配

りをお願いしたいなというふうに思うところで

あります。 

  ちょっと失礼いたします。失礼いたしました。 

  山形県子育て推進部子育て支援課で出してお

ります山形県次代を担う子供の育成支援市町村

独自施策事例集平成27年度版というのがあって、

これを見てみたんですけれども、県内各自治体

が実にさまざまな支援事業を行っております。

結婚支援、子育て支援、若者が活躍できる環境

づくりの推進など住宅の問題や奨学金の問題等

も連携し合って取り組まれております。 

  本市も例外ではなく、中学３年生までの医療

費の自己負担額の完全無料化の継続、そして第

３子以降の保育料無料化の対象を第１子が高校

３年生まで拡大するというようなことなど努力

をなされております。しかしながら、人口減少

に歯どめをかけ出生率向上を本気で目指すなら、

さらに大胆な施策が必要と考えるものでありま

す。 

  医療費の自己負担額を例えば高校３年生まで

拡大する、それから第１子からの保育料無料化

へさらなる拡大をしていく、このような取り組

みについて今後どのようにお考えになっていく

のか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 遠藤議員お尋ねのように、少子

化対策というのは人口減少の対策の中でも一つ

の大きな柱になっているわけでありまして、そ

ういった少子化対策の中でも子育て家庭の経済

的負担の軽減ということについては、中心的な

施策の一つになっているわけであります。そう

いう意味で、寒河江市におきましてもこれまで

も医療費の無料化、さらには御指摘の多子世帯
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への保育料の無料化の年齢の引き上げなどに取

り組んできているわけであります。そういう意

味で、今医療費については中学校３年生までと

いうことにしているわけでありますが、それを

さらに拡大していく、そして多子世帯に対する

保育料あるいは基本的な子育て世帯に対する保

育料の無料化という経済的支援というのは、そ

ういう意味では我々の趣旨の延長線上にある姿

かなというふうにも思っているところでありま

す。 

  ただ、御案内のとおりそういったことについ

ては相当な財政的な負担も伴うこともあります

し、また子育て支援あるいは少子化対策、ある

いは移住定住対策といった人口減少対策全体の

中でどういった事業を優先的に取り組むかとい

うこともあるわけであります。そういうことも

あって、今の28年度あるいは第６次の振興計画

の行動計画の中では御指摘の、御要望のと申し

ましょうか、医療費の無料化の年齢の拡大など

については、まずそこまでは検討していないと

いう状況にあるんであります。 

  ただ、これについては、医療費の無料化につ

いては前から議員にも申しあげておるわけであ

りますが、これは市町村の競い合いというのは

いかがなものかということを申しあげているわ

けですよね。やっぱり国が少子化対策、人口減

少、地方創生というんであれば、こういう施策

についてやっぱり基本的に国が取り組んでいた

だくというのが本来の姿かなというふうにも思

いますから、そういった意味で引き続き国県に

対して制度創設の要望をしていきたいというふ

うに考えております。 

  また、第３子、多子世帯への保育料無料化に

ついては、第１子から保育料の無料化について

拡大をしてはどうかということであります。今

回、28年度、第３子を高校３年生まで拡大をし

ていくということで取り組ませていただいてい

ます。これは、ふるさと納税などで大変子育て

に対する対策に使っていただきたいという希望

も多うございましたので、そういった財源をい

ただいて新たに取り組むということにしている

ところであります。 

  ただ、この件に関しては、これも市町村の競

い合い的になっている状況がありますが、この

第１子からの保育料の無料化ということについ

ても、一部市町村では実施しているところもあ

るわけでありますけれども、国において平成28

年度から幼児教育の段階的な無償化の取り組み

を実施していくということに伴って、年収約

360万円未満の多子世帯について対象児童の年

齢制限を撤廃して、第２子の保育料を半額、そ

して第３子以降の保育料を無料化するというこ

とにしているわけであります。 

  また、ひとり親家庭、これも年収約360万円

未満のひとり親世帯については、第１子の保育

料を半額、第２子以降は無償化として負担軽減

措置を拡大していくということになっておりま

す。 

  先ほどから申しあげておりますとおり、国が

本来取り組むべき施策のことなのかなというこ

とにも呼応したような取り組みをしていくとい

うことであります。保育料の負担の軽減につい

ては、子育て世帯の大変ニーズが強いというこ

とは十分承知しておりますので、今後も国の動

向、さらには、今、国の動向を申しあげました

が、県の対応なども踏まえて、市としても適切

な対応に努めていきたいというふうに考えてい

るところでございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 各自治体の競争ということで

は、さっきの市長の施政方針の中にも出されて

おりました。各自治体が競争させられていると

いうようなお話、確かにそのとおりでありまし

て、自治体はかなり追い詰められているのでは

ないかなという……。語弊がありますか。済み

ません。大変な状況の局面に向かっているので
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はないかなという思いが、私もいたします。 

  このように人口が減少してくるような対策を

しておきながら、各自治体に地方創生、それか

ら人口増加の対策、さまざまなことを求めてく

る。これでは自治体も本当に大変だというふう

に、私も同じように思っております。 

  ですけれども、この寒河江市に住む市民の方

の幸せ、これを一番に考える際、やはり県内自

治体の横並びの施策から一歩抜け出した大胆な

施策、こういうものも必要なのではないかと一

方では思っております。ですので、ここは国県

に要望していきながら、今までのような優しい

言い方ではなくて、本当に怒りを持った声で自

治体も国に向かっていく必要があるのではない

かという思いも強くしているところであります。 

  先ほどの県の各自治体の施策事例集を見ます

と、やはりそれぞれ皆さん、お隣さんを横にら

みしながら施策を決めているんだなというよう

な思いがいたしました。第３子の保育料の無料

化となると、１つの自治体がやりますとやはり

次から次というふうになっていきますし、奨学

金の問題もそうでありますけれども、各自治体

がそれぞれ横にらみをしながらしているという

ような状態ではないかなと思います。ですので、

その各自治体がさらに連携して、これはもっと

国が大胆にすべきじゃないかという大きな声も

上げていく必要があるんではないかというふう

に思っております。 

  内閣府が2013年３月に公表しました二十歳か

ら49歳の既婚者の意識調査では、欲しい子供さ

んの人数が２人というのが53.8％、３人という

のが26.9％であります。未婚者への調査では、

結婚したいと答えた方は７割以上です。出生率

向上の芽は十分にあると思われます。 

  我が寒河江市でも子育てできる職場環境があ

って、教育にお金が余りかからないなら、子供

は多いほうがいいのよねという声をよく耳にす

るところであります。こういう芽を大切に育て

て、将来寒河江市にたくさんの子供たちの笑顔

の花が咲くことを願うものです。そして、この

笑顔の花がさらなる将来、寒河江市にたくさん

の実を結んで、より豊かなまちへと発展してい

くことを願っております。 

  この願いをもって、次の質問に移らせていた

だきたいと思いますけれども、時間ですので、

一旦とめたいと思います。ありがとうございま

す。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５９分  

 再 開 午後 １時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 引き続き質問いたします。 

  通告番号７番、若者への学業支援について。

本市での奨学金制度創設について伺います。 

  まず、第６次寒河江市振興計画基本計画に若

者定着奨学金返還支援事業というのがあります。

まずは、この内容についてもう一度詳しくお聞

かせいただきたいと思います。お願いいたしま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この事業については、若者の県

内回帰定着を促進するために、特定の奨学金の

貸与を受けて一定の要件を満たす者に対して、

山形県と県内市町村が連携をして奨学金の返還

を支援するということであります。 

  具体的には、独立行政法人日本学生支援機構

の第一種奨学金、また市町村が指定する奨学金

の貸与を受ける学生の奨学金返還を支援すると

いうことになっております。 

  ちょっと募集の内容を詳細に御説明申しあげ

ますが、募集対象者は１つには県内に居住し、

県内の高校などを今年度卒業見込みである者ま

たは卒業した者。そして、２つには日本国内に
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所在する大学等に来年度進学予定または在学中

で、申請時点で大学等の卒業まで１年以上の期

間を有する者。３つには、日本学生支援機構の

第一種奨学金、無利子の貸与を受けているまた

は受ける予定である者。４つには、県が指定す

る農林水産分野や医療福祉分野などの対象産業

分野への就業を希望する者。そして、５つには

大学等卒業後、６カ月以内に山形県内に居住ま

たは就業し、かつ３年以上継続して居住及び就

業する見込みである者が要件となっております。 

  そして、この要件を満たす申請者のうち、抽

選などにより選ばれた候補者が、１つには大学

等を卒業後、６カ月以内に県内に居住、就業し、

かつ県内の助成対象分野に通算して、先ほど申

しあげました分野でありますが、通算して３カ

年就業した場合に、奨学金の返還残高または候

補者の認定を受けた後に奨学金の貸与を受けた

月数に２万6,000円を乗じた額のいずれか低い

額を上限に助成が受けられるということになっ

ている制度でございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 募集人数については、お聞き

したでしょうか。聞いたんでしょうか。お願い

します。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今回、この制度は地方創生の一

環として、先ほど申しあげましたが県と市町村

の連携によって創設されるということでありま

すが、県のほうで各市町村に枠を配分するとい

う形になっておりますが、寒河江市の配分数、

配分人員というのは約５名ということになって

おります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 約５名ということで、地方創

生枠が約５名ということでございますけれども、

この募集人数が５名ということでは、実際に定

住したい、それからこの返還支援事業を受けた

いという方はまだまだたくさんいる可能性があ

ると思われますし、全く足りないのではないか

なという思いがいたしております。 

  そこで、さらに寒河江市版の奨学金返還支援

事業、この発展、構築、そういうものをつくり

上げていくということはできないものなのか、

このことについて伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 初めての取り組みでありますか

ら、どの程度の応募があるかということは状況

を見てみないとわからないわけでありますが、

我々としても遠藤議員御指摘のような大変希望

者が多いのではないかということも想定をされ

るということでありますが、実際その申請数な

どを十分見ながら、それを踏まえて市独自の支

援が必要かどうかなど状況を踏まえて対応を検

討していく必要があろうかというふうに思いま

す。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 状況を踏まえての対応という

ことでございますけれども、助成する候補者の

認定、これは書類審査による選考するというふ

うに伺っておるところですけれども、この審査

の方法はどのようになさるのでしょうか。 

○國井輝明議長 伊藤さがえ未来創成課長。 

○伊藤耕平さがえ未来創成課長 お答えさせてい

ただきます。 

  寒河江市としましては、書類審査及び公正な

抽選をもちまして選択させていただきたいと思

っております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 公平な抽選といいますのは、

くじのようなものではなくて、どのような。済

みません、具体的にちょっとイメージが湧かな

いのですけれども、もう少し詳しく教えていた

だけたらと思います。 

○國井輝明議長 伊藤さがえ未来創成課長。 

○伊藤耕平さがえ未来創成課長 くじを用いての

抽選を予定しております。 
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○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 わかりました。この応募方法

とかさまざまな提出する書類があると思います

けれども、この方法というのは今後の動向、状

況を踏まえて変えられていくということも可能

性はあるのでしょうか。まずは、このような県

と国の連携した支援ということで、事業という

ことでありますけれども、まずは踏襲してやっ

ていくというようなことで、それからいろんな

状況が出てきた場合には考えていくというスタ

ンスでよろしいんでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これも初めての制度であります

から、まず制度に乗って取り組みを進めていく

ということにしているわけでありますから、た

だ、先ほど来御質問ありましたとおり、申請の

状況がどの程度になっているのか、あるいはそ

ういう要するに要件に合う人数がどの程度にな

るのか、あるいはニーズはどの程度あるのかな

ども踏まえて、その後の対応については状況を

見て対応をしていきたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 これが大変な好評を博して、

たくさんの応募があるというふうに仮定しまし

て、そのようなときには寒河江市独自のこのよ

うな独自の支援事業というものもしていくとい

う、視野に入れていくということでよろしいの

でしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 何度もお答えして言いますけれ

ども、状況を見てそれは検討していく。おっし

ゃるような選択肢も一つとしてあるというふう

にも、検討の過程の中ではさせていただいてお

ります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 大変しつこくて申しわけござ

いません。わかりました。ぜひこれがうまく軌

道に乗りまして、寒河江市内の若者にとって有

意義なもの、恩恵にあずかれるものであります

ように願いたいと思っております。 

  次にですが、昨年の３月議会で私は本市での

奨学金制度創設について質問いたしました。家

庭の経済的困窮や高過ぎる大学の授業料などが

背景にあり、勉学意欲のある若者が経済的理由

で進学を断念することがないようにとの思いか

らでありますけれども、その際、市長からは

「大学進学などを目指す寒河江市内の若者が希

望を持って進学できるようにしていく」「環境

を整えていくということは大変重要なことだと

思っている」、また「今後どのようなニーズが

あるのか他の自治体などの事例なども聞きなが

ら、教育委員会とも十分連携を重ねて研究して

いきたい」との旨の答弁がございました。 

  その後、市独自の奨学金制度創設についてど

のようにお考えなのか、このことについてお聞

かせいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えをしたいと思います。 

  本市独自の奨学金制度の創設につきましては、

今ありましたように平成27年３月の議会におい

て御質問をいただいているようであります。市

長並びに前教育委員長より答弁をさせていただ

いたというふうに承知しておりますけれども、

そのことを受けましてその後、奨学金制度にか

かわる情報を収集したり、村山地区中心ではあ

りますけれども、御質問の際に御指摘のあった

大江町ふるさと奨学金制度、こういったものな

ど独自の奨学金制度を持っている自治体の現状

を問い合わせをし、把握をさせていただくなど

して研究をさせていただいたところでございま

す。 

  そのような中、今般、先ほど来話があります

ように、御指摘ありますように、新たな制度と

して奨学金返還支援制度というものが導入され

ることとなったわけであります。奨学金という

のは、経済的な理由から学ぶ機会に格差が生じ
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ないようにというような制度でございますけれ

ども、新たな制度が立ち上がる中での奨学金の

あり方というものについてやっぱり考えていか

なければならないなというふうに思っておりま

す。 

  奨学金返還支援制度の今後の展望、こういっ

たものを見据えながら、新しい制度を踏まえた

上での他の自治体の考え方や状況、こういった

ものをお聞きしながら教育委員会としてもさら

に研究を深めていきたいなというふうに思って

いるところであります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 この若者定住奨学金返還支援

事業、これが定着していきますと、勉学に励ん

だ若者が寒河江市に残っていろいろな寒河江市

の発展のために力を尽くしていただけるという

環境が生まれていくのではないかなというふう

にも思っております。そこに結びつくまでの学

業支援というものもやはり連携してやっていく

ということができれば、さらなる効果が上がる

のではないかなと思うところであります。 

  西村山の状況をまずは研究していただいたと

いうお話でございますけれども、朝日町、西川、

それぞれ奨学金制度にもかかわって頑張ってい

ますけれども、西村山の中心であります寒河江

市でやはりこの若者への奨学金制度をつくって

いくという意義は、大変大きなものがあると思

います。「本当は自分は大学に行きたいけれど

も、お兄ちゃんが行ってしまったから自分は我

慢する」、それから「ひとり親だから行けない

んだ」、そういうふうにして自分の進路、未来

を諦めてしまう、そういう若い方がふえており

ます。このような向上心のある若者に助けの手、

救いの手を伸べていくのが自治体の仕事でもあ

るというふうに思いますので、ここはぜひ寒河

江市独自の若者への奨学金制度創設に向けて力

を尽くしていただきたいというふうに思います。 

  このたびの議会に、奨学金制度の給付型奨学

金制度ということで請願が出されておりますけ

れども、世の中の流れとしてはこの給付型に沿

って行くのかなという思いもありますけれども、

まずはつくってみる、急に何もかにも一時には

できませんけれども、まず無利子の貸与という

ような中身でぜひ考えていっていただきたい。

そのことよって若者の可能性がさらに広がって、

実を結んでいけるようにと願いまして、今回の

質問を終わりたいと思います。 

  どうぞよろしくお願いいたします。ありがと

うございました。 

 

工藤吉雄議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号８番、９番について、

12番工藤吉雄議員。 

○工藤吉雄議員 午後からの質問ということで、

緊張感を持って市長に質問させていただきたい

というふうに考えているところでございます。 

  私は、新政クラブの一員としてこれまで私の

ところに市民より相談をいただいた中から、私

の考え等もあわせて質問させていただきます。 

  先ごろ第６次寒河江市振興計画が提示されま

した。その中の農業振興策では、やはり寒河江

市はさくらんぼが欠かせないものになっている

と。これは市民の誰もが認めるものと認識して

いるところでございます。その中の紅秀峰は、

栽培面積の拡大、そして海外への進出、40ヘク

タール栽培面積から70ヘクタールまでと大きな

希望と期待が数字にあらわれているところでご

ざいます。これまでも、これからもさくらんぼ

にこだわった施策が、寒河江市をつくっていく

ものと考えているところでございます。将来の

寒河江市農業の姿はどのようなものになるのか

と想像しているところでございます。 

  2015年２月１日、農林業センサスが実施され、

昨年11月27日に速報値として発表されています。

山形県全体の農業にかかわる数字として、農業
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就業人口は５万3,237人、総農家数は４万5,714

戸、耕地面積10万2,400ヘクタール余、耕作放

棄地8,142ヘクタール、農業従事者平均年齢

65.8歳、農業従事者65歳以上割合59.8％、新規

就農者は５月末日調べで280人とこのように発

表されております。 

  私は、これらの数字を見て大変驚いていると

ころでございます。かつては、市中心地以外は

全て農家というふうな感じがあったように思っ

ております。私は、昭和45年の国勢調査から市

統計調査員の一員としてこの議員の職にあるま

で35年間の調査にかかわってきました。当然、

農林業センサスにもかかわり、農業環境の移り

変わりを見てきたつもりでございます。農家戸

数、農業従事者数、従事者の高齢化等々、私が

担当した小さな範囲の地域の変貌をも見ていて

理解できるところでございます。 

  寒河江市の将来の農業事情はどのようになる

か、2015年農林業センサスの結果はまだ発表さ

れていないようでありますが、農林課で把握さ

れている範囲内での数字はどのようになってい

るか、農業就業人口、総農家数、耕作放棄地面

積、就農者平均年齢等、特に65歳以上就農者割

合を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 2015年の農林業センサスの農林

業経営体調査結果というのは、先ほど工藤議員

から御説明ありましたとおり昨年の11月27日に

公表されているわけであります。ただ、これは

山形県全体の概況について公表されております。

市町村別の調査結果については、３月末に公表

予定となっているところでありまして、最新の

データということになりますと2010年に実施し

た農林業センサスの調査結果ということになっ

ておりますので、その辺のところを御了承いた

だきたいなというふうに思います。 

  お答えをしたいと思います。寒河江市の農業

就業人口につきましては2,449人、総農家数は

2,158戸、耕作放棄地面積は232ヘクタール、就

農者平均年齢は66.4歳、65歳以上の割合は

64.4％というのが前回のセンサスの結果という

ふうになっております。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 ただいまのこのような数字の結

果からも、農業高齢化が顕著にあらわれていま

す。つけ加えて言いますと、私の手元の資料で

は調査のたびに高齢化が進んでいると。平均年

齢が上がって、なおかつ65歳以上割合が伸びて

いるというふうな形が、数字が出ております。 

  ６割以上の方が、いわゆる統計上で言う生産

年齢から卒業された方々が農業に従事しておら

れると、こういうふうな結果が出ているわけで

あります。このような状況がこのまま続けば、

その先行きが非常に懸念されるというふうなこ

とは大であります。 

  そこで、最低線での就農者の維持を図り、同

時に新規就農者の育成をされている。そして、

育成支援に力を入れられているというふうに私

は理解しているところでございます。 

  ところで、前段に申しあげましたが、寒河江

市の顔さくらんぼの生産でございますが、紅秀

峰の栽培面積は拡大の方針で進めるようになっ

ておりますが、佐藤錦をも含めたさくらんぼ全

体の栽培面積計画等はどのようになっておられ

るでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現状から申しますと、現在のさ

くらんぼの栽培面積については、これはＪＡ取

り扱いということになりますけれども、約367

ヘクタール、うち紅秀峰については約42ヘクタ

ールということでございます。 

  将来の計画ということでありますが、紅秀峰

につきましては御指摘のとおり第６次振興計画

の中において、10年後には70ヘクタールに拡大

をしていきたいとこういう計画であります。さ

くらんぼ全体の面積をどの程度拡大していくか
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ということについては、我々としては少なくと

も紅秀峰が拡大する分は全体としても拡大して

ほしいという期待を持っているわけであります

が、今後これから策定をさせていただきます市

の農業基本計画の中で品目別の目標面積を定め

ていくということになっていますので、その中

で将来予測を十分検討しながら、将来の目標面

積について定めていきたいというふうに考えて

おります。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 やはりなかなか、さくらんぼを

一気にふやしたいというふうに言いましても、

それに従事する人がなかなか出てこないという

のが現実にあるわけであります。最近は、さく

らんぼ栽培については県内内陸部だけではなく、

庄内地方まで、あるいは近隣、秋田、岩手、は

たまた青森まで行って、海を越えて北海道まで

さくらんぼの栽培が拡大しております。非常に

私はこの辺に懸念している一つのものがあるわ

けであります。「日本一さくらんぼの里 寒河

江市」、これを守り続けるにはいかにあるべき

かというふうなことになるわけであります。 

  そのことを考えると、やはりここでもう一踏

ん張りしていただきたい方々は、これまでに培

ってきた知識、知恵、技術をふんだんに持ち合

わせている熟達高齢農業従事者の力が必要欠か

ざるものとなるのではないかなというふうに考

えているところでございます。この熟達者の長

い息のある、そしてなおかつ戦力となり得るよ

うな環境をどのようにつくるかというふうなも

のが課題になろうかと思いますが、この辺は市

長、どのようにお考えでありますでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 日本一さくらんぼの里を今後も

引き続き維持、発展をさせていくためには、や

はり従事する農業者の皆さんに頑張っていただ

くということがまず第一でありますし、そのた

めには後継者の育成ということももちろん大事

でありますし、さらには工藤議員の御指摘のと

おり、今現在六十数％がいわゆる65歳以上の方

に担っていただいておりますから、そういった

方々が引き続き元気で取り組んでいただく、そ

して新たな後継者を育成していくということも

大事だろうというふうに思います。 

  私から改めて言うまでもありませんが、さく

らんぼの農作業というのは脚立を使ったり、ハ

ウスの上に上って作業をしたりということで大

変危険が伴う作業も多いわけでありますので、

そういう高齢者の皆さんには安全に作業をして

いただきたいということで、いろんな取り組み

もさせていただいています。 

  １つには、Ｙ字仕立てに代表されるような低

木仕立ての推奨を進めていくということであり

ますし、また高所作業車の購入に対して市のほ

うでも助成をさせていただいて、作業労力の軽

減と安全性の確保を行っているところでありま

す。おかげさまで、高所作業車も大分普及して

きている状況でもありますので、平成28年度か

ら安全講習会なども新たに実施をしていきたい

というふうに思っているところであります。 

  それから、低労力化の検証あるいは普及のた

めにＪＡと連携をいたしまして、さくらんぼモ

デル園地というものをつくっていただいて、市

のほうでも支援させていただいているところで

ございます。 

  それから、もう少し幅広い観点で申しあげま

すと、新年度、28年度には主婦の層とか定年退

職者を対象にしたさくらんぼ作業の講習会、さ

らには学生を対象にした作業体験などというこ

とでさくらんぼ労力の確保に新たな取り組みを

進めていきたいというふうに思います。 

  それから、新聞などでも御案内かと思います

が、収穫作業の軽減を期待できるさくらんぼの

オーナー制度を実施していく予定にしておりま

す。そういった意味で、幅広く労力の軽減、確

保というものに取り組んでいきたいというふう
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に思います。やはりこれまで寒河江のさくらん

ぼを担っていただいた皆さん、大変お元気で頑

張っていただいているわけでありまして、先日、

三泉の菊地堅治郎さん、これまでの努力、御苦

労が評価をされて黄綬褒章を受章されたわけで

あります。こうした先達の皆さんには、引き続

き跡を継ぐ若手の農業者のお手本として頑張っ

ていただくよう、市としてもさまざまな形で御

支援、御協力をしてまいりたいというふうに考

えております。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 主婦層あるいは学生、あるいは

再登場のオーナー制等々、新たな力の創出とい

うふうなことで大変期待をしたいというふうに

思うところでございます。 

  今からお話しする部分は、これまで私たちが

議会報告会や常任委員会の所管団体との意見交

換会等で出てきた話題でありますが、先ほど市

長のほうからもお話ありましたように、60歳を

過ぎたらハウスのビニール被覆作業が非常にお

っかなくて、棟に上れないというようなお話を

多く聞いたところでございます。「いや、議員

さん、何かうまいメニューないべか」というふ

うなお話を随分数多く聞いたように記憶してい

るところでございます。この辺のビニール被覆

作業へのメニューアップなんていうことはいか

がでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 私も地域の皆さんが早朝からこ

のビニール被覆をしている姿などを拝見するわ

けでありますけれども、大変御苦労されている

というふうにも思います。個人でやっている方、

あるいは家族、親戚などで協力して行っている

場合などもありますし、また危険だということ

で業者の方にお願いしている方、また面積が多

いので家族ではできないということでお願いを

しているという方などさまざまあるわけであり

ます。 

  このビニール被覆に対して、工藤議員の質問

の趣旨は何か助成制度みたいなものがないのか

どうかという御質問なのかなというふうに思う

わけでありますが、これまで御案内のとおり市

のほうでも、あるいは県のほうともあわせて施

設整備とか機械導入などについては助成制度を

設けて、その促進を図っているわけであります

が、現在のところそのビニール被覆作業の例え

ば委託に対して支援をするという制度は設けて

いないという状況であります。その作業をする

場合の人件費について助成をするかどうかとい

うことになると、基本的には収益の中から賄っ

ていくのが基本なのかななんていうふうにも思

いますが、ただ先ほど御説明申しあげましたが、

負担の軽減という趣旨からすれば高所作業車な

どについては、例えば県で３分の１、それから

ＪＡ取り扱いの場合ですと６分の１して半分の

助成という、作業車の購入に関してですね、半

分の助成ということになっておりますし、その

中でも高齢者の枠というものを設けて、高齢者

の方が導入した場合に採択されやすいような制

度設計にもしておりますので、そういったとこ

ろを十分御活用いただくということが現時点で

の取り組み、我々の支援なのかなというふうに

考えているところでございます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 大変しつこいようで恐縮でござ

います。ビニール被覆、これはなかなか紅秀峰

拡大運動的なものを笛太鼓を鳴らしてもなかな

かふえていかないというふうな現状が生産者の

ほうから聞こえてくるわけでありますけれども、

紅秀峰を急激な拡大を図る上でも、紅秀峰限定

というような、いわゆる栽培面積拡大要件の中

でのビニール被覆支援なんていう考え方はでき

ないものでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 紅秀峰の生産面積拡大というこ

とで、市の独自の支援策として紅秀峰の里づく
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り推進事業ということで苗木の購入から管理、

改植、そして設備の支援の優先という形でさま

ざまな支援を行ってきたわけであります。残っ

ているのがビニール被覆なのかなというふうに

も思っているわけでありますが、基本的には先

ほどお答え申しあげたとおりでありますけれど

も、ただやっぱり紅秀峰を寒河江市として生産

拡大していくという考え方、方針がありますの

で、そういった面で大きな成果が期待できると

いうことになれば、それは今後検討の余地がな

いわけではないというふうに考えているところ

でございます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 なかなかそう簡単に納得してい

ただけるようなことはないかというふうには考

えるところでございます。総合的に夢ある方向

の支援策を考えていただければ、非常にありが

たいというふうに思います。 

  先ほど、答弁の中に高齢者支援という意味で

高所作業車のお話なんかも出てきました。高所

作業車兼用運搬車というふうな部分なんかもあ

るのじゃないかなというふうに思ったところで

ございます。 

  ちょっと話題を変えまして、私耳にしたのが、

年のせいかどうかわからないんですが、果樹農

家に非常に腱鞘炎患者が多く出ているようなお

話を聞いておるところでございます。市内には、

さくらんぼどころ寒河江市においてこのような

腱鞘炎患者なんというふうないわゆる農業従事

者はおられないのでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ことしは暖冬で雪が少ないとい

うことで、もう剪定作業が相当進んでいる、始

まっているというふうにも聞いているところで

ございます。剪定作業のみならず、さまざまな

農作業において体をいたわりながら高齢者の皆

さんは取り組んでいただいているところであり

ます。 

  果樹農家の方に腱鞘炎者が多いのではないか

というような御質問でありますが、１人もいな

いかどうかというのはなかなかわかりませんが、

市立病院なりにも御照会をさせていただいたり、

あるいはさくらんぼ部会などにも御照会をさせ

ていただきましたが、その照会させていただい

た範囲内では、残念ながらそういう状況を把握

することはできなかったというところでござい

ます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 そうすると、私のところの耳に

ばかり入ってきたというふうなことになるのか

どうかわからないんですが、「いや腱鞘炎にな

ってよ、あっちこっちの医者さ随分通ってなれ

っす」とこういうふうなお話をいただいたわけ

であります。先ほど高齢農業従事者には、高所

作業車の補助というふうなもので一つの機械名

を言っていただいて高齢支援というふうなお話

がありましたけれども、中にはやはり腱鞘炎と

いうような方もいらっしゃるのではないかなと。 

  機械屋さんに問い合わせましたら、うまいぐ

あいにこんなものがありました。電動剪定ばさ

み、価格税抜き25万円というふうな、いわゆる

疲れをいかに軽減するかというふうな意味では、

こういうものなんかも支援対象にあっていいの

ではないかなというふうに私は思うわけであり

ます。あるいは、高さを維持するためにずっと

手を上げなければならないと。こういうものに

はロボットベストというようなことで、いわゆ

る俗に言うアシストスーツというふうなものが

あるそうでございます。これは価格12万円だそ

うでございます。高いというか手ごろというか、

これは話は別なんですが、こういうものへも支

援の目を向けていただけないかなとこんなふう

に考えているところですが、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほどから申しあげております

とおり、高齢であられても農業に従事されてい
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る方々がいつまでも元気で担っていただけるよ

うに、さまざまな形で御支援を申しあげたいと

いうふうに考えているところでございます。 

  先ほどの電動の剪定ばさみでありますとかア

シストスーツなどの作業の労力を軽減するよう

な補助器具というものについて、確かに毎年毎

年そういう技術の進歩などでさまざまな新製品

も出てくるんだというふうに思います。そうい

う意味でお聞きをしますと、ある程度高額な製

品などについては、できるだけそういう形で支

援についていろいろ高齢農業者の皆さんから話

をお聞きして、補助制度としてなじむかどうか

などについて検討させていただいて、判断をさ

せていただければなというふうに思います。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 大変前向きなお答えをいただき

まして、ありがとうございます。それに値する

かどうかというのは、非常に市長の心一つでは

ないかなというふうに思うところでございます。

やはり65歳、だてに65歳という生産年齢ではな

いというふうに私は感じているんですが、65歳

以上になるとなかなか体力的にはきつい部分が

あると。なってみて、自分も肌身に感じるとい

うふうな気がしているところでございます。 

  ぜひともこの、一つ一つの限定した機種では

なく、いわゆる農業に気概を持って長らく楽し

く、そしていつまでも元気に働けると、こうい

う環境づくりなんかも一つの支援のスタイルか

なというふうなことを考えているわけでありま

す。 

  支援ついでにもう一つ、こんなことなんかも

ひとつお願いしたいなというふうに思うんであ

りますが、これは国道287号線でのお話であり

ますけれども、住所を言いますと寒河江市中央

工業団地内やくわ公園のところの話でございま

す。八鍬字南というふうなところと八鍬郷の目、

大体これの真ん中を通るのが国道287号線、高

松陸橋南側というふうなことでございます。 

  今は河北から行った場合の話を想定しますと、

左側に工業団地、右側に高松駅裏、八鍬郷の目

になります。あそこはお互いに圃場があるんで

すが、陸橋を過ぎると工業団地が眼前に広がる

という地域に圃場を横切るための交差点がある

わけです。ＪＡやすらぎのちょっと手前になり

ます。ここを作業上、どうしても移動しなきゃ

ならないというふうな部分でありますが、農業

作業車、これはトラクターでありスピードスプ

レーヤーでありコンバインであり、なかなかス

ピードはそう速くないと。加えて、最近では

287号線、なかなか輸送トラック等々の車両が

多くなりまして、間断なくスピードを上げた状

態で行き来するわけであります。これを作業の

ためにというふうなことで横断するに、非常に

難儀しているというふうなことであります。 

  そこで、地域の方々よりどうにかならないか

というふうなお話をいただいたのでお話しする

わけでありますけれども、いわゆる農作業用道

の環境を考えてあげるというのも行政ではない

かなというふうなことでございます。 

  位置関係で言いますと、こんな感じになりま

す。〔図を示す〕左沢線跨線橋の、ここを横断

しなきゃならない。こっちが駅裏です。こっち

が工業団地です。そして、圃場がこっちにある

わけです。ここを横断する必要があるんですが、

この工業団地やくわ公園の北側にあるちょうど

ぐあいいい道路幅用地なんかを行き来させても

らえないかというような、こういうお話でござ

います。 

  こういうふうな作業上での移動間の環境なん

かも整備していただくのも高齢農業従事者への

支援ではないかなと、こんなふうに思うんであ

りますが、市長のお考えをお願いしたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、地図で拝見した場所につい

ては、中央工業団地の再拡張事業に関連して平
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成18年度に整備をした中央工業団地やくわ公園

北側のＪＲ左沢線沿いの土地になるわけであり

ますけれども、これは寒河江市の土地開発公社

が将来の道路整備を想定して保有している土地

でございます。この土地を農道に、高齢農業者

の安全な移動のために使用できないかというお

尋ねでありますので、いろいろ現場も市のほう

で見させていただいたりして検討してきたとこ

ろであります。 

  課題としては、先ほど申しあげましたとおり、

土地開発公社の所有地でありますから、そっち

の承諾が要るというのはもちろんであります。

それから、その土地に通行の支障となるような

高圧線の電柱があるということになって、写真

も私は見ましたけれども、そうなっている。そ

れからもう一つは、道路として整備をされてい

る土地ではありませんので、車両の通行に耐え

得る強度があるかどうかなどは、これから調べ

てみなきゃわからんというところがあります。 

  それから、実際つくって利用していった場合

に、その維持補修などについては管理をどなた

がしていくかなどの問題が今の時点では課題と

して考えられるということでありますので、今

後ぜひそういう御要望が強いということであれ

ば、土地開発公社、それから電柱がありますか

ら東北電力、さらにはもちろん関係者の皆さん

といろいろ協議をさせていただいて、課題解決

に向けて検討させていただきたいなというふう

に思っております。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 大変ありがとうございます。非

常に前向きな答えをいただいたなというふうに

感じております。八鍬南地区の農業者になりか

わりまして、御礼申しあげるところでございま

す。ぜひぐあいのいい農道につくり上げていた

だくと同時に、地域住民もその整備に尽くして

いきたいというふうに考えておるところでござ

います。何せ工業団地、国道、耕作地、鉄道、

そして住居地というふうにいろんなものがそれ

ぞれ隣接している場所にあるというふうなこと

で、より安全に作業圃場間移動できるようなも

のにお願いしたいと思います。 

  次の質問に移らせていただきます。 

  合併浄化槽の市町村設置型制度を開始して４

年を経過したと思っているところでございます。

この事業実施地域は、柴橋の一部を除く柴橋地

区、高松地区、白岩地区、醍醐地区とこの４地

区になっていると思っておるところでございま

す。これまでの単独処理浄化槽、合併浄化槽、

排水先は道路側溝であったり土地改良区関連水

路であったりしておりました。 

  土地改良区では、農産物の品質向上のため用

排水路分離工事を進めていて、用水になる水路

への排水は許可できないと言っております。当

初、この市町村設置型合併浄化槽を推進するに、

排水先のない地域には排水管を布設して対応す

るとありました。当初から排水管布設の必要性

のある地域と箇所はどのくらいありましたでし

ょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 工藤議員御指摘のとおり、寒河

江市浄化槽整備事業につきましては、公共用水

域の水質保全と生活環境の向上を目的として平

成24年度から整備を始め、４年目ということに

なっております。排水管については、浄化槽か

らの排水先を確保するために浄化槽整備事業と

あわせて実施をしているところでございます。 

  お尋ねの排水管布設の必要な地域と箇所でご

ざいますが、浄化槽整備区域であります柴橋、

高松、醍醐、白岩の４地区でございます。詳し

く申しあげますと、中郷、松川、木の沢、金谷、

高松、八鍬、鹿島、清助新田、米沢、谷沢、慈

恩寺、日和田、箕輪、新町、中町、上町、麓、

上野、宮内ということで19区域というふうにな

っております。 

○國井輝明議長 工藤議員。 



 - 76 -

○工藤吉雄議員 ただいま伺いました地域には、

当初設置申込みがあった箇所より排水管布設と

するような説明をなされておったように記憶し

ておりますが、そのような事例はありましたで

しょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 平成23年度に制定した排水管整

備計画というものにおきまして、合併処理浄化

槽の設置申請によって排水管の整備が必要とな

った区域、また排水先が全て農業用水路に接続

されている区域などを優先しているところであ

ります。 

  現在もその区域内で合併処理浄化槽の申込み

があった箇所について、順次整備を進めている

というところでございます。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 私のところにも、うちのところ

は農業用関係水路はありますが、なかなか関連

のためのというようなことで、土地改良区に行

ったら許可してもらえなかったというような相

談があったりして困っていた市民を思い浮かべ

るところでございます。今の答弁の中にありま

したように、そういうところを速やかにといい

ますか、優先をもって工事をなされているとい

うようなことで安堵しているところでございま

す。 

  さて、その合併浄化槽ですが、普及の度合い

ですが、私が承知しているところでは水道、初

年度、平成24年は41件、平成25年は56件、平成

26年度は49件とこういうふうに認識していると

ころでございます。平成27年度、３月に入って

年度末とありますけれども、合計で何件ぐらい

の設置数になっておりますでしょうか。伺いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 平成27年度について41基を整備

するということになっております。 

  24年度から27年度までの合計にしますと、先

ほど24年度から26年度まで議員御指摘のとおり

の数字でありますから、４年の合計ということ

で187基になります。 

  また、市で整備した合併処理浄化槽のほかに

寄附採択を受けた合併処理浄化槽が４年間で６

基ありますので、合わせて193基が市で管理す

る市町村設置型合併処理浄化槽というふうにな

ります。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 私はそれぞれの年度のあれを調

べさせていただきましたけれども、合併浄化槽、

毎年予算化しているのが60基ずつというふうに

記憶しているところでございます。４年たって、

四六、二十四、240引く、ただいま伺いました

187基と。これによると大分誤差も出てきてい

るなと。しかし、推進してもそれぞれの世帯の

事情もあろうかとは思いますけれども、若干数

字のずれがあるなというふうに感じているとこ

ろでございます。 

  少しだけちょっと話、別な話になるんですが、

昨年の夏の話になるんですが、道路側溝に排水

された浄化槽排水の濃縮により汚水臭がひどく、

何とかならないかというふうな相談を受けたと

ころでございます。地域の土地改良区役員に相

談して、道路側溝に通水をお願いしたところで

ございます。しかしながら、役員は農業用水と

しての国交省からの許可ですので、農業用水以

外通水はまかりならんと、目的外利用となると

いうふうなことで、国交省より減水にされると、

取水量が減にされるというようなお話を伺った

ところでございます。 

  ならばというふうなことで、浄化槽工事会社

へ伺いまして、においをとる手段はないかと。

例えば活性炭除臭装置とかそういうようなもの

はないんですかと言ったら、「いや、今のとこ

ろ聞いたことがない。濃縮されればにおう」と

こんなふうな話を受けたところでございました。

排水路の悪臭の問題なんかは、これまで受けた
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ことはございませんでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 浄化槽排水の悪臭ということで

苦情というんですかね、相談が年に二、三件、

市のほうにもございます。そういう相談を受け

て調査をいたしますと、大体が単独処理浄化槽

や家庭からの雑排水によるものということであ

ります。排水先となっている側溝の水が停滞を

している。特に、夏場に渇水になって臭気が発

生するなどというのが主な原因というふうにな

っているようであります。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 やはりそういうふうな相談も、

市にも来ておられるというふうなことを理解い

たしました。私のところにも実は２件ありまし

て、市道沿線住宅地の方、県道沿線住宅地の市

民の方より相談を受けたところでございます。 

  私は提案したいのですが、市町村設置型合併

浄化槽制度地域市民にも公共下水道利用地域市

民同様、衛生的で、なおかつ快適な社会生活を

送られるような生活環境の機会を提供してもら

えるような施策をお願いできないかというふう

なことでございます。先ほど上記で伺いました

浄化槽設置工事準備件数より工事件数が少ない

わけであります。こうした予算なんかをお困り

になっている市民への、いわゆる排水管布設工

事への進め方などのお考えにはなられないもの

でしょうか。伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市の浄化槽整備事業計画

では、御指摘のとおり整備目標年間60基という

ことで、それに伴う予算化をしているわけであ

りますが、現実的にはリフォームとか新築など

にくみ取り槽や単独処理浄化槽から市町村設置

型合併処理浄化槽に切りかえるということが多

いわけでありますね。しかしながら、その水回

りの改修というのは、御案内のとおり多額の費

用がかかるなどから、浄化槽の目標60基までに

はなかなか現実的には届いていないというのが

現状であります。 

  議員からはその差の予算について、排水管整

備費に浄化槽整備費から回して、排水管整備の

促進に支援してもらえないかとこういうことで

あります。 

  合併槽の処理申請は年間受け付けているとい

うことがありますので、年度終盤にならないと

どのくらい目標と実績に差が出るかというのが

定まらないというところがありますけれども、

御指摘のような排水管整備率を向上させるとい

うのも大きな目的の一つでありますから、今後

そういうことが可能かどうか検討させていただ

きたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 工藤議員。 

○工藤吉雄議員 ありがとうございます。本当に、

まず今まで計画にないものを検討していただく

と。私は、「検討する」という言葉が、そのま

ま棚上げにするなんていうような言葉ではない

というふうに私は思っているわけでございます。

検討するというふうな言葉の中には、やはり検

討が重なるんだなというふうに理解していると

ころでございます。 

  市道、県道に沿って住宅が建ち並ぶ、これは

私たちの地域では古くからの集落形成のあり方

だと私は考えておるわけでございます。この屋

敷地の隅には、従来より小井戸を掘って流水を

入れ、野菜、農具を洗う、こんな姿が私の小さ

いころ、思い浮かべられるわけでありますけれ

ども、このような水環境を得て潤いを持てる集

落、それを今申しあげましたように今後、排水

管布設によって快適な、衛生的な住みやすい生

活環境を提供するような形につくり上げられる、

その検討を重ねていただけるというふうなこと

に、非常に力強く思うところでございます。 

  ぜひこうした計画が速やかに、一日でも早く

なり得るような政策をお願いしまして、私の一

般質問とさせていただきます。どうもありがと
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うございました。 

 

石山 忠議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号10番について、８番石

山 忠議員。 

○石山 忠議員 本日、最後の一般質問となりま

した。もうしばらくおつき合いいただきたいと

思います。 

  地方の人口減少に歯どめをかけ、大都市圏へ

の人口集中を是正し、地方の活性化を目指す地

方創生。国の重点施策まち・ひと・しごと創生

総合戦略を受け、山形創生総合戦略が策定され、

寒河江市においても昨年10月、さがえ未来創成

戦略が策定されました。 

  希望のある寒河江をつくるために、「さくら

んぼと歴史が育む スマイルシティ 寒河江」

をまちづくりの目標として、第６次寒河江市振

興計画が示されました。一つ一つの課題につい

て意気込みが感じられる計画として、計画の策

定にかかわられた関係各位に改めて敬意を表し

たいと思いますが、昨年９月議会においてお伺

いしたことに沿って計画への理解を深めさせて

いただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

  通告番号10番、第６次寒河江市振興計画につ

いて。新第５次寒河江市振興計画の評価による

課題の捉え方と第６次寒河江市振興計画への反

映について。 

  平成27年９月議会で質問させていただいた新

第５次寒河江市振興計画における66項目の目標

及び７つの重点プロジェクトについての総合評

価について伺いましたが、計画年の途中段階と

しながらも数値目標の66項目のうち42項目は達

成済みあるいは達成見込みとし、残りの24項目

については目標達成の途中段階、重点プロジェ

クトについてはおおむね実現に向かっていると

思うとの御答弁をいただきました。 

  ７つの重点プロジェクトについては、市政運

営の要旨の中で、昨年10月に開催した市民100

人評価委員会でプロジェクトの５年間の取り組

みについて委員の84.8％が評価できると評価い

ただき、心を強くしたと同時に責任の重大さを

痛感していると述べられました。 

  そこでお伺いいたします。新第５次寒河江市

振興計画の評価から数値目標及び重点プロジェ

クトについて、課題をどのように捉えておられ

るのか伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 さきの臨時会で第６次振興計画

を御議決いただいたわけでありますけれども、

新しい計画をつくっていく際は、前計画につい

てやっぱりきちっと分析、検証した上で、その

課題を洗い出して次の計画に対応を検討してい

くというのが基本だろうというふうに思います。

そういう意味で、石山議員から御質問をいただ

いたというふうに思いますが、新第５次振興計

画、66項目の数値目標を設定させていただいて、

重点施策として７つのプロジェクトを毎年100

人評価委員会で評価をいただいて、それを審議

会、さらには議会あるいは市民の皆さんに御報

告させていただいているところであります。 

  先ほど御指摘もありましたが、その66項目の

数値目標について現時点、３月に入りましたか

らそろそろ大分、あとはなかなか動かないとは

思いますが、達成が42項目です。ほぼ達成が７

項目、それから制度改正あるいは景気の動向な

どによって達成が見込めなくなったものが４項

目、そして純粋に達成が見込めないというのが

13項目というふうになっております。 

  達成、ほぼ達成を合わせた割合というのは、

目標全体の74.2％というふうになっております。

そういう意味で、おおむね目標に達成している

のではないかというふうに考えているところで

あります。 

  課題については、どういうものを大きな課題
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としているかということで申しあげますと、や

はり雇用の関係であります。中央工業団地の就

業者数というのを目標に掲げましたけれども、

御案内のとおり地方経済はなかなか先が見えな

い不安定な状況が続いているということもあっ

て、目標達成には至っていないというふうにな

っております。ただ、我々としては寒河江市全

体の雇用というものをやっぱり念頭に置くとい

うんですかね、総合的に見ていくという視点も、

この数値目標はそうではなかったわけですけれ

ども、そういう視点がやっぱり必要なのではな

いかというふうに思います。 

  これは、次の計画の課題になるわけでありま

すけれども、例えば高齢者向けの介護施設など

もこの間、でき上がって、それに伴う新たな従

業員の方の雇用が生まれたり、また民間の保育

所などもいろいろ開設をされたりということで、

福祉分野での雇用も生まれてきているところで

ありますし、また民間のホテルなどができてき

たということによっての雇用なども生まれてい

るところでありますから、その雇用を企業誘致

あるいは工業団地の就業者数のみで捉えていく

ということではなくて、全体的な分野にわたっ

ての雇用の確保にどう対策を練っていくかとい

うのが一つの課題になっているというふうにも

思っております。 

  それから、健康分野でいくとなかなか数値が

目標に届かないというのは、健康診査、がん検

診の受診率でございました。これについては、

やっぱり今後さらに市民一人一人の健康に対す

る意識の醸成について行政として努力をしてい

かなければならないというふうにも感じたとこ

ろであります。 

  それから、農業分野においては、先ほどあり

ましたが紅秀峰の作付面積については当初30ヘ

クタールから50ヘクタールということで、力強

く目標を掲げたところでありますけれども、高

齢化の問題あるいは市場価格がそれほど上がっ

てこなかったなどということによりまして、42

ヘクタールということにとどまっていると。こ

れはもう一頑張りなのかなということになって

おります。 

  それから、重点プロジェクトについては、議

員御指摘にもありましたが、100人評価委員会

において、昨年10月の評価委員会において評価

する、全体としてですね、プロジェクト全体と

して「評価する」「どちらかというと評価す

る」というのが、これも75％になっておりまし

たから、ある程度評価をいただいたのではない

かというふうに思っております。 

  その中で、特に高い評価、施政方針でも申し

あげましたが、「さがえっこ」すくすくプロジ

ェクト、「さがえはつらつ」プロジェクトなど

については、市民の皆さんが実感していただけ

るようなわかりやすい取り組み内容、目に見え

るような取り組みが、高い評価をいただいたの

ではないかというふうに思います。 

  一方、比較的評価が低かった、先ほど申しあ

げた「さがえの雇用」拡大プロジェクト、それ

から長岡山「市民憩いの花咲か山」プロジェク

トなどについては、評価が低かった、「評価し

ない」というパーセンテージよりも「よくわか

らない」「わからない」という回答が多かった

というふうになっておりますので、具体的な取

り組みを市民の皆さんにきちっと伝えていく必

要があろうかというふうに思いますし、もう少

し取り組みがスピード感に欠けていたのではな

いかというようなことで、課題として反省すべ

きことだなというふうに捉えているところでご

ざいます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 ただいまの課題という考え方に

対して、66項目については74.2％と数字的には

高いのかなというふうに思いますし、満足度も

よかったのかなと思いますが、雇用の関係やら、

あるいは健康分野、農業、それに重点プロジェ
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クトについてのそれぞれの課題について御答弁

をいただきました。 

  そこで、この課題を受けまして、第６次寒河

江市振興計画としてどのように取り組まれてい

くのか。施政方針の中で５つの基本政策として

伺いましたけれども、課題と比較する形でお伺

いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 新第５次の課題については、先

ほど御答弁申しあげたのが主な課題ということ

でありますから、それに沿ってお答えをしたい

というふうに思いますが、雇用の関係について

は特に第６次のほうでは若者の移住、定住とい

うものを促進するという観点もありまして、第

６次振興計画の第２章「活力と交流を創成する

まち」の中の「賑わいを生む商工業振興」にお

いて、新たな工業団地の検討も含めて企業誘致

などの雇用拡大につながる取り組みを進めると

いうことにしておりますし、また雇用の安定と

就労環境の充実において再就職を希望する高齢

者、それから子育てで一旦離職した女性が希望

する職種につくことができるような雇用機会の

充実というものを図っていくということにして

おります。 

  これも先ほど申しあげました、あわせて商工

業分野の雇用のみならず、福祉、介護、医療や

サービス分野での雇用についても積極的な取り

組みを進めていく考えでございます。 

  それから、健康診査、がんなど検診の受診率

向上については、第３章「元気に安心して暮ら

せるまち」の中の「健康長寿のまちづくり」に

おいて健診等の健康診査の重要性についてさら

に市民の皆様に理解いただくとともに、引き続

き受診しやすい体制づくりを進めて、健康寿命

を延ばして、生き生きと健やかに暮らせるまち

づくりを進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

  それから、紅秀峰の作付面積の拡大について

は、やはり継続して頑張っていかなければなら

ないということで考えておりまして、第２章

「活力と交流を創成するまち」の中の「魅力あ

る農業振興」において新規就農者の確保や育成

などに力を入れて、紅秀峰の生産体制の強化や

産業の効率化などを進めて、さらなるブランド

化を図っていきたいというふうに考えておりま

す。 

  さらに、６次振興計画では、先ほどは申しあ

げませんでしたけれども、そのほか学力向上の

問題、さらには住宅の耐震化率の向上の課題、

そしてごみ減量化の推進などの課題についても

新しい振興計画の中で鋭意取り組みを進めてい

くということで考えているところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 新第５次振興計画と第６次振興

計画を対比する中で、各章で取り組んでいこう

という施策について御説明いただいたというふ

うに思いますけれども、前にも御答弁いただい

た中でも、後でもちょっと触れますが、市民へ

の情報、よくわからなかったというのが一番行

政としてはつらかったのかなというふうな、つ

らい分野だなというふうに思います。計画があ

っても知られていないというのは、本当に計画

の具現化のために市民の協力が得られないとい

う意味では大変きついのかなというふうに思い

ます。 

  それにあわせて、この市民参加を図るという

努力をしなきゃいけないのですけれども、同時

に前回の一般質問では「寒河江市を外から見て

いる人たちの意見を求めること」の御質問に対

して、「外部から見ている、あるいは遠くから

見ている人などからも寒河江についての意見を

頂戴することは大切だ、そのような場を設けて

いければ」と市長は御答弁されております。そ

の対応についてお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 外部の、外から見ている人たち
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の意見を求めるということについては、非常に

我々の気づかない、あるいは違う視点からの御

意見が伺えるということで、大変そういう意味

では貴重になっていくのかなというふうに思い

ますし、今回の振興計画の策定においては当然

のことながらパブリックコメントなどを実施し

て、広く内外から意見を募集しているところで

ございますし、具体的に直接御意見を伺うとい

うことに関しましては、今回は若い方とか女性

の方からの意見なども聞かせていただくという

ことで、ウーマンズカフェなどの実施をさせて

いただいて、市外在住の方からの御意見も伺い

ました。 

  また、これは市外の方というわけではありま

せんが、若い方ということで成人式などで必ず

しも市内に今は居住している若者ではない方か

らのアンケートなども協力していただいており

ます。 

  それから、日ごろおつき合いさせていただい

ている仙台寒河江会あるいは東京ふるさと寒河

江会などの皆さん、これは必ずしも全く部外者

というわけではなくて、寒河江のファンクラブ、

寒河江、西郡出身の方が多いわけでありますけ

れども、そういった方から総会や役員会、ある

いはこちらに来ていただいてバスツアーなどの

場面を通していろいろ意見交換をさせていただ

ているところでありますし、それから工業団地

に立地をしている誘致企業のトップの方からの

御意見などもお伺いをしているところでありま

す。どちらかというと、寒河江に対するイメー

ジ、寒河江の新たな取り組みなどにいろんなサ

ジェスチョンをいただくということになりまし

たけれども、そういう御意見もいただいている

というところであります。 

  それから、毎年農産物などで東京、大阪など

にトップセールスに行くわけでありますが、昨

年は逆に関東の市場関係者から産地のほうに来

ていただいて、二十数名の方に来ていただきま

して、現場を視察していただきながら、農産物

のみならず幅広い、寒河江、西村山全体の話も

ありましたが、意見交換をさせていただいてい

るところでございます。 

  もちろん観光などで寒河江を訪れた方からも

いろんな意見を頂戴して、また苦言なんかもい

ただいているわけであります。さらに、ことし

はふるさと納税で約５万件の申込みをいただき

ましたから、その方から主に返礼品を通してで

ありますけれども、いろんな御意見をいただい

て、それなどについてもいろんな観光あるいは

農産物の振興などの面で御意見をいただいてい

るというふうに、それを参考にして取り組みを

進めて計画をつくり上げてきたというふうに理

解をしております。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 外部等の意見というものを集約

するためには、トップセールスも相当大きなア

ンテナになっているなと思いますし、入ってく

るお客さんよりも出ていく我々が、市民も職員

も議員も含めてですね、それも大きなアンテナ

を張って寒河江を見るということも大切なこと

だと思いますので、そういう生かし方というも

のはまだまだ深めていただきたいなというふう

に思っています。 

  そこで、振興計画の範囲には、前にも御質問

申しあげましたけれども、従来の方策にとらわ

れない時代の変化を捉えた将来を大胆に予想し

た仕分けが大事だと御質問いたしました。「時

代のニーズ、あるいはこれからの社会の状況な

どを十分想定しながら、検証しながら、新たな

目標設定などについて大胆に考えていくことが

必要だろう」と答えられています。先ほどまで

の答弁の中にも、「当初の見込みよりも状況の

変化等が大分変ってきたということにも対応せ

ざるを得なかった」というような御答弁もあり

ましたけれども、それらをあわせて市長の御所

見をお伺いしたいと思います。 
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○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 新しい振興計画におきましても、

施策ごとに目標指標を設定しています。67項目

を設定しているわけであります。この中で、新

たな分野というんですかね、新たに設定したも

のが40項目、それから新第５次から項目を継続

したものが27項目というふうになっておりまし

て、そういう意味では新たな少し取り組みに指

標をシフトさせていただいたというふうに思い

ます。 

  10年間の計画でありますので、新第５次は５

年間でありましたから、少し思い切って目標設

定をさせていただいたというふうに思っており

ます。 

  若干新たなものを紹介させていただきますと、

１つには教育分野におきまして「英語検定３級

以上を取得している中学校３年生以上の割合を

10年後には50％以上にする」という、今は

36.4％ですね。御案内のとおり、英語教育の低

年齢化とか国際化などに対応できるような人材

の育成という意味で、少し思い切って設定をさ

せていただいたところであります。 

  また、農業分野では、つや姫ヴィラージュの

面積を今は40ヘクタールでありますが、10年後

には100ヘクタールまで伸ばして、文字どおり

紅秀峰とつや姫の里にしていきたいとこういう

ことで考えているところであります。 

  それから、観光分野におきましては、外国人

の観光客、今は大体1,500人ぐらいであります

が、少なくとも倍、3,000人を目指していくと

いうふうにしております。 

  さらに、移住定住促進のためＵＩＪターンへ

の住宅支援による転入者数、10年間で累計

1,000人ということで目標を掲げて取り組んで

いきたいというふうに思います。 

  それから、福祉分野におきましては、認知症

のサポーターを10年間で、今は2,000人ですか

ね、10年間で５倍の１万人にするという取り組

みを進めたいというふうに思いますし、それか

ら特養の入所待機者は解消していくという、こ

れは覚悟を持ってやっていくということにして

いるところであります。 

  いろいろ目標設定をさせていただきましたが、

いずれにしても目標というのは絵に描いた餅で

あってはならないわけでありますので、着実に

実施をしていくということが必要であります。

取り組みの内容についても随時状況を見ながら、

検証を行いながら、その達成に向けて努力をし

ていきたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 続いて、行動計画と個別計画に

ついてお伺いします。 

  第６次振興計画においては、これまでの基本

構想と基本計画を一体化し、計画期間を10年と

し、中長期ビジョンの形でまとめ、５年間を行

動計画とする２層の構成とされました。２層の

構成にすることによって、基本構想と基本計画

を一体的にあらわすことで政策の課題と取り組

む方向が市民によりわかりやすい計画になる、

行動計画については毎年度、進捗管理を行い、

取り組み状況、時々の状況変化を踏まえローリ

ングしていくとしています。 

  そこでお伺いをいたします。行動計画につい

て、５年間をどのように行動するか具体的な取

り組み内容を記載した工程表を設定するとして

いました。振興計画の基本政策体系図では、５

章25節に政策・施策体系として87項目、287の

主な取り組みを目標、指標を示しながら、それ

を受けて投資的事業を主に80項目、重点項目と

して41項目の平成28年度から平成32年度での５

年間の行動計画が示されました。 

  先ほどの市長の答弁とはダブるかもしれませ

んけれども、振興計画を最上位計画としてこの

たび見直しあるいは策定している９つの計画が

あると伺いましたが、この個別計画と行動計画

の整合性を図る上での所感をお伺いいたします。 
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  あわせて、現在計画期間内にある個別計画に

ついても同様にお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 行動計画と個別計画の整合性と

いうことでお尋ねがありましたが、御案内のと

おり振興計画が10年間の計画であります。それ

を前期５年間、後期５年間の２つに分けて、そ

の前期５年間分の行動計画について今回お示し

をしているところであります。ですから、28年

度から32年度までの行動計画というふうになり

ます。 

  その内容については、御指摘のとおり単年度

事業費100万円以上の主に政策的な取り組みを

中心に計画を策定しているところであります。

そういう意味で、ある程度前期計画ということ

にしております。ですから、来年度つくる行動

計画は４年分の行動計画ということになります。

29年から32年までの行動計画ということで。 

  何でここで区切るかというと、基本的に新第

５次のときもそうでありましたが、10年間の長

い計画でありますけれども、やはりいろんな状

況の変化が想定されますので、中間の見直しと

いうのは６次計画の中でも想定をしていかなき

ゃならんというふうにも思っておりますので、

そういう意味で行動計画についても前期と後期、

今回お示ししたのが前期の５年分の行動計画と

いうふうに御理解をいただきたいというふうに

思っているところでありまして、毎年度、内容

は見直しさせていただくということにしている

ところであります。 

  石山議員も御案内かと思いますが、新第５次

までの場合は実施計画ということで、３年間に

ローリングしてきたわけでありますけれども、

ローリング方式ではないにしても内容的な部分

については行動計画と実施計画というのは、期

間とあれは別ですけれども、大体100万円以上

の政策的な事業について計画を、工程表をつく

って取り組みをしていくという部分については、

同じ性格のものなのかなというふうに認識をし

ています。 

  それに対して、個別計画というのは、もちろ

ん振興計画というのは全体の方針なり施策の方

向性などについてお示しをしておりますから、

具体的な内容などについてはやっぱり個別計画

に委ねなければならない。例えば、教育の問題

全般については教育振興計画の中で具体的に、

あるいは詳細に述べていかなければならないと

いうようなところでありまして、それについて

も当然振興計画とリンクさせながら、整合性を

持ちながら、もちろんその具体的な進め方につ

いては行動計画とも当然整合性を持ちながら、

毎年度の事業展開をしていくということになっ

ていくというふうに考えております。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 実は、前回の一般質問をさせて

いただいた際に、行動計画についてはローリン

グというお話が出ましたので、やり方について

お伺いしたいなということでさせていただきま

した。 

  例えば、きょう遠藤議員の質問の中にありま

したように、にしね保育所の充実なんていうの

は、途中で出てくる大きな課題だというふうに

思いますけれども、それを５年の行動計画の中

で１年ごとに、４年になる、３年になるという

進め方ということをお伺いしましたが、それが

また反映されるということであれば、我々も安

心をするというような意味でお伺いをさせてい

ただきました。 

  それから、個別計画のことについてちょっと

触れさせていただきたいのですが、基本計画で

は今市長から答弁がありましたように、全体的

な計画であると。10年間で目指す将来都市像を

描きながら、行動計画によって具体的な施策の

推進を図る工程を設定し、具体的な内容を示す

ということが、今回示された内容で理解するこ

とができました。 
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  個別計画については、振興計画に合わせた、

新たに計画したものをあわせて計画途中のもの、

計画期間中のものと多くの計画がありますけれ

ども、個別計画は法律など制度によって策定を

義務づける計画も多いと思いますが、おのおの

計画策定には多くのエネルギーを費やしており、

簡略化する手だてはないものかなというふうな

思いでおりました。行動計画そのものが充実す

ればするほど、個別計画そのものの具体性とい

うものも屋上屋を重ねるような二重負担になる

のかなという思いがありましたので、もし御所

見があればお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現在策定中の個別計画について

は、都市計画マスタープランや教育振興計画な

ど９つの計画等があるわけでありますが、その

うち法令などにより制定が義務づけられている

のが３つであります。それから、努力規定が４

つ、任意が２つとこういうふうになっているん

であります。 

  石山議員御指摘の点もあるわけでありまして、

その個別計画策定の作業については簡略化、効

率化を十分図りながら進めてきたところであり

ます。９つの中で、地域福祉計画が行財政改革

指針というのも入っているわけでありますが、

この２つの計画等については振興計画の中に取

り込んで、その振興計画の分野の内容をもって

その計画にしているというところであります。 

  また、９つではありませんが、昨年10月にし

たさがえ未来創成戦略の人口減少対策などにつ

いては、６次の計画の中に十分大きく取り上げ

て取り込んでいるというようなところで、でき

るだけ労力の効率化を図りながら進めてきたと

ころでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 基本計画と個別計画の関係につ

きましては、基本計画が最上位であるというこ

とはわかりますが、どちらが先かみたいな部分

も確かに出てくる場面がたくさんあろうかと思

います。個別計画を集約して基本計画をつくる、

あるいは基本計画が出なければ個別計画ができ

ないというようなこともあろうかと思いますけ

れども、相当のエネルギーを使って出てくるも

のが、丁寧になったにしてもいいものになった

にしても同じようなものが出てくるというのは、

やっぱり無駄がかかるのかなと。無駄という言

葉は変かもしれませんけれども、エネルギーを

かけるというのはいかがかなという思いがあっ

て、何とかならないのかなという思いから御質

問させていただきました。 

  次に、市民との共生のための方策についてお

伺いしたいと思います。 

  第６次寒河江市振興計画の策定には、先ほど

市長からも御答弁がありましたように、「地域

ワークショップ、市民アンケートなど多くの市

民からの意見や提案により計画に込められた全

市民の思いに応えられるよう、私を初め全職員

が一丸となり、計画の実現に向けて誠心誠意取

り組んでまいります。地域づくりなどに市民の

皆様から参加していただくことを多く提案して

おります。何といってもこの寒河江市は、皆さ

んが大好きなまちであり市民のみんなのまちで

す。そして、これからも市民一人一人がつくり

上げていくまちでもあります。市民の皆様と市

の「笑顔度」が上がってくればと思っておりま

す」と市政運営の要旨で述べられました。 

  そこでお伺いをいたします。振興計画や個別

計画、行動計画について市民の皆様に十分理解

し教育していただくための手だてについての考

え方をお伺いします。先ほど花咲か山の計画の

話の中でも、知らなかったという非常に計画を

する側にとっては残念なことも言葉としてあり

ました。そんなことから、さらにワークショッ

プなどのほかウーマンズカフェ、成人者、消防

団など多くの意見をいただいた皆様への個別の

取り組みなどについてはいかがでしょうか。お
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伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 石山議員御指摘のとおり、第６

次振興計画の内容などについては、新第５次振

興計画を改定したときにも市報あるいはダイジ

ェスト版などを市民の皆さんに配布して周知を

図ってきたわけでありますけれども、そういう

評価もありますので、より丁寧な取り組みを進

めていかなきゃならんというふうに思っている

ところであります。 

  市報やダイジェスト版をつくるというのは当

然でありますけれども、それ以外にもいろんな

機会を捉えて、例えば生涯学習のまちづくり出

前講座などに対応して、いろんな公民館とか地

域の学習活動の場で周知を図りますとか、もち

ろん市政に関する地域座談会などでも周知をし

ていきたいというふうに思いますし、またこれ

については担当部局あるいは我々幹部だけでな

くて、多くの職員に協力をしてもらっていろん

な機会を捉えて市民の皆さんに周知をしていた

だく努力をしてかなきゃならんというふうにも

思います。 

  それから、御指摘のウーマンズカフェあるい

は消防団、若者、成人者の皆さんなどについて

は、大変御協力をいただいたわけでありますの

で、そういったお礼も含めて個別にでき上がっ

た計画などについて周知を図って、その理解を

深めていくということにしていきたいというふ

うに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 若者と同時に今から若者になる

人、そういう意味でいきますと、例えば農業副

読本等をつくったり、そういうことで子供たち

に寒河江の農業を知らせるというようなことを

取り組んでおられますし、行動計画を５年間と

いうことにしたことによって、「私のまち僕の

まち」といったような副読本形式のまちづくり

の夢、あるいは将来をこういうふうにするんだ

よというような解説本なども今から青年になる

人たち、今からいわゆる寒河江市に住み続けて

もらえる人になるための予備軍といいますか、

そういう子供たちのためにぜひそんな取り組み

ができれば楽しいなという思いがあります。 

  今回の行動計画の中にも、子ども議会の中で

提案されたことを市長は取り組んでくださいま

した。子供たちは大変感激をしているというふ

うに思います。自分たち、私たちの言ったこと

が市政の場に反映される、そういう身近な提案、

あるいは身近な希望を持たせるためには、身近

な行政側の提案といいますか、も必要かなと思

いますので、そういった副読本的な冊子なんか

もできれば楽しいだろうなということを申し添

えたいと思います。 

  次に、佐藤市長は平成21年１月に市長就任以

来、２期８年目を迎えておられます。その間、

市政発展のため市長の重要なマニフェストとも

言える新第５次振興計画を平成23年に策定し、

本市のさらなる発展のためお力を傾注してこら

れました。 

  折しも市長として２期目の最終年になる平成

28年度のスタートに合わせ、第６次振興計画が

動き出します。第６次寒河江市振興計画の目標

実現のため、10年後の将来目標人口３万8,482

人達成のため、最も大事なスタートの期間であ

る行動計画の成果を不動のものとする役目が市

長にはあると思いますが、市長の御所見をお伺

いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 第６次振興計画、本当に多くの

市民の皆さんの英知を結集してでき上がったま

ちづくりの指針でありますから、その第６次振

興計画の実現のために前期の５カ年間の行動計

画を確実に推進していくというのが課せられた

使命であります。 

  ５年間を見据えた中でそのスタートダッシュ

を図るべく、万全を期して平成28年度予算を編
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成したところでございます。始めよければ全て

よしということではありませんが、最初が肝心

だというふうに思います。何としても１年目、

その軌道に乗せていく最善の努力を尽くしてま

いりたいという覚悟であります。 

  議員各位、そして市民の皆様の御協力と御理

解をいただき、「さくらんぼと歴史が育む ス

マイルシティ 寒河江」の実現に向け鋭意取り

組んでまいりたいと考えております。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 先ほどの同僚議員の質問の中で

も、例えば雪フェスタの例をとってもこれから

育て上げていかなければならないイベントや事

業がたくさんありますし、振興計画もそういう

大きなものです。今、市長から出たように、最

初のスタートダッシュ、最も肝心だと思います。

将来の見通しが困難であると思うが、他に誇れ

る振興計画が策定されることを期待しています

と申しあげました。 

  計画が動き出す今からが本番です。計画が見

事に実現されますことを信じ、さらに成果と課

題を十分反映された施策の実現に向けてさらに

リーダーとしての役割を果たされるべきと。目

指すなら日本一、オンリーワンの寒河江市を目

指してほしいということを申し述べまして、私

の質問を終わりたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

 

   散    会    午後３時０４分 

 

○國井輝明議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  御苦労さまでした。 
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   議事日程第３号       第１回定例会 

   平成２８年３月４日（金）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○國井輝明議長 日程第１、引き続き一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

 一般質問通告書 

 平成２８年３月４日（金）                       （第１回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１１ 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

健康長寿で笑顔の

花が咲き誇る魅力

あるまちづくりと

「第６次寒河江市

振興計画」につい

て 

市民生活に深刻な

影響を及ぼすＴＰ

Ｐ（環太平洋経済

連携協定）問題に

ついて 

 

 

（１）地域医療充実と市立病院の地方公

営企業法全部適用による新体制への

移行について 

（２）公共サービスの直営堅持と新たな

行財政改革アクションプランについ

て 

（１）「新自由主義」的な関税撤廃や規

制緩和による市民生活への深刻な影

響と本市農業や商工業分野における

独自の影響額算出・検証について 

（２）市民の生命や健康に格差や不平等

を生み、自己負担も増える混合診療

の解禁や国民皆保険制度の危機につ

４番 

渡 邉 賢 一 

市 長 

 

 

 

 

 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

１３ 

 

市民参加によるス

ポーツイベント推

進について 

いて 

 第４０回さくらんぼマラソンについて 

 

教 育 長 

１４ 

 

１５ 

ふるさと納税につ

いて 

再生可能エネルギ

ー問題について 

 

 今年度実績と新年度に向けた課題につ

いて 

（１）本市における太陽光発電の現況に

ついて 

（２）太陽光発電を初め再生可能エネル

ギー事業の今後の取り組みと課題に

ついて 

１３番 

柏 倉 信 一 

 

市 長 

 

市 長 

１６ 

 

 

 

 

 

１７ 

インフラの維持管

理について 

 

 

 

 

子育て支援につい

て 

（１）市内にあって市の管理下にない樹

木について事故等が発生した場合の

対処について 

（２）集水桝の維持管理について 

（３）農業用水路の安全管理について 

（４）公園の維持管理について 

 保育士の現状と今後の取り組みについ

て 

２番 

古 沢 清 志 

市 長 

 

 

 

 

 

市 長 

１８ 

 

 

１９ 

 

２０ 

 

２１ 

 

公契約制度の導入

について 

 

国民健康保険事業

について 

第６次寒河江市振

興計画について 

市道の橋梁管理に

ついて 

 適正な競争による地域経済の活性化と

サービスの質の向上を図る公契約条例の

制定について 

 福祉としての国民健康保険の運営につ

いて 

 下水道事業の地方公営企業会計への移

行について 

 昨秋に実施した平塩橋の調査について 

１５番 

内 藤  明 

 

市 長 

 

 

市 長 

 

市 長 

 

市 長 

 

 

渡邉賢一議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号11番から13番までにつ

いて、４番渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 おはようございます。 

  社会民主党市民連合の渡邉賢一でございます。 

  初めに、名残雪が降ったり、急にぽかぽか陽

気と暖かくなったり、三寒四温を繰り返してお

りますが、きのうは桃の節句で今月１日から寒

河江雛まつりも始まりました。毎朝、鳥のさえ

ずりも元気に聞こえる季節となって、春の訪れ

を感じさせてくれています。一期一会、また出

会いと別れの春でありますが、私は今の季節が

一番大好きでございます。 

  正月にいただいた新春を祝う賀状に、さくら
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んぼ俳句大会特選を受賞された上山市河崎在住

の先輩、石井浩吉さんからメッセージをいただ

いて特別な思いがございましたので、御紹介を

いたします。 

  受賞作は、「戦なき 七十年や さくらんぼ」、

選者は黒田杏子先生でございますが、この句で

あります。きな臭い世の中だけれども、平和な

社会と山形特産のさくらんぼを守ってほしいと

いう作者の願いが込められております。 

  安倍政権の暴走がとまらない今、特定秘密保

護法の制定や武器輸出、原発の再稼働や戦争法

の強行成立に続き、ついに在任期間中の憲法改

正まで打ち出しております。私は、初心を忘れ

ず、多くの市民の皆さんとともにこうした流れ

に抗していくこと、決意を新たにしているとこ

ろでございます。どうぞよろしくお願い申しあ

げます。 

  今回は、先月策定されました第６次寒河江市

振興計画及び過日御提案のありました新年度予

算案を中心に通告した内容で御質問をさせてい

ただきたいと思います。 

  通告番号11番、健康で笑顔の花が咲き誇る魅

力あるまちづくりと第６次寒河江市振興計画に

ついてでございます。 

  ことしになって、私は永遠の別れとなる告別

式で何と２回も弔辞をささげることになりまし

た。１月27日には同級生が突然亡くなり、２月

29日には近所に住む先輩が急逝しました。そし

て、一昨日、朝日町議会の長岡議長が68歳の若

さで亡くなられたという極めて残念な訃報に接

しました。亡くなられた故人に対し、心から哀

悼の誠をささげますとともに、謹んでお悔やみ

申しあげたいと思います。 

  私は、さきに述べたお二人の御遺族の方と少

しだけお話しすることがございました。119番

通報後、救急隊の方々がすぐに駆けつけてくれ

まして、寒河江市立病院に運んでいただいたと。

既に心肺停止状態であったそうですけれども、

近くの病院で診てもらえたことは、これは本当

にありがたかったとおっしゃっています。 

  休日夜間の初期診療や初期救急への対応を含

めた地域医療の拠点である寒河江市立病院につ

いて、新年度から地方公営企業法全部適用によ

る新体制へと移行される予定でございます。期

待される効果としては、患者数の増あるいは経

費節減や職員の意識改革などが挙げられており

ます。 

  ここで質問ですが、病院経営改善に向けて、

この目的が一般会計からの繰出金を抑えていく

と市長もおっしゃっておりましたけれども、万

一、経営が行き詰まってしまった場合、経営者

である病院事業管理者の責任となるのか、ある

いは市長の責任となるのか、御見解をお聞きし

たいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 既に御案内のとおり、寒河江市

立病院については４月から地方公営企業法の全

部適用に移行するということで、病院事業管理

者を配置して病院経営について当たっていただ

くということにしているわけであります。その

管理者についても、まだ内定の状況であります

が、大方決めさせていただいてその準備をして

いるということでありますが、病院事業管理者

には組織とか人事も含めて、現在の市長の権限

から多くの権限が移るということになるわけで

あります。 

  もちろん、地方公営企業法を全部適用して病

院事業管理者を置くということについては、さ

らに病院経営の柔軟性を高めて、迅速な取り組

みを可能にするということによって、さらに市

民ニーズに応えられる病院の取り組みを促進す

るということ、そのことが結果的に経営にもつ

ながっていくんだろうというふうにも我々は考

えてこういう取り組みをさせていただくという

ことになっているわけでありますが、当然、病

院事業管理者には経営の責任は担っていただく



 - 91 -

ということになるわけでありますが、万が一あ

ってはならないわけなのでお答えしにくいわけ

でありますが、万が一の場合、私が任命をする

ということでありますから、当然のことながら

私の任命責任というものも生じるというふうに

考えているところであります。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 この病院事業会計の予算書を拝

見しますと、現在の病床数125床を保って、今

後市立病院が担うべき地域医療の役割を、そこ

にベースを置くんだというふうなことで予算説

明書にも書いてございます。 

  今後、この地域で市立病院が担うべき地域医

療の役割を決定する自治体病院改革プランや地

域医療構想というものがこれから策定されてい

く予定であります。本来はこうした構想やプラ

ンができて具体的なアクションを起こすべきと

いう御意見もありますし、本当に前後が逆で大

丈夫なのかという不安の声もございます。 

  ここで質問ですが、山形県の地域医療圏の中

で具体的なこの位置づけですね、市立病院とい

うのはどのような医療機関として位置づけをさ

れているのか、それを明確にされているのかお

聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問は、県が予定している山

形県地域医療構想というものを策定する予定で

あります。お聞きしますと、ことしの秋ごろに

そういう構想をまとめられるということであり

ますが、そういう構想の中で寒河江市立病院が

どういう役割を担っていくべきなのか、いく考

えなのかという御質問だというふうに理解をし

ているところでありますが、寒河江市におきま

しては新しい公立病院の改革プランというもの

を28年度中に策定する予定にしているわけであ

りますけれども、これは総務省が昨年３月に策

定をいたしました新公立病院改革ガイドライン

というものがありますが、これによって全国全

ての公立病院において策定が義務づけられてい

るということであります。そういったこともあ

りまして、28年度中に市立病院についても策定

の予定であります。 

  また一方で、先ほど申しあげましたけれども、

山形県地域医療構想、これはその国のガイドラ

インの中にも記載があるわけでありますけれど

も、10年後、平成37年における県内の必要病床

数を推計していく構想をことしの秋に策定する

予定だということであります。そういったこと

と、きちっと我々も県の構想の中でその市立病

院の改革プランも整合性をとっていく必要があ

るというふうに考えているところでございます。 

  この県の構想については、２次医療圏ごとに

必要病床数が推計されるということであります

から、村山で必要病床数がどのくらいかという

ことを37年度を目標にした病床数が設定される

ということでありますから、市、病院ごとに設

定されるというふうには聞いていないところで

あります。 

  そういった中で、村山管内の医療の中で市立

病院がどういう役割をきちっと果たしていける

のかということについて、県の構想の策定が進

められる中で、寒河江市としても連携をとりな

がら、新しく就任される病院事業管理者を中心

にしながらも、我々も一緒になって経営改善の

取り組みとあわせてその改革プランの中で検討

していくということに今予定をしているところ

でございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひ対県とか対総務省への考え

と整合性がとれるように進めていただきたいと

いうふうに思っています。 

  次に、私の妻も県の医療スタッフの一人とし

て働かせていただいております。おかげさまで

30年間、３人の子育てや認知症の母の介護をし

ながら３交代勤務を続けてまいりました。家族

の一人として、真夜中に冬道、雪道で事故を起
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こさないかと、あるいは過労で倒れないかと常

に心配しているところであります。 

  県立４病院も地方公営企業法全部適用となっ

て、以前の人事委員会勧告準拠から経営者との

労使交渉の妥結結果で決定されるこの賃金労働

条件となりました。もう一つの県立日本海総合

病院は、酒田市立病院との経営統合、地方独立

行政法人となりまして、今経営しているわけで

あります。 

  自治体病院は今後、民間病院とも経営統合が

可能になるというふうなことを聞いております

が、今後もそこで働く職員の皆さんが安心して

働き続けられるよう、経営者との労使交渉の結

果もぜひ尊重していただいて、24時間医療現場

で働く労働者をぜひ守っていただきたいという

ふうに思っています。スマイルではありません

けれども、患者さんにつくり笑顔ではなくて、

真心と真の笑顔で接するような、そういう職場

にしていただきたいというふうに思います。 

  ここで質問ですが、市立病院で働く医師や看

護師、薬剤師や検査技師さんなど、あるいは医

療スタッフや事務職員の現在の賃金労働条件が

今後もその水準が守られていくのかどうか、ぜ

ひ守っていただきたいというふうなことも含め

て質問したいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市民のための市立病院でありま

す。医療をつかさどる一番の財産というか資源

というのはやっぱり人材、人でありますね。お

っしゃるように、そういう大変厳しい条件の中

で担っていただいている皆さんが元気に、そし

て仕事をしやすいようにしていくということが

やはり市民のニーズに応えていく原点だという

ふうにも思いますから、確かに４月から病院に

勤務する職員の皆さんには、市長部局の職員か

ら病院企業職員というふうになるわけでありま

すけれども、市の職員としては変わりないわけ

でありますので、給与、それから勤務条件など

についてはこれまでと同様の取り扱いになると

いうふうに思っております。 

  今予定をしている病院事業管理者の方も、大

変免許を持っている方でありますし、女性であ

りますから、そういう意味で女性の視点、特に

女性の多い職場でありますから、働く皆さんあ

るいは患者の皆さんにきめ細かな対応が期待さ

れるのではないかという意味で、大きく環境改

善あるいは接遇向上などにも取り組んでいただ

けるのではないかというふうに考えているとこ

ろであります。 

  そういう意味で、今回の公営企業法全部適用

にして病院事業管理者を設置してスタートする

ということが、さらに市立病院の市民のニーズ

に応えていく病院としてさらに歩んでいける、

再スタートというんですかね、スタートを切れ

るように我々も一生懸命支援をしていきたいと

いうふうに考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。ぜひ病

院事業管理者の方の経営手腕を発揮されつつ、

今後も新たな女性という視点で職場改善につい

ても頑張っていただきたいというふうにお願い

をするところであります。 

  続いて２つ目、公共サービスの直営堅持と新

たな行財政改革アクションプランについてに入

ります。 

  市長就任以降７年間、これまで厳しい財政状

況の中で財政健全化を進めてこられたというこ

とは、市民の皆さんが率直に評価されることだ

と思います。 

  市債残高と実質公債費の比率が平成19年度の

19.4％から28年度見込みでは11.0％まで改善さ

れるということ、ただ一方で、指定管理者制度

の導入や現業部門を中心とした民間委託がどん

どん進められてきたわけであります。 

  市民ニーズは、きめ細やかな行政サービスの

堅持でありまして、これまでどおり、直営によ
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る学校給食や保育所の運営、公共施設全般の運

営を望んでいるわけであります。 

  ここで質問ですが、新たな行政改革アクショ

ンプランとは、行政事務の効率化を一層また進

めていかれるのか、私は行政事務は直営できち

んと責任を持って行うことが基本であると考え

ておりますが、市長の御見解をお聞きしたいと

思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 お答えをしたいと思いますが、

先日も国調の日本の全国の速報値が出ておりま

したが、日本が人口減少時代に入っていくとい

うことであります。そういった中で、経済の大

きな成長も見込めない、また、我々にとっては

そういう財源も限られると。一方で、市民の皆

さん、あるいは社会保障費など、行政需要が多

様化、高度化してきているという状況が見えて

くるわけでありますので、そうした状況の中で

何とかそういうニーズに応えて住民福祉の増進

を図るということを考えますと、法律上、制約

のあるものとか、業務の性質から行政が担うべ

きものと考えているものは除きまして、そうい

うものは当然していかなければなりませんから、

民間のほうが効率的、効果的に目的が発揮でき

るということについては、行政責任というもの

の確保は十分図りつつも、民間に委ねていくと

いうことが必要であるというふうには考えてい

るところでございます。 

  寒河江市におきましても、これまでも民間委

託あるいは指定管理者制度の積極的な活用を図

ってきたところでありますし、例えば保育所の

土曜日の延長保育、さらには図書館の開館日数

の拡大、それからチェリーナさがえの専門性を

生かした積極的な事業展開など、そういった面

でさまざまな効果が得られているというふうに

も認識しているところであります。 

  御案内のとおり、民間の団体、事業者は行政

にはないような柔軟性、それから機動性、多様

な専門性、ノウハウを持っているというふうに

も思いますので、そこは行政と民間の役割をき

ちっと分担するということによって、目的は市

民の質の高いサービスへ向上していくというこ

とにあるわけでありますので、そういったこと

を念頭に置きながら取り組みを進めていきたい

というふうに考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今の御答弁にありました質の高

いサービスを維持するためにも、選択と集中と

いうのはこれからも必要だと基本的には思いま

す。 

  しかしながら、例えばこの委託契約を結んだ

民間業者は、若者の職員採用を諦めて、ＯＢ、

高齢者の再雇用など、臨時職員をふやして、人

件費を何とか削減したり、休日を減らして独立

採算で何とか利益を生み出すために、あらゆる

試行錯誤を繰り返しているような実態もござい

ます。 

  市当局としては、やっぱり本来直営で行うべ

きサービス提供を民間にお願いするということ

もあるわけですが、行政責任を転嫁しないよう

に、そして安上がり、効率化を追求するがゆえ

に過度な民営化を進め、地域経済を結果的に縮

小させてしまうというようなことにならないよ

うにしていただきたいというふうに思っていま

す。 

  ここで質問です。委託するとなれば、委託先

の運営の実績のみならず、私は公共サービスの

質の確保、質的なチェックが大変重要だという

ふうに思っておりますが、現在どのようにされ

ているのか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員の御指摘のとおり、民

間委託を行う際、そのサービス水準の維持、向

上というのは最も基本的な事柄だというふうに

思いますし、そのチェックについてはそれぞれ

委託する内容によって性質が異なりますので、
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おのおのの特性に応じて行っているという現状

にあります。 

  例えば、指定管理者制度を活用している施設

などについては、毎年、事業報告書を求めて、

担当の課が13項目ぐらいにわたりますけれども、

細かいチェックを行います。その行った後に、

寒河江市の公の施設に係る指定管理者審査委員

会というものがありまして、そこで審査を行い、

場合によっては実施の調査や指示を行うという

ふうにもなっているところであります。 

  さらに、例えば保育所におきましては、市が

アンケートを保護者の方に行って、保護者の皆

さんの生の声をお聞きして、どうかということ

でチェックを行っているというふうにもなって

おります。 

  また、業務委託の場合は、小学校給食業務委

託などでは毎日栄養教師による食味の確認、そ

れから校長先生の検食などを行っておりますし、

定期的に教育委員会の管理栄養士が巡回指導な

どを行っているところであります。 

  また、図書館の業務については、ここは市職

員が常駐しておりますので、日常的にチェック

を行っているわけでありますけれども、ほかに

も図書館協議会などによる業務の点検評価、あ

るいは利用者からの声をお聞きして、業務の改

善につなげる仕組みをとっているところでござ

います。 

  そのほかの委託につきましても、それぞれ方

策をとりながら取り組みを進めているところで

ありまして、我々としては、現在のところそう

いう質の低下などについては、ないというふう

に認識をしているところでございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 にしね保育所の予算の関係もあ

りましたけれども、公設民営となって、民営の

サービスの部分についてしっかり私はもっとも

っとチェックをしていただいて、さらに質的な

サービスが向上できるように、チェックだけで

はなくていろんな手法を考えていただければと

いうふうに思っております。 

  次に、公共施設等を計画的に更新、統廃合、

長寿命化を行うための道筋をつくるんだと、あ

るいは市民参加のまちづくりにつながる公共施

設等を有効的に活用する仕組みづくりの道筋な

んだというふうなことで、寒河江市公共施設等

総合管理計画によるその策定が進められており

まして、中身にはコンパクトシティーという言

葉も入っているわけであります。 

  ここで質問なんですが、この計画によって、

地域コミュニティーの核となる集会所とかが万

一廃止されたり統合するなどされれば、また公

共施設の維持管理予算がこれから削減されると

なれば、過疎地域や限界集落と言われるところ

の廃村が一気に進んでしまうというふうに思っ

ておりますので、そうした統廃合については市

民とコンセンサスを大事に進めていくべきだと

いうふうに思います。今、パブリックコメント

ですか、行っていると思いますけれども、市民

の意見をぜひ十分に聞いていただきたいという

ふうに思いますが、市長の御見解をお聞きした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 議員の御指摘のとおり、現在、

市の公共施設等総合管理計画の素案を策定して、

パブリックコメントで募集しているわけであり

ます。今後10年間に多くの公共施設が集中して

更新時期を迎えるということでありますので、

人口減少や財政状況などもあわせて、最も効果

的、効率的な公共施設のあり方について検討し

ていくというふうに考えております。 

  その素案の中に統合とか廃止という非常に刺

激的な言葉が入っているわけでありますが、今

現在、具体的に統合する、廃止するという前提

で計画をつくっているわけではありませんので、

御理解をいただきたいというふうに思いますが、

仮に御質問のように統合、廃止を検討するとい
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うことになった場合には、御心配のようなこと

もありますので、ぜひ我々としてもいろんな角

度からその検討をして、声もお聞きして、慎重

にしていく必要があるというふうに思います。 

  例えば、近隣に同じような施設がないのか、

あるいは教育や防災などのように優先すべきサ

ービスなのかとか、あとは老朽の度合いや耐震

基準の適合など安全性が確保できるのか、維持

するための経費、そしてどれくらいの利用頻度

なのかなどの観点から施設を評価していくとい

うことになりますし、また、地域の中の施設で

ありますから、地域の中でのどういった役割を

今後果たしていくのか、あるいは高齢化が進ん

でまいりますから、高齢者などの生活弱者の方

の利便性の確保をこの施設が担っていくべきな

のかどうか、いけるのかなどについても十分慎

重に検討する必要があるというふうに思います。 

  そういった意味で、とりわけいろんな公共施

設がありますが、地域のコミュニティーの核と

なるような施設については、さらに慎重な取り

扱い、検討が必要であると思っておりますし、

万々が一、実際そういう取り組みをせざるを得

ないなどということになれば、さらに丁寧な説

明、そして地域の皆さん、市民の皆さんの御理

解を受けながら検討していくというふうになろ

うかというふうに思いますが、何度も繰り返す

ようですが、具体的に廃止、統合を予定してい

るような施設は今のところまだ、そういう前提

で計画をつくっているわけではありませんので、

御理解をいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今の市長の御答弁にもありまし

たけれども、災害の際の避難所、特に社会的弱

者の方々の福祉避難所となり得る施設というの

はそんな簡単になくされては困るということも

含めて、ぜひお願いしたいと思います。 

  次に、新年度から導入されるとされる人事評

価制度についてでございます。 

  先行導入した自治体の実態をお聞きいたしま

すと、公務職場におけるこの制度によって、同

期で入った同僚との昇任格差あるいは賃金格差

が拡大するということで、職員のモチベーショ

ンがぐっと低下し、評価する職員の側もされる

職員の側も人間不信に陥ってメンタル不全にな

るケースが多発していることが報告されている

わけであります。どうやって職員の客観的で公

正な評価が公務職場でできるのか、甚だ疑問で

あります。政府が言う統一労働、統一賃金とは

全く逆ではないかというふうに思うんですね。 

  若い職員ほど、市民側を見ずに上司の機嫌を

うかがって仕事をする人が万一ふえたら、市民

にとっては大変不幸なことになってしまいます。

民間の大企業では、こういった制度も見直して、

社員一丸となって目標にチャレンジできるよう

な新制度に移行しているわけでありまして、人

事委員会勧告で勧告された内容だとしても、私

は百害あって一利なし、時代おくれのあしき制

度だというふうに指摘をさせていただきます。 

  ここで質問ですが、新年度から人事評価に入

るというふうなことでありますけれども、かえ

って職員のモチベーションが下がっては意味が

ないというふうに思います。意欲の高い職員の

育成につながるようにすべきだと思いますが、

市長の御見解はいかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員の御指摘のとおり、地

方公務員法改正によりまして、人事評価制度の

実施がことしの４月から義務づけとなっている

わけであります。この人事評価、任免や給与に

活用するだけではなくて、評価者と職員のコミ

ュニケーションを通じてみずからの強み、弱み

を把握して、自発的な能力開発を促すことにも

つなげるという意味で、人材育成にも活用する

ことが大きな目的の一つになっているわけであ

ります。 

  寒河江市におきましては、この人事評価を通
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して市民サービスの向上に資する有能な職員を

育成して、市の行政の組織力の強化を図るとい

うことで、平成26年度から試行して、試しに行

っているところでございます。 

  我々は、当然のことながら、限られた人材で

市民福祉のために努力をしていかなければなり

ませんから、そういう意味で人事評価によって

意欲の高い市職員を育成していくということに

なるわけでありますけれども、そのためには客

観的で公正な評価をするということが重要であ

りますので、寒河江市においては専門の外部講

師を招いた研修、さらには各課長の評価の後に

調整者による評価の目ぞろいなども実施して、

客観性、公平性を高めるよう努めているところ

であります。また、実施に当たりましては、評

価の内容などについて職員労働組合と協議して

進めてまいることにしているところであります。 

  これまで試行してまいりましたが、28年度か

らは全ての職場でこの人事評価を実施するわけ

であります。我々としては、先ほど申しあげた

ような目的に沿って、地方分権の一層の進展、

それから目的は住民の皆さんのさまざまなニー

ズに応えていく、そういう職員を育成していく

ということで、鋭意取り組んでまいりたいとい

うふうに考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今、御答弁がありましたけれど

も、この制度が入って残業がふえたり、職員の

ストレスがふえないようにしていただきたいと

思いますし、試行をしていない病院職場などは

一気に実施に入るというふうなことで、これは

また無理があるというふうに思っておりますの

で、ぜひそういったところも配慮をお願いした

いというふうに思います。 

  次の課題に入ります。通告番号12、市民生活

に深刻な影響を及ぼすＴＰＰ（環太平洋経済連

携協定）問題についてでございます。 

  この課題について、（１）新自由主義的な関

税撤廃や規制緩和による市民生活への深刻な影

響と本市農業や商工業分野における独自の影響

額の算出や検証についてというテーマでありま

す。 

  私は12月議会でこの質問もさせていただいて

おりますけれども、特に市民生活への影響とい

うことについては、年末年始いろんな形で市民

の皆さんから意見を聞く機会がありましたけれ

ども、非常に市民の皆さんは危惧されておりま

す。特に、情報が開示されないとか、具体的な

問題点も明示されなかった、国会が１月４日か

ら開かれたわけですけれども、それでも参議院

選挙前ということでしょうか、なかなか都合の

悪い情報が公開されないというようなこと、昨

年の10月４日の大筋合意の後、ことしに入って

署名までが行われていると。最近の情報では、

今国会で法案を出す予定だというふうなことで

ありました。まさに国民の声を聞かず、アメリ

カの言うことを忠実に聞くという安倍政権によ

る暴挙だと言わざるを得ません。 

  私は、農産物を中心とした本市の農業に対す

る影響について、市長もおっしゃっていました

けれども、農家の生産意欲がなくなっていくこ

とが非常に懸念されるんだというふうなこと、

農業マネーというものが狙われていることから、

農業団体や農村集落についても深刻な影響が危

惧されております。 

  この問題についてどのようにお考えなのかお

聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ＴＰＰの問題、とりわけ寒河江

市の農業に対する影響についてということで御

質問をいただいて、さきの議会でもお答えをい

たしましたが、国のほうでは、去る12月に農林

分野の影響額というものを1,300億円から2,100

億円と見積もっているわけでありますけれども、

前提としては、コスト削減や経営安定対策など

の国内対策や輸出対策の効果によって国内生産
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量はどの品目も減少しないという前提で試算を

しているということでありますが、この試算に

ついてはその前提条件次第で大きく変動すると

いうふうにも思いますし、その試算の前提条件

の是非についてもさまざまな意見が出されてい

るわけであります。 

  国の試算、それから都道府県の試算というも

のも東北では山形県を除く５県で試算をされて

いるということであります。山形県は、御案内

のとおり、政府の試算方法への疑問、試算額が

ひとり歩きするなどの懸念から、当面試算しな

い方針を打ち出しているところであります。 

  我々としては、政府が試算対象、関税10％以

上の農産物ということにしておりますので、主

要農産物のさくらんぼが試算の対象外となって

いるということも考え合わせますと、寒河江市

単独で具体的な影響額はというものを試算する

ということについてはなかなか現時点では難し

いのかなというふうに思います。県も当面しな

いということでありますけれども、いずれ国の

具体的な政策などが出てくればそういう試算も

行われるのではないかというふうに考えており

ますから、我々としては米あるいはさくらんぼ

などの影響というものを大いに懸念をするわけ

でありますから、今後とも県の動向などを注視

しながら、それから市町村それぞれの影響額な

ども違うわけでありますけれども、前提条件と

して同じような条件で試算をしていく、その積

み重ねが県全体の影響額というふうになってい

くんだろうというふうに思いますから、県の動

向なども注視しながら今後検討していきたいと

いうふうに思っているところでございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 半分は理解できるんですけれど

も、やはりその予想額というのは、私はこっち

でも影響額はきちんと算出すべきだと思います。 

  関連して、本市の商工業に対する影響でござ

います。これまた前回も質問させていただいて

おりますが、市内工場の生産現場で製造される

工業製品や商店街で販売される商品や特産物、

特に中央工業団地に誘致した企業が今後競争力

が失われて倒産する企業がふえるのではないか

という懸念、そこで働く労働者の解雇など、非

常にこの影響も大きいと思われますので、今回

の交渉結果では自動車や電気製品などの輸出産

業についても大幅譲歩となったため、メリット

が本当に小さいんじゃないかというふうに伺っ

ております。 

  商工業についての考えをお聞かせいただきた

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 本市の商工業へ影響ということ

でありますが、ＴＰＰの協定、署名後に中央工

業団地の企業の皆さんから意見をお聞きします

と、総じて具体的な動きがないとのことでござ

います。 

  例えば、輸出している企業の方からは、現時

点で具体的な方策が決まっていない、大筋合意

と署名はしたが、法整備など具体的な国の動き

がないために動静を見ているなどという声もあ

りました。また一方、輸出していない企業の方

からは、これまで輸出を行ってこなかったが、

今後海外拠点も視野に入れていくことも必要で

はないかなどという考えもあって、業種によっ

ても見方はさまざまでありますし、どのような

影響があるか、企業のほうでそれぞれ調査、検

討している状況にあるというふうに我々は見て

いるところであります。 

  今後、昨年11月に決定した政策大綱の実行な

ど、これからの国の動向を注視していく必要が

あるというふうに考えておりますし、また、先

ほど総じて企業の皆さんの今の動きなどは渡邉

議員の御指摘のような状況で、なかなか見えて

こないというのがあるわけでありますので、今

後とも引き続き国や県などからの情報収集など

を行いながら、我々としても必要に応じてその
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支援策などについても検討していく必要がある

というふうに考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 次に、（２）市民の命や健康に

格差や不平等を生み、自己負担もふえる混合診

療などが解禁されたり、国民皆保険制度が危機

にあるのではないかという課題であります。 

  これまた前回も質問させていただいておりま

すけれども、先ほど質問した民間病院はもとよ

り、公的病院のもうからない診療科の閉鎖など

も今後起きるのではないかということで、地域

医療への多大な影響も危惧されているわけでご

ざいます。 

  今の医療社会保障制度の問題、この自由化に

よって、あるいは混合診療の解禁によって、市

民の命や健康が守られなくなったら大変なこと

になるということで、市長も前回はそのとおり

というふうなお考えでしたけれども、私は今の

制度をこれからもしっかり堅持すべきだという

ふうに思いますけれども、市長のお考えをお聞

きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ＴＰＰ協定においては、現在公

表されているＴＰＰ政府対策本部の情報により

ますと、我が国の公的医療保険制度のあり方そ

のものに影響を与えるような自由診療、民間医

療保険の拡大、混合診療の自由化、営利企業の

参入等の規定は含まれていないという認識をし

ているところでございます。 

  しかしながら、今後とも国の動向を注視しな

がら情報収集に努めて、御指摘のような国民皆

保険制度の堅持について引き続き国に対しても

さまざまな機会を捉えて働きかけを行ってまい

りたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 アメリカのほうは大統領選挙で

このＴＰＰの問題もいろいろ議会の中でも議論

されているようですけれども、アメリカ国内で

の反対なども今起きておりまして、今後、先行

きが本当に不透明だというふうに思います。た

だ、日本だけが前のめりではないかと評論家も

おっしゃっていまして、そういった件について

も指摘をさせていただきたいと思います。 

  さて、最後の通告番号13番、市民参加による

スポーツイベント推進について、第40回さくら

んぼマラソンについてでございます。これは教

育長にお伺いします。 

  １月末に私は東京都北区が主催する赤羽ハー

フマラソンに参加をしてまいりました。県内で

も、酒田つや姫、米澤上杉藩城下町、山形まる

ごと、天童ラ・フランス、東根はさくらんぼ、

長井フルマラソンなど、めじろ押しであります。

自治体がマラソン大会に力を入れている理由は、

御案内のとおり、単にスポーツ振興だけではな

くて、経済波及効果がはかり知れないものだか

らであります。 

  地域活性化のために、地域の観光資源として

交流事業を開催するに当たっては、ぜひともコ

ース設定や大会運営、イベントのノウハウまで、

天童や山形でしっかりしたアドバイザーの指導

を受けているように、私も今後そういった面か

らも進めていくべきだというふうに思いますし、

予算面でもサッカーくじのｔｏｔｏを有効活用

するなど、積極的な予算になっているわけであ

ります。 

  さて、本市の新コース３年目、第40回の歴史

あるさくらんぼマラソン記念大会の概要、また、

予算の内訳についてどのようにお考えなのかお

伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 さくらんぼマラソン大会の概

要ということで御質問でございますので、お答

えをしたいと思います。 

  議員からありましたように、40回目という記

念の節目となるさくらんぼマラソン大会でござ

いますけれども、ことし６月19日に開催をする
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予定でございます。 

  チェリーナさがえ前を発着地点といたしまし

て、10キロ、５キロ、2.5キロのコースで実施

をする予定であります。 

  ゲストランナーにつきましては、シドニーオ

リンピックの金メダリストの高橋尚子さんをお

招きいたしまして、参加者につきましては昨年

の倍に当たります3,000人を目標として大会を

盛り上げていきたいなと考えております。 

  予算面につきましてでありますが、大会実行

委員会の予算については予算総額が1,426万円、

その収入の内訳といたしましては、主なもので

ございますが、選手の大会参加料が864万円、

市からの負担金ということで554万円、これが

主なものでございます。 

  また、支出の内訳でございますが、参加賞景

品などになりますさくらんぼなどの参加賞経費

であります。これが415万円。それから、記録

の計測、仮設テントのレンタル料、そのほか、

先ほど申しましたゲストランナーの招聘経費、

こういったものなどで大会運営費としますと

884万円。これが主な支出の中身ということに

なります。 

  以上のような概要でございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  全国のランナーですね、非常に40年前の状況

とはまた違ってきておりまして、健常者も障が

い者も含めて、このニーズに応えるためにも、

日本陸上競技連盟公認コースのフルマラソンあ

るいはハーフマラソン大会にぜひバージョンア

ップして、全国規模の大会になるように参加者

をふやしてはどうかという市民の強い意見がご

ざいます。そのために一発どかんと打ち上げ花

火もこれも大事ですし、人気タレントの招聘だ

けではなくて、競技団体が推薦する招待ランナ

ーを呼んで全体のレベルアップを図っていく必

要もありますし、速いトップランナーも、遅く

ても楽しんで走るランナー、あるいは派手なコ

スチュームで走る仮装ランナーにも魅力ある大

会にすべきだというふうに思います。 

  これには道路使用許可や公安委員会の許可な

どの課題はございますが、ぜひとも駅前の中心

市街地をコースにしたり、市内全地域を回るよ

うな一周駅伝コースを使ったり、あるいは４町

を巻き込んでの西村山地区駅伝コースなども使

ってやっていくべきだという声もあります。  

  この大会を支えるためのボランティア、ある

いは沿道で応援する市民とランナーのベストス

マイルのために、ぜひとも御検討いただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えをしたいと思います。 

  本市のさくらんぼマラソン大会というのは、

どちらかというと、タイムを競う競技志向とい

うよりも、誰もが参加しやすくて、さくらんぼ

もあり温泉もあり観光もできる、そういったこ

とで楽しめる大会というそういう特色があるの

かなというふうに思います。 

  昨年の参加者のアンケートでも、次回もぜひ

参加したいというふうに御回答いただいた方が

92％にも上るということで、高い評価をいただ

いているのかなというふうに認識しているとこ

ろであります。 

  そんなことから、今後も日本一さくらんぼの

里さがえにふさわしい大会になるよう、先ほど

議員からもいろいろ御指摘、御提言がありまし

たが、そういったことも踏まえてさらに工夫を

重ねて、地域の活性化につながるようにしてい

きたいなというふうに思っております。 

  なお、ハーフマラソン等のコースの設定につ

きましては、今後、実行委員会あるいは参加者

の御意見等々をお聞きしながら考えてまいりた

いなというふうに思っております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 時間もありませんので、はしょ
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りますが、ぜひ今後そういった面も御検討いた

だきたいというふうに思います。 

  最後になりますけれども、大会のスタート・

ゴール地点をやっぱり陸上競技場にするために、

施設整備がぜひとも必要であると思っています。

特に、今そうしたハード面の整備については、

第６次振興計画に生涯にわたってスポーツに親

しむ取り組みの推進というふうに明記されてい

るわけですが、５年間の今後の予定で屋外スポ

ーツについては残念ながら野球場の内野整備の

みというふうに、非常に市民ニーズとは乖離し

ているのではないかというふうに思われます。 

  ぜひともこのハード面の整備についても予算

をかけていくべきだと思いますし、さらに四季

折々の地域資源を使ってスポーツイベントをい

ろんな面で御検討されてはと思いますが、御見

解をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 さまざまな施設の整備という

ことは非常に考えていかなければならないこと

だと思いますが、先ほどありましたさくらんぼ

マラソン大会に活用するために陸上競技場など

の整備というお話もございますけれども、この

ことについては、昨年の９月議会におきまして

も答弁させていただきましたけれども、今後の

人口減少の問題とか、あるいは財政面などから

いろいろ総合的に検討していく必要があると。

さらに、市民の声をこれからも十分にお聞きし

ながら、今後の課題とさせていただきたいなと

いうふうに考えているところであります。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  市民がこよなく愛し、そして40年間にわたっ

て育て上げてきたさくらんぼマラソンの成功の

ために、私自身も含めて多くの市民の皆さんと

ともに盛り上げていきたいというふうに思いま

すし、今後いろんな課題がありますけれども、

その解決、克服に向けて私も努力をさせていた

だきたい、このことを最後に申しあげまして質

問を終わらせていただきたいと思います。 

  どうもありがとうございました。 

 

柏倉信一議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号14番、15番について、

13番柏倉信一議員。 

○柏倉信一議員 おはようございます。 

  本日は２番手の一般質問ということで、きょ

うは天気も好天のようでございまして、温度も

上がるようでございます。天候に合ったような

爽やかな質問になるように心がけて頑張らせて

いただきたいと思いますので、よろしくお願い

をいたします。 

  早速ですが、通告番号に従い質問に入らせて

いただきます。 

  通告番号14番、ふるさと納税についてであり

ます。昨年12月議会に続いての質問であります

が、昨年春の統一地方選立候補の際、現在、最

大の政治課題は地方創生であり、ふるさと納税

制度の有効活用は地方創生を進める上で大きな

ポイントであると訴えてまいりました。私の公

約の柱であります。公約実現に最大限の努力を

することは、最低限の務めであり、御理解をい

ただきたいと思います。 

  さて、12月議会の答弁では、納税額は５億

6,000万円とのことでしたが、ことし１月10日

のマスコミ報道によれば、昨年末で12億円を超

え、全国19番目との報道がなされました。わず

か１カ月で約６億円の驚異的伸びとなったよう

であります。大変喜ばしいことであります。 

  さて、間もなく年度末を迎えるわけですが、

今年度の実績はどれくらいの数字になる予定か

伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 それでは、ふるさと納税の実績

見込みということでお答えを申しあげたいと思
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いますけれども、今年度、平成27年度、御案内

のとおり、税の控除を受けられる金額の上限が

これまでの約２倍になったこと、さらには確定

申告を行わなくても税の控除が受けられる制度

が新設されて、またさらには、インターネット

からのクレジット決済の手軽さなどもあって、

もちろん寒河江市だけではなくて全国的に寄附

の実績が大幅に伸びているということでありま

す。 

  寒河江市におきましても、平成27年12月末現

在では、先ほど御質問にもありましたが、全国

47都道府県全ての都道府県からいただいて、約

12億円の寄附をいただきましたが、この数字に

ついては、県の市町村課の調査によりますと、

天童市、米沢市に次ぎ、県内で３番目に多い寄

附金額というふうになっているようでございま

す。 

  それで、28年度、これから３月までの全ての

１年間の見込みということでは、14億5,000万

円の寄附を見込んでいるところでありまして、

今議会に補正予算として上程をさせていただい

ているところでございますので、御理解を賜り

たいと思います。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 14億5,000万円ということです

が、大変な数字であり、本当にすばらしいなと

いうふうに思っております。 

  聞くところによりますと、返礼品で人気の高

いはえぬきは、もう農協の倉庫には一粒もない

というようなことで、完売とのことでございま

す。生産農家の方々に話をしますと、異口同音

に、はえぬきを食べてもらえるのは本当にうれ

しいというふうに言っておられます。長年、手

塩にかけて育ててきた農家の方々には感無量と

いったところではないかと思っております。 

  先ごろのマスコミの報道で、はえぬきが日本

穀物検定協会の食味ランキングにおいて22年連

続特Ａ、５段階の評価の中でも最頂点を獲得と

いうようなことで、22年間連続でということで

あります。これは、新潟県魚沼産コシヒカリに

次ぐ歴代２位の記録のようでございます。日本

穀物検定協会の評価方法は、米のおいしさを示

す成分を分析する理化学試験と実際に食べて比

較する食味官能試験で格付をするというふうに

聞いております。 

  このような方法で22年の長きにわたり特Ａを

獲得できるのは、災害にも強い、そしてまた、

安定した品種であるということを証明しておる

んではないかなというふうに思っております。

我が寒河江市が自信を持って勧められる返礼品

だと意を強くしておるところでございます。 

  振興計画の説明を受けた折にも申しあげまし

たが、はえぬきは、つや姫、紅秀峰に匹敵する

寒河江ブランドになるのではないかなというふ

うに思っております。少し横道にそれますので、

きょうはこの件に関しては通告をしておりませ

んので、別の機会に議論をしたいと思います。 

  次に、新年度のふるさと納税は、予算書によ

れば、歳入で10億円、返礼品などの支出総額は

７億5,000万円というふうになっておりますが、

本年度の実績を踏まえると控え目な予算という

ふうになっておるわけですが、この数字の根拠

を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 議員の御指摘のとおり、ブラン

ド米でありますはえぬきを返礼品としたことに

よって、そういうことが大きく貢献をして、27

年度は14億5,000万円の寄附を見込んでいるわ

けでありますけれども、全国的に見ますと、そ

ういうブランド米などを新たな返礼品にしてい

くということについては、寒河江の例を他の自

治体も十分参考にしてきているという状況があ

ります。 

  そういった状況がありまして、施政方針でも

申しあげましたが、今まさに地方創生が自治体

間の競争になっているというところがあります
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が、とりわけふるさと納税については、まさし

く競争になって、それが激化しているというふ

うにも思います。ふるさと納税を専門に取り扱

うインターネット最大手のサイトによりますと、

ブランド米を含む米の返礼品については、取り

扱う種類、商品構成が約2,800種類に及んでい

るというふうな状況でありますから、その中か

ら寒河江市の返礼品を選んでいただくというの

は大変なことでありますね。容易ならざること

になってきている状況があります。 

  確かに全国の皆さんから、はえぬきも、そし

てつや姫も好評いただいているわけでありまし

て、とりわけはえぬきについては、先ほど御指

摘がありましたけれども、22年連続特Ａという

ことであります。つや姫についても６年連続特

Ａとこういうことでありますから、そういう強

みを生かしてさらにほかの返礼品よりも一段上

のところで注目をしていただくということを

我々としてはお願いをしているわけであります

けれども、そういう厳しい競争のもとにますま

す平成28年度はさらされていくということを考

えますと、まずは10億円を目指していくという

ことで想定をさせていただきました。 

  ちなみに、ほかの自治体のことを言うのもあ

れですけれども、天童市におきましても、平成

28年度は20億円ということで、前年度実績より

も低い額を見込んでおられるというふうにも聞

いているところでございます。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 さまざまな角度から分析をされ

た中での予算編成というようなことだと思いま

す。数字の分析というのは非常に難しいものだ

ろうなというふうにも思います。 

  今、市長の答弁の中にもございましたとおり、

寒河江市よりも上位にいる米沢市あたりの中身

を考えさせていただくと、返礼品もパソコンな

どもあるようでかなり人気もあると。当然のこ

とながら、パソコンということであれば、１口

の寄附額も多くなってくるというようなことに

なるわけで、そういう意味合いから考えると、

本当に寒河江になじんだようなというか、本当

の寒河江で生産したものを返礼品ということで

やっておるわけなので、そういう中身を精査し

ていくということも非常に大切なことだろうと

いうふうに思うわけでございますけれども、市

長は特に堅実な市政運営を心がけておられるが

ゆえの予算というようなことだろうと思います。 

  ただ、民間企業的な発想からすれば、高い目

標を設定すること、また、そのハードルに向か

って努力をするというようなことも一つの考え

方ではないのかなというふうに思われるわけで、

そういうようなことも踏まえて、もう少しハー

ドルを上げてもよかったのではないかなという

ふうに思うんですが、再度、市長の見解を伺い

たいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御指摘の点もあろうかと思いま

すが、平成27年度の当初予算では、ふるさと納

税は予算額では１億円を想定していたところで

あります。結果的には14億5,000万円を見込ん

でいるということであります。10億円というの

は、一つの目安というんですかね、そういうと

ころで我々はぜひそれを超えるような納税があ

ればということで、さらに一層努力をしてまい

りたいというふうに考えているところでありま

す。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 別に数字を低くしたから努力し

ないというようなことでは決してないというふ

うに思いますし、それは考え方の問題だろうと。

市民に少し夢と希望というようなことを与える

ということを踏まえると、数字を上げてもよか

ったのではないかなと私なりに思ったところで

す。 

  次に、ことし１月10日の山形新聞に、ふるさ

と納税で寒河江市とかかわりを持ってくれた
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方々ときずなを強くすることが大切であり、年

度内に首都圏で寄附者を対象にした感謝祭を検

討している、このような報道がなされておりま

すが、その後、感謝祭はどうなったのか、また、

寄附者とのきずなづくりについて今後どのよう

な対応を考えておられるのかお伺いをいたしま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ふるさと納税制度、大変ありが

たい制度なわけでありますけれども、この制度

を活用して全国の皆さんに寒河江市の魅力をＰ

Ｒする、そういう効果的な大変チャンスだとい

うふうに我々は捉えているのであります。そう

いった観点から、これまでも中部、関西、九州

地方の都市圏の皆さんからふるさと納税をいた

だいた方々へ、日本一さくらんぼの里からの年

賀状を送付するなど、ＰＲにも努めてきたとこ

ろであります。 

  御指摘のきずなづくりの一環としてイベント

を開催していくというようなことについて、実

は３月下旬に東京都内におきましてふるさと納

税の寄附者などを対象とした寒河江市の魅力を

発信するイベントを予定しております。このイ

ベントでは、観光あるいは物産を提供してＰＲ

をしていくというような予定にしているところ

であります。このイベントを通して観光情報な

ども発信して、また、さくらんぼ狩りなどの体

験型返礼品の追加などにも積極的に取り組んで、

納税していただくのはありがたいわけでありま

すけれども、納税された方、寄附された方が寒

河江市のほうに足を運んでいただくような工夫

ということについても取り組んでいきたいとい

うふうに考えてイベントを予定しているところ

でございます。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 イベントをやられるというよう

な答弁をいただいたわけですけれども、今年度

において特に大都市と、西日本あたりを中心と

して５万件余りの方々との接点ができたという

ようなことでございますので、今後の展開にこ

のたびの大きな財産を有効活用することは本当

に的を射たところだというふうに思いますし、

さまざまな施策に取り組んでいただいて、接点

を築いた方々にアプローチを続けていただきた

いなというふうに思います。 

  今の市長の答弁の中では、交流人口の拡大と

いうようなことも踏まえてイベントを開催した

いということでございましたので、ほとんど私

も全く同感でございます。 

  次に、ふるさと納税を周知する意味で、新年

度の早い時期に市報、ホームページに具体的に

詳細を掲載すべきと考えますが、市長の見解を

伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ふるさと納税、納税された寄附

者の皆さんには大変ありがたく思っているわけ

でありますけれども、それに伴って返礼品など

を提供しているわけでありますが、そういう返

礼品の例えば農産物であれば生産者の皆さん、

それから事業者の皆さんなどから大変御協力を

いただいて、こういう14億5,000万円の成果を

上げてこられたというふうにも思っているわけ

であります。そういう人たちの御協力がなけれ

ばこの事業はうまくいかないというふうに思っ

ておりますから、これまでも市のホームページ

などでふるさと納税の概要あるいは寄附の方法

や寄附の特典などを公表しているわけでありま

すが、御指摘の点なども踏まえて、生産者の皆

さんだけではなくて市民の皆さんにふるさと納

税の制度の趣旨でありますとか、実際今回いた

だく金額の使途、使い道などについてもわかり

やすくお知らせをして、さらなる御理解をいた

だいて、その御理解のもとにまた県外などにい

らっしゃる方、御親戚の方にもお話をしていた

だいて、その輪を拡大していただくようなこと

にもつながっていければなというふうに思って
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おりますので、そういうことに取り組んでいき

たいというふうに思います。 

○國井輝明議長 お待ちください。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時といたします。 

 休 憩 午前１０時５０分  

 再 開 午前１１時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  柏倉議員。 

○柏倉信一議員 答弁をいただきました。 

  当然、私も議員でございますし、いろんな機

会を捉えまして、我が寒河江市のふるさと納税

の状況を報告させていただいておりますけれど

も、農協の出納部会あたりの幹部の方々でもは

えぬきのことは余り御存じではなかったり、ま

た、先般も私の隣組の年１回の慰労会、18軒の

隣組なんですけれども、ございまして、同じよ

うにこのふるさと納税のお話をさせていただき

ました。そうしたら、参加された奥さんにこう

言われたんですね。「私もふるさと納税をしま

した。佐賀牛、とってもおいしかったです。山

形牛もおいしいのですが、私たちは寒河江には

寄附をできないのでしょう」と。こういうふう

に言われまして啞然といたしました。寒河江の

住民でこの寒河江市にふるさと納税ができない

のは公職選挙法に抵触する私たち議員くらいで

すので、今度は寒河江市にぜひお願いを申しあ

げますというふうに言ってきたわけでございま

す。 

  こうした現状も踏まえて、また当然、市長も

当局も市報やホームページへの掲載なんていう

のは当然お考えになっておられることと思いま

すけれども、なかなか浸透しないというような

ことで、リピート、リピートでやっていかない

と大変なのかなと思っておるところであります。 

  そんなことで、まずはふるさと納税の仕組み

というものをわかりやすく説明していただき、

そしてまた、今現在どれぐらい実績を上げてい

るかというようなことも正確に理解をしていた

だく必要があるなというふうに思っています。 

  先般の石山議員の質問にもありましたけれど

も、せっかく花咲山の計画をつくっても、なか

なか周知されていないと。大変もったいないと

いうふうに思います。ましてや、このふるさと

納税の実績なんていうのは、佐藤市政が後世に

残せる金字塔だというふうに思っているわけで、

こうしたことも踏まえておのおのが寒河江をふ

るさとというようなこと、そういう意識を持っ

ておられる親戚縁者、先ほど市長の答弁にもご

ざいましたけれども、声がけをしてもらうと。

また、返礼品を通して寒河江を思い出してもら

う営業マンの役割を担っていただければなとい

うふうに思って、あえて提言を申しあげました。

何せこの４万2,000人の営業マンを抱える可能

性があるというふうに思いますので、ぜひとも

詳細なＰＲというようなことをお願いしておき

たいと思います。 

  次に、通告番号15番、再生可能エネルギー問

題についてでございます。本市における太陽光

発電の現況についてお伺いをしたいと思います。 

  本市では、昨年10月末から下水道浄化センタ

ーにおいてメガソーラーの発電が実施されてい

ますが、予定した総電量目標、実績総電量はど

のようになっているのか、今後の見通しなども

含めてお伺いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市におきます太陽光発電

の現況ということでございますが、寒河江市の

太陽光発電に係る市有施設貸出事業というもの

を設けておりますので、それを活用して浄化セ

ンター敷地内に設置をしていただいて、株式会

社パワーイーネクストのほうから設置をしてい

ただきました太陽光発電施設であります。 

  出力は1,500キロワットのメガソーラーシス

テムであります。昨年10月に発電を開始して、
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東北電力に売電がなされているところでありま

す。同社に確認をいたしましたところ、昨年11

月からことしの２月末までの発電量は約31万

1,000キロワットアワーということで、全て売

電がなされているということであります。 

  当初の計画では、この期間に約29万3,000キ

ロワットアワーの発電を目標としておりました

から、この冬は降雪量も少なくて、目標に対し

て約106％の実績となって、大変良好な結果が

得られているというふうに聞いているところで

ございます。 

  まだ４カ月という稼働期間、非常に短いので、

これからの予測というのはなかなか難しいわけ

でありますが、年間目標が153万6,000キロワッ

トアワーというふうに予定をしているところで

ありますが、その発電量については達成される

のではないかと見通しているところでございま

す。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 今の御答弁ですと、目標の数値

に対して106％というようなことでございまし

た。業者がメガソーラー太陽光発電をやる場合

に、大体予想に対して110％前後ぐらいのとこ

ろを見込んで取り組んでおられるというような

お話を伺っております。そういうふうな中で、

大体冬場ということも踏まえて考えますと、相

当いい数字かなというふうに思いながら承って

おりました。 

  市長の答弁にもございましたとおり、10月末

から始まったばかりというようなことで、これ

から先どういうような数字が出てくるのか、ぜ

ひ注目をしていきたいものだなというふうに思

っております。 

  次に、太陽光発電を実施する上で市としての

大きなメリットに、賃借料あるいは固定資産税

額というふうに思うわけでございますが、歳入

はどれぐらいふえる見込みなのかをお伺いいた

します。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市のメリットということであり

ますが、先ほど議員から御指摘がありましたと

おり、市有地を貸し出しているということで年

間200万円の土地の賃借料をいただくというこ

とになっております。 

  それから、これは28年度からとなりますけれ

ども、償却資産に対する固定資産税が課税され、

これらの収入がふえるということになろうかと

いうふうに思います。 

  そういう金額的な面のみならず、地球温暖化

対策ということで取り組んで、温室効果ガス、

いわゆる二酸化炭素の排出量削減に対する効果

なども大変大きいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 答弁をいただいたわけで、賃借

料は200万円というようなことで、恐らく下水

道事業の中の歳入ということで扱われるのかな

というふうに思います。償却資産に対する固定

資産税もふえるというようなことでございます

し、市長の答弁のとおり、環境問題に対応する

上で、また、土地の有効活用というようなこと

を視野に入れますと、大変いいことだなという

ふうに思いながら答弁を承っておりました。 

  次に、太陽光発電を含め、再生可能エネルギ

ーの事業の今後の取り組みと課題についてお尋

ねをしたいと思います。 

  このたびの太陽光発電は、やはり行政も中に

入った中での事業というようなことで、金銭的

な部分もさることながら、災害時における電力

の確保などの有効活用というようなものを一つ

の大きな目的として考えられるのではないかな

というふうに思うわけで、非常時において、い

わゆる災害等々が発生したような場合にどのよ

うな活用がなされるのか、庁舎であったり消防

であったり、あるいは市立病院等々、いわゆる

公共的な施設の中での対応も含めてお伺いをい
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たしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この施設で発電をした電気の活

用ということになるわけでありますけれども、

先ほど申しあげましたこの市有施設貸出事業と

いうものにおいて、相手方の決定方法としてプ

ロポーザル方式を採用しているわけであります

けれども、この中で災害時における市施設への

電力供給でありますとか、社会貢献策などの提

案をいただいて、その内容も考慮した上で貸し

付け先を決定しているところでございます。 

  今回御提案いただいた内容といたしましては、

災害発生などの非常時に浄化センターに電気を

無償で提供すること、それから環境教育などの

活用について施設の公開あるいは資料提供もし

ていただくということで、これらの項目を基本

協定書に盛り込んで契約を交わしているところ

でございます。 

  御質問では、災害時にその他の市の施設へ電

力供給を行うことはどうかというような御質問

であろうかというふうに思いますが、そういう

ことを想定した場合、当然のことながら、東北

電力の送電線を使用するということになるわけ

でありますけれども、災害発生などによって東

北電力が送電を停止した場合などについては、

その使用するということはなかなかできなくな

るということになることが予想されるというこ

とがあろうかというふうに思います。 

  ただ、今回こういうことに対しては、下水処

理については災害が発生しても不能となるとい

うこと、そういう不安が解消されるということ

になりますので、市民のライフラインの一つが

保障されるということになっていくのではない

かというふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 処理場に関しては無償で電力を

供給していただけるというような答弁をいただ

いたわけですけれども、私なりに太陽光発電を

勉強させていただいたんですが、通常の状態で

メガソーラーで発電した電力を使用するという

ふうになってくると、電力会社から購入する価

格よりも売電価格が高いというようなことで、

通常においてはやはり発電した事業者から使う

というのは、ランニングコスト的に考えても余

りふさわしくないのかなというふうに私も思う

わけですけれども、やはり先ほども申しあげま

したとおり、災害が発生した場合ということに

なってくると、ちょっと考え方を変えなければ

いけないんだろうなというふうに思っておると

ころで、先ほど冒頭で市長の答弁にもあった本

市のメガソーラーの能力というのは、瞬間最大

発電出力が1,500キロワットというようなこと

でございまして、一般住宅に換算すれば約450

世帯分ぐらいの電力を供給できるというような

ことで、大変力強い数字というふうになるわけ

でございますけれども、やっぱりさまざまいろ

いろ自分なりにも勉強させていただくと、現状

の中ではやっぱり蓄電設備に多額の費用もかか

るというようなこともお聞きをしましたし、市

長の答弁にもあったとおり、離れた場所に送電

をしていくというようなことになってくると、

その送電線を確保するのにどうするかというよ

うなこともあるというふうに私もお聞きをしま

した。 

  そのようなことで、法的にも、そしてまたコ

スト的な課題等々、現段階ではさまざまなハー

ドルも高いのかなというふうに思ったわけです

けれども、くどいようですが、やはり行政が取

り組んでいるという事業でございますので、今

後の業界の進展等々も見きわめていただきなが

ら、災害時における活用が可能となるような検

討を引き続き進めていただきたいというふうに

思います。 

  最後の質問になりますけれども、再生可能エ

ネルギー事業については、まず御案内のとおり、

３.11における大事故や政府による各種施策の
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展開で、取り巻く環境は刻々と変化をしており

ます。本市においても、再生可能エネルギー事

業に助成金等も含め取り組みを前向きに検討す

べきと考えますが、市長の御所見をお伺いいた

します。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 再生可能エネルギーの活用促進

ということは、前にも申しあげておりますが、

地球環境の問題なども含めて鋭意取り組んでい

かなきゃならんというふうに思っておりますし、

寒河江市といたしましては、太陽光発電に係る

市有施設貸出事業を実施するとともに、また、

これまでやってまいりました市の住宅建築推進

事業補助金の中で、太陽光発電設備あるいは木

質ペレットストーブなどの設置に対して補助を

行うことができるというふうになっております

ので、一般住宅への導入ということについても

推進をしてきているところでございます。 

  しかしながら、御案内のとおり、太陽光発電

に係る固定価格買い取り制度の買い取り単価と

いうのが大変下落しているわけでありますので、

売電により利益を求めるということが難しくな

っている状況でございます。 

  こういう状況のために、今後は電気を初めと

するエネルギーの地産地消というものを推奨し

て、各家庭や事業者がみずから使用するエネル

ギーをみずからつくり出して利用していくとい

うような方策を検討していかなければならない

というふうに考えております。 

  また、県のほうにおきましては、「やまがた

森林（モリ）ノミクス」として木質バイオマス

発電、さらには木質ペレットなどの燃料供給、

バイオマス燃料機器導入に対する助成事業の拡

大、拡充など、平成28年度事業におきまして一

層バイオマスエネルギーの活用を推進していく

ことにしているところというふうに聞いており

ます。 

  また、風力発電についても、今までは海沿い

の地域ということでありましたが、内陸部にお

いても風力発電の可能性調査に取り組むという

ようなことで、再生可能エネルギーの広範囲な

エネルギーの調査に積極的に推進していくとい

うふうに伺っているところでありますので、寒

河江市におきましても国の制度あるいは県の有

利な制度などを活用して、大いに再生可能エネ

ルギーの導入に向かって積極的に取り組んでい

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 あえてこの事業について質問を

させていただいたのは、これは地方創生の取り

組みにも相当有効ではないかなというふうに考

えて取り上げさせていただきました。 

  何度か市長の答弁の中にもございましたとお

り、ライフラインというふうに言われる電気、

水というものを災害時に確保できるというのは

相当の売りになるというふうに思っております。

電気、水を災害時においても安定供給できるん

だということになれば、少し誇大表現になるか

もしれませんけれども、例えば日本一災害に強

い工業団地とか、日本一安心して暮らせるまち

とかというようなフレーズも前向きに使えると

いうふうに思いますし、企業誘致、人口減少、

大きい意味での対策に貢献できるというふうに

考えて取り上げさせていただいたわけでござい

ます。 

  太陽光発電はもとより、この再生可能エネル

ギー、事業全般について市長の答弁にもござい

ましたとおり、県も相当力を入れて取り組むよ

うでございますので、タイアップをしてぜひ検

討を進めていただきたいものだなというふうに

思います。 

  特に工業団地におきましては、くどいようで

すが、企業誘致には貢献できるものというふう

に思います。現在の工業団地の中でも木質バイ

オマス発電事業なんかを検討しておられるとこ
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ろもあるというふうに聞いております。こうし

た企業に助成金も含めて広い意味での再生可能

エネルギー問題に取り組んでいただきたいもの

だなというふうに思います。 

  総じて、ほとんどきょう私が申しあげたいと

いうような部分に関しては市長に御理解をいた

だきましたようなので、これ以上何も申しあげ

ることがございませんので、これで私の質問を

終わらせていただきます。 

  ありがとうございました。 

 

古沢清志議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号16番、17番について、

２番古沢清志議員。 

○古沢清志議員 公明党の古沢清志でございます。

よろしくお願いいたします。 

  東日本大震災から11日で丸５年となります。

私も当時を振り返ってみますと、山形市落合の

体育館には宮城県、福島県から数千人もの人が

避難され、大変な思いをしているのを目の当た

りにし、私も店にあるおにぎりやパンを持って

いき、ささやかではありますがボランティア活

動をさせていただきました。約２万人もの方が

犠牲になり、改めて哀悼の意をあらわすととも

に、お亡くなりになりました方の御冥福をお祈

りいたします。また、一日も早い復興を祈って

おります。 

  さて、ことし１月23日に子ども議会が開催さ

れ、私も傍聴させていただきました。市民各層

の意見として、こういう場を設けていただきま

して非常にいいものだなと思いました。また、

内容も充実していて、いい意見がたくさん出て

きたと思います。それに伴い、市長、教育長の

誠実な御答弁をお聞きしまして感銘を受けた次

第であります。 

  来年度の予算におきましても、子供たちの要

望が随所に見受けられてうれしく思っておりま

す。これからも子供たちの夢をかなえていって

いただきたいと思います。 

  さて、通告番号16番のインフラの維持管理に

ついてお伺いいたします。 

  市内にあって市の管理下にない樹木について、

事故等が発生した場合の対処について質問いた

します。 

  昨年６月13日に、県が管理する主要地方道天

童大江線の寒河江郵便局の前の街路樹が折れる

ということがありました。幸い、けが人もなく

大事には至りませんでしたが、通学路でもあり、

一つ間違えば大きな事故にもなりかねないとこ

ろでありました。 

  県道の管理は、あくまでも県が管理をすべき

であると思います。しかし、被害を受けるのは、

多くの場合、寒河江市民ではないかと思います。

このような突発的な事故発生を踏まえて、市内

にある市の管理下にない樹木等について、事故

等が起こらないための対応はどのようにされて

いるのかお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 古沢議員から樹木の管理の体制

はどうなっているのかということで御質問をい

ただきました。 

  市内には全体で街路樹というのが5,184本あ

るというふうになっております。そのうち、国

が管理する国道112号線に23本、国道287号を初

めとする県が管理するのが1,611本、残りが市

で管理するということで3,550本、合わせて

5,184本ということで、６割以上が市で管理し

ている道路の街路樹と、こういうふうになるわ

けでありますから、市民の皆さんはこの街路樹

をどこで管理するかということは御存じない方

もいらっしゃるわけでありますので、まずいろ

いろあったときには市のほうに御相談をいただ

くと、市のほうでそういう対応について進めて

いくということで御理解をいただきたいという

ふうに思います。 
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  今回の寒河江郵便局前の街路樹の倒木につい

ては、県道であったわけでありますので、警察

署のほうから県のほうに連絡が行ったというふ

うに聞いております。市のほうでも職員が現場

に参りましたが、幹が折れましたけれども、幸

い、御指摘のとおり、通行人のけが、あるいは

自動車などの被害もなくてほっとしたというん

ですかね、そういう確認をしているところであ

ります。 

  そういうことで、６割が市道に関する街路樹

でありますから、多く市にいろんな相談、連絡

というのが来ることになっています。そして、

市のほうから、県道や国道であれば、速やかに

国であれば国、あるいは県道であれば県の道路

管理者のほうに連絡をするということになって

おります。そういう連絡を受けて、それぞれの

管理者が現場を見て、伐採などの必要性があれ

ばそういう事後処理に当たるということになっ

ているところでございます。 

  今後ともこういう市の管理下以外の街路樹な

どについて事故などが起こらないようにしてい

く対応ということになるわけでありますけれど

も、先ほど来申しあげておりますとおり、国に

おいては道路の維持管理計画というものがあり

ます。県のほうでも道路維持管理実施要綱とい

うものがありまして、日常的に道路パトロール

を行っているわけであります。枝折れとか病害

虫の発生状況でありますとか、樹木の傾斜の異

状など、いわゆる街路樹の健全性が阻害されて

いないかなどを目視によって点検を行っている

というふうになっております。 

  市のほうでも、国や県のマニュアルに準じて

同じように道路パトロールで安全点検をしてい

るという状況であります。市の職員が直接安全

点検を行っていると同時に、樹木管理を委託し

ている事業者の皆さんにもそういう安全管理と

いうものを指導させていただいているというこ

とで、そういう情報については、もちろん市道

についてだけを市の職員が見るわけではなくて、

道路全体を見ていきますから、国道や県道など

についての異状などについても発見をするとい

うことがありますから、まずお互いにそれは国、

県、市で情報を共有していくという、そして活

用していくということにしているところでござ

います。 

  最近、全国的な異常気象などで突風とか竜巻

とか、そういうことがありますから、樹木の倒

木による事故なども発生しやすい気象状況にな

っているのでありますので、それぞれの道路管

理者についてはさらに気を引き締めて安全点検

に努めているところでありますし、今後とも市

のほうでも国や県とも十分協力を行いながら、

よりよい道路環境の確保に努めていきたいとい

うふうに考えております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。未然に

防止して、事故等がないようにお願いしたいと

思います。 

  続きまして、集水ますの維持管理についてお

伺いいたします。 

  次は、市民から相談を受けた内容でございま

す。陵南中学校の付近で道路に少しくぼみがあ

って、雨が降ると通学している中学生に水がは

ねるので、道路のくぼみを補修してほしいとの

相談をいただきました。 

  翌日、明るいときに確認しましたら、くぼみ

もありましたが、車道の両側にある集水ますが

落ち葉で詰まっておりました。水がはねる原因

は、多少のくぼみと集水ますが機能していなか

ったことが考えられます。 

  それから、もう一つ事例があります。昨年７

月22日に大雨が降ったため、翌日被害がないか、

緑町地内を見回したところ、小屋の中から家財

道具を出して乾かしている家がありました。話

を聞いてみると、昨晩道路が冠水し、小屋まで

水が入り、居合わせた方が集水ますのふたにた
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まっている落ち葉を取り除いたら水が引いたと

いうことでありました。小さな落ち葉ですが、

多量に集まれば被害を起こしてしまいます。 

  このように、市道にある集水ますには泥や落

ち葉などがたまっているものもあるのではない

かと思います。ここに手をかけるとなると、町

内会などの協力がないと管理が行き届かないと

思いますが、その方針についてお伺いいたしま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 集水ますの管理ということで御

質問をいただきましたが、先ほど異常気象で突

風やそういう竜巻なんかが多いというふうに申

しあげましたが、もう一つ、やっぱり局地的な

豪雨というものも各地で発生をしている状況で

ありまして、それに伴って雨水、排水による被

害というのがふえているというふうに聞いてお

ります。 

  市におきましても、今後これまで冠水のあっ

た箇所の集水ますを中心に定期的なパトロール

で重点的に点検をするなどの未然の被害防止に

努めていかなければならないというふうに考え

ているところでございます。 

  議員の御質問のように、大雨での集水ますに

よる被害防止、さらには初期対応を行っていく

ためには、先ほど古沢議員のお話にもありまし

たけれども、地域の皆さんから協力をしていた

だくということがどうしても必要になってくる

というふうに考えております。町会ごとにそれ

ぞれ条件あるいは状況などが違うというふうに

も思いますけれども、これまで町会の中で冠水

をした場所でありますとか、地形的に冠水の発

生が予想される箇所などについては、ぜひ情報

を教えていただく、また、いざというときに素

早く情報を伝達する、あるいは交換できるよう

な連絡体制、連絡網の構築などということが必

要でありますし、それにはやっぱり町会の皆さ

んから御協力いただくというようなことが必要

になってまいりますので、この管理の手法のマ

ニュアルなどについてこれから十分検討させて

いただきたいというふうに考えているところで

ございます。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  続きまして、農業用水の安全確保についてお

伺いいたします。 

  昨年の第４回定例議会の折に、新政クラブの

阿部議員が市街地を流れる用水路、排水路につ

いて一般質問しておりましたことと多少ダブる

面があると思いますが、なるべくダブらないよ

うに質問させていただきます。 

  西寒河江駅から陵南中学校あたりにかけて、

二十数年前は航空防除ができるほど広域にわた

る田園地帯でありました。昨今、急激な宅地化

により水田はほとんど見られない状況になりま

した。水田を耕作しているときは、農家の方が

用水路、排水路の泥上げや草刈り等もされてお

りましたが、水田がなくなった途端、水路の管

理をしなくなってしまいました。 

  これまでは受益者がある程度管理をしていま

したが、不必要となると、そこの住民が管理と

いうか負担しなければならないというふうに変

わってきました。水路からは悪臭が漂い、ボウ

フラが湧き、水路に隣接する住宅を購入した人

は、家を買って裏の窓は１回もあけたことがな

いと言っておりました。最近では、デング熱や

ジカ熱といった蚊の媒介による病気も発生して

おります。 

  土地改良区とも密接に関係してくると思いま

すが、市民が安全な生活を送る上で、定期的に

水を流していただけるよう市のほうからも連絡

をとっていただきたいと思います。 

  また、水を流すとなるとお金もかかってくる

と思います。その辺も含めて将来的な課題にも

なると思いますが、水路にふたなども考えとし

てあると思いますが、水路の安全管理について
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お伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 農業用水路の安全確保というこ

とで御質問をいただきました。 

  御指摘のように、宅地化などによって水田が

なくなったり、現在この用水を使用していない

農業用水路などについては、農業用水路として

使用しなくても雨水の排水路の役割も果たして

いるわけであります。そういった意味で、その

地域においてなくすことができないその公共物

というふうになっているというふうに十分認識

をしております。 

  古沢議員からは、西寒河江駅から陵南中学校

にかけてというようなお話がありましたが、そ

この地域のみならず全般的な一般的なお答えを

させていただきたいというふうに思います。 

  御案内のとおり、水路を衛生的に保つ措置と

しては、水を定期的に流す、あるいは乾燥状態

に保つということが必要でありますけれども、

現場の状況に応じて適切な方法はどちらか、ど

ういう方法かということを十分検討する必要が

あるわけであります。 

  水を流すことができる農業用水路については、

住環境向上のため、先ほどの場合ですと、沼川

水環境改善事業として一定水量を通水できるよ

うに土地改良区と協議していかなきゃならんと

いうふうに今考えているところでありますし、

また、水を流すことのできないような農業用水

路について、雨水だけの排水というふうになり

ますから、水たまりができないような適当な傾

斜をつけるということが可能かどうか、調査を

して対応していくことが必要だというふうに考

えているところであります。いずれにしても、

置かれた現場の状況などを見ながらいろんな手

法を考えていきたいというふうに思います。 

  また、水路にふたをかけてみることもできな

いのかというような御質問でありますが、水路

の幅あるいは危険性なども十分勘案して、そう

いうことが可能かどうか、現場に応じて対応し

ていく必要があるということになろうかという

ふうに思います。 

  御指摘の箇所などについては、いろいろ調査

をさせていただきたいというふうに思いますし、

一般的にそういういろんな方法で何とか環境改

善を図っていきたいというふうに思います。 

  しかしながら、我々の取り組みのみならず、

御指摘がありましたが、泥上げとか草刈りなど

についても、地域の皆さんから御協力をいただ

く、あるいは土地改良区などからも御協力をい

ただくということが必要でありますから、それ

ぞれ行政もあわせてその共通の認識というもの

を持ってお互い理解をしながら取り組みを進め

ていくということが何といっても不可欠であり

ますので、ぜひ御理解をいただきながら環境改

善に取り組んでいきたいというふうに考えてお

ります。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  続きまして、公園の維持管理についてお伺い

いたします。 

  町内会等では、地域の公園の維持管理活動に

対して市から謝礼をいただいており、大変感謝

されているようです。しかし、町内会等では、

対応できない高所での樹木剪定作業や防球ネッ

ト、ベンチなどの修繕などについては要望書を

提出しておりますが、なかなか進まない場合が

あるということもお聞きしております。 

  このようなことがありますので、地域にある

公園の維持管理についてお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 公園の維持管理についての御質

問でありますが、市が管理している地域の公園

の維持管理については、基本的には市が行うと

いうことになるわけでありますけれども、もち

ろん利用されている地域の皆さんからのいろん

な形での御協力というものをいただいていると
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いうふうになっております。 

  この維持管理の作業ということになりますと、

高いところでの作業を伴う樹木の剪定、それか

ら大規模な病害虫防除など、さらには地域の皆

さんで対応できないような専門的な作業などに

ついては市で行わせていただいております。 

  また、先ほどもお話し申しあげましたが、草

取り、除草でありますとか、低い樹木の剪定と

いうんですかね、あとはごみ拾いとかトイレ掃

除などは、本当に地域の皆さんから御協力をい

ただいているわけでありまして、そういった御

協力に対して謝礼をお支払いしているというの

が実情であります。 

  それから、いろんな公園に設置をしているブ

ランコなどの遊具でありますとか、フェンスな

どの施設などについても、市のほうで平成24年

度に実施した都市公園遊具等安全点検結果とい

うものがありますが、それに基づいて計画的に

対応しているところでございます。 

  先ほどお話がありましたが、それぞれの施設

などの修繕については、地域の皆さんから要望

書をいただいていて、その要望書に基づいて危

険性の度合いでありますとか、緊急性あるいは

必要性なども十分考慮しながら、総合的に判断

をして対応させていただいているということで

ございますが、先ほど御指摘がありましたとお

り、なかなか要望に応え切れていないというふ

うになっているようでありますから、ぜひでき

るだけ要望に応えられるように、地元の皆さん

からも御協力をいただいて努力していきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。公園に

よりましては切実なところもありますので、ど

うか要望に応えられるようにお願いしたいと思

います。 

  続きまして、通告番号17番の子育て支援につ

いてお伺いいたします。 

  少子高齢化や核家族の進行など、子供や子育

て世帯を取り巻く環境は大きく変化していると

ころであります。保育所の入所申し込みにつき

ましては、特にゼロ歳児の申し込みが年々増加

しているとお聞きしております。また、育児休

暇も思うほどとれないこともあるとお聞きして

おります。若い世代の方々は、仕事をしないと

家計的にも厳しい状況の中にあると思います。 

  そういう状況の中で、市ではゼロ歳児の受け

入れの拡大をするため保育所の整備をしてきた

と思いますが、その状況と今後の取り組みにつ

いてお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市において初めて認可保

育所でゼロ歳児の受け入れを行いましたのが市

立保育所たかまつ保育所で、平成16年度に定員

５名ということでスタートしたところでありま

す。 

  その後、平成23年度にゆりかご子ども園とし

ばはしさくらんぼ子供園が、そして平成27年度

にはさがえさくらんぼ子供園とあおぞら保育園

が、届け出保育施設などから民間立の認可保育

所に移行して、ゼロ歳児の受け入れ枠の拡大と

いうものを図ってきていただきました。 

  現在、この４つの民間立保育所で合わせて50

名のゼロ歳児の受け入れをしていただいている

ところでございます。 

  御案内のとおり、寒河江市におきましても、

核家族化世帯などの増加に伴いまして、ゼロ歳

児を含む低年齢児の保育ニーズが年々高まって

いるところであります。そうした状況を踏まえ

て、平成28年度からは寒河江第二幼稚園を幼稚

園から幼保連携型認定こども園に移行して、ゼ

ロ歳児の児童の受け入れを12名ふやしていただ

くことにしておりますし、また、届け出保育施

設などであります第２さくらんぼ子供園を認可

施設へ移行して、ゼロ歳児を８名ふやしていた

だく。さらに、寒河江やすらぎの里保育園も認
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可施設へ移行して市の受け入れ枠を設けて、ゼ

ロ歳児分は３名ということで、３園合わせて23

名のゼロ歳児の受け入れを拡大していただくと

いうことで対応してきているところであります。 

  これからもゼロ歳児のニーズが高まっていく

と予想されますので、市としてもゼロ歳、１歳、

２歳、低年齢児の受け入れ枠の拡大については

計画的に対応を進めていかなければならないと

いうふうに考えております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  遠藤議員からも保育所のことがありましたけ

れども、やはり当人にしてみると、もうせっぱ

詰まったことがひしひしと伝わってきてまいり

ますので、その辺も保育所の整備をやっておら

れると思いますが、今後もよろしくお願いした

いと思います。 

  以上をもちまして質問を終了いたします。あ

りがとうございました。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５０分  

 再 開 午後 １時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

内藤 明議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号18番から21番までにつ

いて、15番内藤 明議員。 

○内藤 明議員 最後の一般質問になりまして、

午後から１人ばかりでありまして大変恐縮であ

りますが、しばらく時間をおかしいただきたい

と思います。なお、持ち時間を全部使おうなん

ていう考えは毛頭ありませんので、適切な答弁

のほうをよろしくお願いしたいというふうに思

います。 

  通告しておりますそれぞれの課題について市

長に御質問をさせていただきますので、答弁の

ほどよろしくお願い申しあげたいと思います。 

  最初に、通告番号18、適正な競争による地域

経済の活性化とサービスの質の向上を図る公契

約条例の制定について、お尋ねをいたします。 

  公契約条例の制定については、前にも一般質

問で申しあげておりますので、その意味につい

てはそのときに詳しく述べさせていただいてお

りますので、ここでは省略させていただきまし

て、早速質問に移りたいと思います。 

  本市においてもそうですが、地方自治体にお

いて近年、行政目的を遂行するために公共事業

や行政事務等の分野で民間事業者への発注や指

定管理業務委託等によって行われるケースが数

多くなっております。問題は、その際に価格競

争の激化とともに、サービスの質の低下やそこ

で働く人々の低賃金、そして労働条件の悪化等

が全国的に明るみになってきているわけであり

ます。 

  私は、こうした行政関連事業で官製のワーキ

ングプア等は絶対にあってはならないというふ

うに考えておりますし、それぞれの自治体で公

契約条例を制定して、適正な競争によって地域

経済の活性化を図るとともに、サービスの質の

向上を目指すべきと思っております。先日の一

般質問の中で、保育士の賃金についても話題と

なっておりましたが、公契約条例があればそれ

は防げることであります。 

  全国的にこうした経済状況を反映してか、公

契約条例を制定する自治体がふえておりますし、

条例制定への私の思いも日を追って募るばかり

であります。 

  ここで、改めて市長の公契約条例に対する御

見解を承りたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 内藤議員の御指摘のとおり、近

年の行革あるいは構造改革などの進展によって、

全国的にこれまで直営で提供されていたサービ
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ス分野においても指定管理者制度を含む公契約

を通した民間事業者の進出が進んでまいったと

ころであります。それに伴って、労働条件の低

下あるいは公共サービスの質の低下などが課題

として御指摘され始めたということは、十分

我々も認識しているところでございます。 

  こうした課題を解決していくべく、公契約条

例については、平成21年７月１日に国で定めた

公共サービス基本法に基づいて全国的に制定さ

れ始めてきたところであります。現在、全国で

約30の自治体が条例や要綱を規定しているわけ

であります。うち18の自治体が賃金条項を定め

ているという状況にあります。 

  しかしながら、まだまだ多くの自治体では、

実際の労働条件が企画書どおりになっているか、

また、そのチェックをどうするかなどの制度の

運用面における懸念などがありまして、制定ま

で踏み込めないでいるという状況になっている

というふうにも認識しているところであります。 

  寒河江市におきましては、建設工事に係る委

託業務についてダンピングの防止や元請と下請

との関係の適正化、さらに労働者の雇用、賃金

の確保、担い手不足の解消などを目的として、

低入札価格調査制度取扱要綱の改正、さらには

建設工事元請下請関係適正化指導要綱の見直し

などを行って、入札制度の改善を行ってきたと

ころでございます。 

  また、指定管理者制度については、人件費に

係る積算については、ハローワーク寒河江で取

りまとめている職種別の求人求職賃金情報を参

考にするなど、改善に努めてきたところでござ

います。 

  議員が御指摘の適正な競争による地域経済の

活性化と公共サービスの充実を進めていくため

には、引き続き調査を進めながら、公共サービ

スに従事する方々の賃金体系の確立などについ

てはさらに国へ要望するなど、統一的な積算を

行っていく必要があるものと考えております。 

  加えまして、事業者の方々あるいは労働者の

方々の理解が深まっていくような仕組みづくり

というものも大事であろうというふうに思いま

すので、そうしたことに十分配慮しながら、国

の公共サービス基本法の趣旨にのっとって国や

県などへの働きかけを進めながら、引き続き検

討を進めてまいりたいというふうに考えている

ところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 一定の見解が示された後で、そ

の答弁の後でまたさらに深く質問をするという

のはちょっと気が引けるわけでありますけれど

も、先ほど市長が申されましたように、公共サ

ービス基本法が制定されて、これは議員立法で

制定されているわけでありますけれども、その

11条にうたわれてありますけれども、その11条

には官民を問わず公共サービスに従事する者の

適正な労働条件の確保と労働環境の整備に関し

て必要な施策を講じるよう努めるものとすると

いうふうな条文があるわけであります。 

  つまり、私は、先ほど申しあげました公契約

条例などはまさにそのことを具体化するもので

あるなというふうに思っているわけであります。

重ねて言って大変恐縮ですが、そのことも踏ま

えまして今の御見解を承りたいというふうに思

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 そういう法の趣旨を十分踏まえ

て、そういった公契約条例などについて、それ

ぞれの自治体でいろいろ研究、検討を重ねてい

るわけであります。 

  寒河江市におきましても、御答弁申しあげま

したとおり、いろいろ状況を踏まえながら検討

しているわけでありますが、先ほどこれも答弁

申しあげましたが、なかなか全国的に見ると、

まだそういう多くの自治体ではいろいろ制定ま

では踏み込めていない状況にあるというふうに

思っております。 
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  そういった課題は、先ほども申しあげました

けれども、事業者あるいはそこで働く労働者の

皆さんからさらに理解を深めていくような仕組

みづくりというものをなかなか構築していくと

いうことについてさらに検討の余地があるとい

うふうに思っているところでありますので、そ

ういったことにさらに我々としても引き続き検

討を深めながら、基本法の趣旨にのっとって取

り組みを進めていけるように努力してまいりた

いというふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 さまざまな問題があることは承

知をしておりますけれども、今、市長の答弁に

あったようなことも含めてやっぱり自治体側と

して労働者側あるいは経営者側等にも啓蒙を図

っていくというふうなことも重要なことだろう

というふうに思いますので、再度御答弁を求め

ることはいたしませんけれども、さらに御検討

をしていただいて、地域の経済の活性化が図ら

れるようなシステムにしていただきたいなとい

うふうに思っておりますので、さらなる御検討

をお願いしたいというふうに思います。 

  引き続きまして、19番の福祉としての国民健

康保険の運営についてお尋ねをさせていただき

たいと思います。 

  近年、本来国民の命を守るはずの国民健康保

険をめぐって、国保税に起因する滞納や取り立

てなどで生存権を脅かすような事態が広がって

いるとマスコミ等で指摘をされております。 

  国保税については今年度、本市においても増

税がなされ、高い国保税にあえぐ市民の声を多

く耳にしておりますし、滞納状況、あるいは滞

納している市民に対する行政としての対応策が

非常に気がかりであります。 

  そこで、初めにお伺いいたしますけれども、

ここ数年の収納率の推移と今年度の収納率の見

込みの数値を教えていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 収納状況ということでお尋ねが

ありましたので、お答えをします。 

  国保税の過去３年間の収納状況でありますが、

平成24年度が72.04％、平成25年度が72.46％、

平成26年度が72.28％ということであります。 

  また、平成27年度の収納率の状況であります

が、年度途中でありますが、１月末現在で

58.82％になっております。これは、前年同月

比で前年同月が56.81％でありましたので、前

年度を上回って推移している状況というふうに

理解しています。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 収納率が落ち込んでいるんじゃ

ないのかなというふうに心配したわけでありま

すけれども、前年度よりも現在のほうがいいと

いうようなことでありました。大体72％、73％

まで行かないですね、大体そんな推移をしてい

るようでありますけれども、そういう意味では

今年度国保税を上げたから今年度は低くなった

というわけではないようでありますから、そう

いう意味では安堵しておるわけでありますけれ

ども、つまりマスコミ等でなぜそういうふうな

問題が提起されるかというと、やっぱり御承知

のように、収納率によってつまり調整交付金に

差をつける、上げると多くなるような一つのシ

ステムがあるわけでありまして、仕組みがある

わけでありまして、そういうところでやっぱり

各自治体とも頑張っているというか、そういう

ふうになるんだろうなというふうに思っており

ますけれども、ただ、そういうふうなものを続

けていきますと、結果的に生活困窮者を医療か

ら排除するというふうなことにつながるんじゃ

ないのかなというふうな心配があります。そん

な制度を、早くやっぱり助けるというか直すと

いうようなことが重要なことだというふうに思

いますけれども。 

  そこで、次に、保険税の納税が滞納すると、

通常、保険証にかわる短期保険証と医療機関窓
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口で一旦金額を支払う資格証明書の交付がある

わけでありますが、その交付件数の推移と今年

度の交付状況についてお伺いをさせていただき

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 お尋ねの短期被保険証並びに被

保険者資格証明書というのは、毎年８月の被保

険者証の一斉更新の際に、庁内で組織する滞納

措置審査委員会において滞納状況あるいは納税

相談の状況などを審査した上で交付をしている

ところであります。 

  交付の状況でありますが、短期被保険証につ

いては、平成25年度が248世帯、平成26年度が

190世帯、平成27年度は187世帯というふうにな

っております。 

  また、被保険者資格証明書でありますが、平

成25年度については102世帯、26年度は123世帯、

平成27年度は79世帯となっております。 

  納税相談あるいは分割納税による滞納状況を

解消しようというような世帯がふえていること

によって、いずれも徐々に減少している状況に

あるというふうに認識をしているところでござ

います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 市民の納税意識が高いのか、あ

るいは多分生活は厳しいんだけれども迷惑はか

けておれないというふうな気持ちの中でそうい

うことがなされているのだろうなというふうに

思いますけれども。 

  そこで、納税についてはさまざまな税目があ

るわけでありますけれども、全国的に滞納して

いるさまざまな税の中で国保税が一番高いとい

うふうに言われているわけでありますけれども、

それはこのところの雇用形態など、あるいは社

会保険料の負担増などで、滞納者の多くが国保

だけではなくてさまざまな税目で滞納している

というようなことが考えられますけれども、本

市における実態はどのようなものか、おわかり

になれば教えていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国保税の滞納者の実態というこ

とでありますが、主な原因としては、御案内の

とおり、景気低迷による厳しい経済情勢が続い

たことなどから、自営業者の売り上げ減少や廃

業、企業の業績不振に伴うリストラ、退職によ

る収入減少などのほかに、突然の病気やけが、

離婚などによって生活状況が一変したケースな

どがあるようでございます。 

  こうしたことから、国保税以外の税目につい

ても滞納になるケースがあるわけでありまして、

平成28年１月現在の国保税の滞納者については

1,012人ということになっておりますが、その

うち他の税目、市民税や固定資産税、都市計画

税、軽自動車税などの税目も滞納している者は、

うち609人となっているところであります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 さまざまな税目の中で滞納なさ

れている人もおるというような結果だというふ

うに思います。 

  そこで、特に国保税はそういう意味では税額

も高いというようなことがありまして、非常に

大変な状況になっているというふうに思います

が、そうした最大の理由は、何回も私は申しあ

げているので市長も御承知のとおりで、市長も

多分私たちと同じような気持ちだろうというふ

うに思いますが、国の社会保障に対する抑制策

があるわけでありまして、つまり国保に対する

国庫支出金の削減といいますか、1984年までは

約45％、今は約25％しか国庫から入らないよう

な状況になってきているわけでありますね。 

  それで、国保に関しては被用者保険のように

事業主の負担がないわけでありますから、公費

の負担がどうしても欠かせない、絶対に必要な

要件だというふうに私は思っております。私は、

国保は福祉でやるのが究極の目的だというふう

な、そうした原点に立ち返りまして、やっぱり
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国が本来なすべきことでありますけれども、そ

うした状況にないときにはやっぱり行政側とし

て当面は一般会計よりダイレクトに法定外の繰

り入れを行って、先進地に倣いながら市民の負

担を軽減していただくような措置が必要なんじ

ゃないのかなというふうに考えております。 

  これも前に市長の御見解を伺ったことがあり

ますけれども、再度市長の御所見を伺いたいと

思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国民健康保険の運営については、

加入者の年齢構成がだんだん高くなってきてい

る、それからそれに伴って医療費の水準も高く

なっている、一方で所得水準は高くなっている

わけではないというような状況であります。増

加する医療費に対して保険税率が上昇傾向にあ

るというのが、全国的にそういう構造的な問題

だというふうになっているわけであります。 

  そのために、国においても国保の財政運営の

安定化を図るという観点から、医療給付費など

に対する国県支出金のほかに前期高齢者交付金

制度、さらには保険基盤安定制度などを設けて、

国保への財政支援を行っているところでござい

ます。 

  御質問の一般会計からの法定外繰り入れにつ

いては、寒河江市におきましては子供の医療費

無料化等の地方単独事業に対する国の負担金削

減を補塡するという意味で、平成23年度から毎

年2,000万円を、そして昨年度、平成27年度か

らは給付基金の安定化のためにさらに1,000万

円を追加して、合計3,000万円の繰り入れを行

っているところであります。 

  この寒河江市の繰り入れの取り組みというの

は、県内13市を見ますと、御案内かと思います

が、山形市を初め４つの市では行っていない状

況であります。残り９市は行っているわけであ

りますけれども、これを平成27年度の国保の当

初予算に占める割合で比較をしますと、寒河江

市は0.6％ということで県内では最も高い繰り

入れの割合というふうになっているところであ

ります。 

  内藤議員の御指摘のように、本来国で対応す

べき課題だろうというふうにも思いますが、国

においては今年度から保険基盤安定負担金を

1,700億円増額して、平成29年度からはさらに

1,700億円を積み増しして、合計3,400億円の増

とする予定でございます。平成30年度からは国

保の都道府県単位に向けてスタートするわけで

ありますけれども、その財政支援を強化すると

いう方針のようであります。 

  そうした状況でありますので、寒河江市とい

たしましても、今後の国や県の動向を見据えな

がら、さらに収納率の向上に努めていかなけれ

ばなりませんし、また、特定健診の受診率の向

上でありますとかジェネリック医薬品の推進、

さらにはデータヘルス計画に基づく保健事業、

重症化予防の実施など、医療費の適正化のため

の手段をさらに講じて、国保財政の安定化に努

めていきたいというふうに考えているところで

ございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 さまざまな取り組みというのは

大変重要なことだというふうに思いますけれど

も、やっぱり高い税金をできるだけ低く抑える

というのは、私は、それは自治体の長の一つの

使命じゃないのかなと、こういうふうに思って

おります。当然、今、市長が答弁されたさまざ

まな行政としての取り組みはまさにそのとおり

だろうというふうに思いますけれども、これも

前にも申しあげました、もう少しダイレクトに

ぜひ御検討いただきたいなというふうに思って

おります。これはもう答弁はいいです。 

  次に、国保税について、つまり最も所得の低

い人が大変な状況になっているというふうなこ

とがありまして、それぞれ軽減率なんかを採用

しているわけでありますけれども、そうした中
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で滞納者があるとその分がさらに国保税の上に

積み重なるようなことになって、悪循環になっ

ているというふうに言われます。 

  そういうふうな視点で申しあげますと、本市

で採用している国保税の算出根拠としている応

能分の資産割について廃止すべきじゃないかと

いうふうな御見解があるわけでありますが、私

も最近どうもそういうふうな気がしてなりませ

ん。市長の御所見を伺いたいというふうに思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 内藤議員の御指摘のとおり、寒

河江市におきましては、国保税の算定は従来か

らいわゆる４方式をとっており、資産を保有し

ていることによる応能負担分の一つとして資産

割を課税にしているところでございます。県内

でも山形市を除く全ての市町村で採用されてい

るという状況にあります。 

  ただし、この資産割については、収入を生ま

ないのに課税されるということのために、特に

低所得者の方々には負担が重く、廃止すべきで

はないかという御議論があるわけであります。

内藤議員の御指摘のとおりであろうかというふ

うに思います。 

  しかしながら、資産割をなくすということに

なると、残りの所得割、平等割、均等割でその

必要な保険税額を確保していくということにな

りますから、別の面で負担がふえる場合が生じ

てくると。こういうことになるわけですね、資

産がない方にとってはですね。そういうことが

ありますので、ここは慎重に検討していく必要

があるというふうに思っております。 

  一方で、30年度からは県単位で国保運営がな

されるということになって、県が財政運営の責

任主体と、こういうふうになっていくわけであ

ります。県のほうで国保の運営に必要な保険料

の納付金を今度各市町村に割り振るという形に

なります。 

  その際、基準の保険料率及びその算定方式、

つまり４方式にするか３方式にするか２方式に

するか、いずれかを示していくこととされてお

ります。それを受けて、各市町村は被保険者の

急激な負担の変化にならないように、十分配慮

しながら示された保険料を算定方式に近づけて

いくということになるわけであります。 

  そういう意味で、今そういう途中経過であり

ますので、検討の状況なども十分我々のほうで

見据えながら、また、周辺の自治体の状況など

も見ながら、今後、保険料算出方式のあり方に

ついて国保運営協議会などの意見なども十分拝

聴して検討していかなければならないというふ

うに認識をしているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 後ほど広域化についての条件に

ついてもお伺いをいたしますけれども、先ほど

市長も申されましたけれども、つまり資産割に

ついてはいろいろ議論があるところでありまし

て、一つには大きな問題はやっぱり所得のない

人でも資産があれば、所得を生み出さない資産

があるわけですね。売ればお金にはなるんだろ

うというふうに思いますけれども、それによっ

て課税されることによっての状況が新たに生ま

れるということでありますから、さらにまた、

固定資産税は固定資産税ということで支払いを

している、したがって二重課税だというような

議論もあるわけでありまして、それはやっぱり

今後県単位のシステムになればやっぱり検討を

要する必要があるんじゃないのかなということ

を申しあげておきたいというふうに思います。 

  それから、さらに今度県単位になりますと、

どういうふうな扱いになるかわかりませんけれ

ども、例えば固定資産それぞれ、例えば自分が

住んでいる町外、同じ県内の中にあってもお持

ちになっている方があろうというふうに思いま

す。それを名寄せするということになりますと、

それは厄介な仕事になりますので、そういう状
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況も生まれてくるというふうに思いますので、

その備えというか、30年度ですか、2018年度を

境にしてやっぱりさらなる検討をしていただく

ように要請をしておきたいというふうに思いま

す。 

  それで、国保に関する最後の問題ですが、今

申しあげましたように、2018年から税制の運営

主体を都道府県に移すというようなことになっ

ていますけれども、現在の準備状況や見通しな

どについてお伺いをさせていただきたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、平成27年、昨

年５月に持続可能な医療制度を構築するための

国民健康保険法の一部を改正する法律というも

のが成立をして、平成30年度からは国保の運営

が県単位化されまして、都道府県が市町村とと

もに国保の運営を担うということになっており

ます。財政運営については県が責任主体となっ

て、安定的な財政運営や効率的な事業運営の確

保等に中心的な役割を担っていただくというこ

とになっております。そして、都道府県内の統

一的な国保運営方針を示して、市町村が担う事

務の効率化、標準化を推進するということにな

っております。 

  具体的には、県が県全体で必要となる医療費

を算定して、そのために必要な保険料を納付金

として市町村に通知するということになります。

市町村ごとの納付金は、医療水準や所得水準を

もとに県が決定するということになっておりま

すけれども、これを積算するためのシステムに

ついては現在国において開発中であり、ことし

の秋ごろまでには完成の予定だというふうに伺

っているところであります。 

  また、各市町村においては、県から通知され

る納付金を納付するために必要となる保険料率

を算定して、被保険者に賦課、そして徴収する

ということになるわけでありますが、保険料率

の具体的な検討に入っていくのは平成29年度か

らになるものというふうに認識をしているとこ

ろでございます。 

  また、被保険者の資格管理あるいは保険給付、

ヘルス事業等、住民に身近な事務については引

き続き市町村が担うということになりますので、

これは関係機関団体とも十分連携を強化して取

り組んでいく必要があるというふうに思います。 

  まだ動き途中でありますので、今後とも国、

県の動向を注視しながら情報収集に努めて、国

保運営の県単位化が円滑に移行できますように

適切に対応していきたいというふうに考えてお

ります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 続きまして、通告番号20、下水

道事業の地方公営企業会計への移行についてお

尋ねをさせていただきます。 

  下水道事業の公営企業会計への移行は、水道

事業を見ればさほど問題はないものというふう

に思われますけれども、私は基本的には市民サ

ービスの向上を図ることこそ重要なことだとい

うふうに考えております。 

  会計方式が変わることによって、総務省で掲

げるような経営の健全化や透明性の向上が図ら

れるということは私には考えにくく、経営の健

全化や透明性は現行制度でも十分図られている

のではないのかなと、こういうふうに思ってお

ります。 

  そこで伺いますが、そうした会計への移行に

よってどのようなメリットがあるのか、御答弁

をいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 下水道事業の地方公営企業会計

への移行に伴うメリットということであります

が、下水道事業、高度経済成長とともに整備が

進められてまいりました。普及率を高めていく

ということに主眼を置いて取り組まれてまいり

ましたから、今の現金主義による単式簿記を採
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用している官公庁会計を採用してきたわけであ

りますけれども、それでもさほど不都合はなか

ったというふうに思います。御指摘のとおりだ

というふうに思いますが。 

  しかし、現在その環境等の整備もある程度一

段落をして、逆にまた施設の老朽化に伴う更新

投資などがふえてきております。また、人口減

少に伴う料金収入などが減少していくというこ

とが見込まれる中で、御指摘のような下水道事

業、必要な住民サービスを将来にわたって安定

的に供給していくための方策、いわゆる運営管

理、経営といった視点の必要性に迫られてきて

いるというふうに思っているところであります

ので、そういった状況を踏まえて現在の施設と

いうものを資産として捉え、現状を把握し、再

整備の時期を認識して、その資金を経営の中か

ら見出していくということが必要になってきて

いるんだというふうに思っているところであり

ます。 

  現在の官公庁の会計ではこれになかなか対応

できないということがありますので、経営管理

に主眼を置いた企業会計へ移行する必要性が生

じてきているというふうに認識をしているとこ

ろであります。 

  企業会計によりまして、資産や負債、収益と

費用などが整理されていくということになりま

すから、経営状況が今よりもさらに明確になっ

て、総合的な事業管理を行うことができるとい

うふうになります。さらに、損益計算などによ

りまして使用料の対象原価が明らかになってま

いりますので、適切な下水道使用料の算定が可

能というふうになっているところでございます。 

  国におきましては、平成26年６月24日の閣議

決定におきまして下水道事業などに対して企業

会計を促進することが決定されておりまして、

御指摘のとおり、総務省から適用に向けたロー

ドマップというものが示されて、人口３万人以

上の自治体が行う下水道事業などについては平

成27年度から平成31年度までの期間に公営企業

会計に移行するというふうにされているところ

であります。 

  寒河江市におきましても、そうした動きを受

けて対応していく考えであります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 今の市長の答弁の中にもあった

わけでありますが、その企業会計システムに移

行することによって損益計算書が出たり、ある

いはその中での料金の算定が可能になるという

ようなことで、そこで私はまた一つ心配するわ

けでありますけれども、つまりそうした企業会

計への移行ということで、企業としてのつまり

独立採算制が求められるんじゃないのかなとい

うふうに思っております。 

  そうしますと、効率的なところにはつまり投

資はするけれども、余り効率的ではないところ

には投資をしない、つまり整備は進みにくくな

るんじゃないのかなと、こういうふうな一方で

の懸念があります。 

  また、その会計方式によりますと、当然複式

簿記というふうになるわけでありますから、伝

票の処理あるいは事務の煩雑さ、こういうこと

が生じるなどデメリットも出てくるというふう

に思いますけれども、そうしたことに対する市

長の御見解を伺いたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 メリットもあればデメリットも

多いのではないかというような御指摘かと思い

ますが、複式簿記、さらに伝票処理などについ

てはやっぱり一時期的に業務量が増加するとい

うことが見込まれております。また、複式簿記

会計などについては専門的な知識が必要となる

というふうに思います。また、移行していくた

めの事務には、時間、労力、費用というものが

必要になってくるというふうに思っているとこ

ろでございます。 

  しかしながら、寒河江市役所の中でも水道事
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業所などは既に企業会計を導入しているところ

がありますから、そういったところからいろい

ろ情報収集、聞く、研修するあるいは教育をす

るということが必要だろうというふうに思いま

す。少し時間がないわけではありませんので、

この移行期に問題が生じないように努力をして

いかなければならないというふうにも思います。 

  また、独立採算制が、一層そういう視点が強

くなるのではないかというような御指摘であり

ますけれども、もっと端的に言えば、一般会計

からの繰り出し、繰り入れが減るのではないか、

変わるのではないかというような御指摘かと思

いますけれども、そういったことについては、

我々としては公営企業への移行後においても、

基本的には一般会計からの繰り入れについての

考え方というのは変わるものではないというふ

うに認識をしているところであります。公営企

業の経費の中でも非常に企業としての負担をさ

せるのが適当でないものの経費、あるいは公益

性が強い部分、あるいは災害対応経費などにつ

いては、当然のことながら、一般会計で負担を

すべきものというふうに法にも記載されている

わけでありますので、基本的には一般会計から

の繰り入れについての考え方は特に変わるもの

ではないというふうに思っております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 大体はわかりました。 

  なお、そうした会計移行する際にはいろいろ

検討を含めていただいて、例えば公営企業会計

方式のガイドラインというようなもの、例えば

健全経営化に向けたさまざまな指数あるいは数

値目標等を作成していただいて、経営の健全化

に向けた一つの羅針盤といいますか、そういう

ものをやっぱりお示しをいただきたいなと、こ

ういうふうに思っているところでありますが、

御見解があれば承りたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々としては、平成31年までの

計画期間に沿って取り組みを進めていっている

わけでありますので、そういった期間の中で御

要望のありました点などについても検討をさせ

ていただいて、適正に円滑に移行が進むように

努めてまいりたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 それでは、最後に通告番号21番、

昨秋に実施した平塩橋の調査についてお尋ねを

させていただきたいというふうに思います。 

  平塩橋のかけかえということでは、市の重要

事業として国や県に対して要望されております

し、また先般、新平塩橋建設促進期成同盟会と

いうようなものも設立をされて、市長において

は積極的に取り組みをなされているということ

でありまして、地元の住民の一人といたしまし

ても心からなる感謝を申しあげさせていただき

ながら、一刻も早く着工をしていただきたいな

というふうな希望を持っているところでありま

す。 

  そこで、平塩橋の現況についてお尋ねをしま

すが、昨年の10月だったというふうに記憶して

おりますけれども、平塩橋の長寿命化の調査が

行われたというふうに言われておりますけれど

も、その調査内容について伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 端的にお答えを申しあげたいと

思いますが、平塩橋の調査についてであります

が、御案内のとおり、平塩橋は昭和35年に架設

をされまして、橋の長さが120メーター、幅4.5

メーターのコンクリート橋で、供用後55年を経

過している橋でございます。昨年10月29日に点

検を実施したところでございます。 

  点検の内容についてですが、専門的な調査を

要することから、山形県の建設技術センターに

点検、診断を依頼して、県の橋梁点検要綱に基

づいて点検車によって橋全体について近接目視、

それから触診、打音などによって腐食、ひび割

れ、塗装の状況、漏水など24項目について点検
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を実施し、健全かどうかということを診断して

いただいたものでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 24項目について点検と診断をし

ていただいたというようなことでありますが、

次に、それではその調査結果はどのようなもの

だったのでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 橋の健全性というものを診断し

ていただきましたが、４段階に区分された健全

度で言いますと、上から２番目でありまして、

予防保全の段階ということで、具体的には多少

のひび割れや腐食などが見られるものの、橋の

機能に支障が生じているものではないため、５

年後の次期定期点検までは補修の必要がないも

のと判断されているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 地元の議員としては、喜んでい

いのか、ちょっと複雑な心境でありますが、そ

ういう意味では困りましたなと、こういうふう

に思っているんですが、いや、ここをかけかえ

なくちゃならんというふうな結果が出ますと大

変いいことだなというふうに思っておったんで

すが、非常に複雑な気持ちでありますが、ただ、

いずれにしましても、こうした調査は調査とし

て、結果は結果でございますから、安心して渡

れるというようなことであろうというふうに、

いいように解釈をさせていただきたいなという

ふうに思っているわけでありますが、最後にこ

うした調査結果を受けて今後の対応についてお

伺いをさせていただきたいというふうに思いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今回の点検結果は申しあげたと

おりでありますけれども、これから市による点

検、それから法に定める５年ごとの定期点検と

いうものを継続して、橋梁の安全性、それから

安心の確保というものに努めていかなければな

らないというふうに思います。 

  平塩橋については、先ほど５年間は補修の必

要は特にないというような診断でありましたが、

ただ、重車両は通れないわけでありますから、

そういう意味で車線を広げるということになっ

たとしても現在の橋梁はその重さに耐えられな

いということになっていますから、そこら辺の

話はまた次の展開というふうになるんだろうと

いうふうに思っているところでございます。 

  御指摘のように、昨年10月に新平塩橋の整備

促進期成同盟会というものを設立をさせていた

だいて、昨年12月24日に県に対して要望活動を

行ったところでございます。さらに、ことしに

入りまして１月13日、吉村知事と語ろう市町村

ミーティングという中で、地元平塩の区長さん

のほうから直接知事に対して要望がされたわけ

であります。知事のほうからは、要望を受けと

めて、寒河江市と一緒になって考えていかなけ

ればならないと思っているという、以前よりは

比較的前向きな御回答をいただいているところ

であります。 

  我々としても引き続き県のほうの理解をいた

だけるように要望活動を積極的に展開しながら、

早期整備実現に向けて努力を進めていきたいと

いうふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 新平塩橋の建設に向けて御努力

をいただくというようなことであります。ぜひ

さらに力を込めて御努力をいただきたいなとい

うふうにお願いを申しあげたいというふうに思

っておりますが、期成同盟会、せっかく設立を

されたわけでありますから、さらに広いような

形で対応をしていただければなというふうに思

っております。 

  できれば、あの辺の近くに期成同盟会による

看板なんかも設置をしていただくとなお効果が

上がるんじゃないのかなというふうに思ってい

るわけでありまして、そうした幅の広い取り組
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みもぜひお願いをして、私の質問を終わらせて

いただきたいと思います。 

  ありがとうございました。 

 

   散    会    午後１時５５分 

 

○國井輝明議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  御苦労さまでした。 
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平成２８年３月７日（月曜日）第１回定例会 

 

○出席議員（１５名） 

   １番  國  井  輝  明  議員     ２番  古  沢  清  志  議員 

   ４番  渡  邉  賢  一  議員     ５番  伊  藤  正  彦  議員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  議員     ７番  太  田  芳  彦  議員 

   ８番  石  山     忠  議員     ９番  阿  部     清  議員 

  １０番  沖  津  一  博  議員    １１番       登 代 子  議員 

  １２番  工  藤  吉  雄  議員    １３番  柏  倉  信  一  議員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  議員    １５番  内  藤     明  議員 

  １６番  杉  沼  孝  司  議員 

○欠席議員（１名） 

   ３番  佐  藤  耕  治  議員 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 委 員 長  児 玉 憲 司  
選挙管理委員会 
委 員 長 

木 村 三 紀  農業委員会会長  菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

森 谷 孝 義  下 水 道 課 長  原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

秋 場 礼 子  商工振興課長  松 田   仁  
さくらんぼ観光 
課 長 

阿 部 藤 彦  健康福祉課長  佐 藤 浩 之  高齢者支援課長 

竹 田   浩  子育て推進課長  小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長 

軽 部 賢 悦  水道事業所長  土 屋 恒 一  病 院 事 務 長 

山 田 健 二  学校教育課長  荒 木 信 行  生涯学習課長 

大 沼 孝一郎  監 査 委 員  安孫子 和 広  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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   議事日程第４号       第１回定例会 

   平成２８年３月７日（月）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第 ４号 平成２７年度寒河江市一般会計補正予算（第６号） 

 〃  ２ 議第 ５号 平成２７年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

 〃  ３ 議第 ６号 平成２７年度寒河江市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ４ 議第 ７号 平成２７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 〃  ５ 議第 ８号 平成２７年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ６ 議第 ９号 平成２７年度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号） 

 〃  ７ 質疑 

 〃  ８ 予算特別委員会設置 

 〃  ９ 委員会付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員は３番佐藤耕治議員であ

ります。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第４号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、議第４号平成27年度

寒河江市一般会計補正予算（第６号）から日程

第６、議第９号平成27年度寒河江市立病院事業

会計補正予算（第１号）までの６案件を一括議

題といたします。 

  

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第７、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いいたします。 

  初めに、議第４号平成27年度寒河江市一般会

計補正予算（第６号）に対する質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第５号平成27年度寒河江市国民健康

保険特別補正予算（第５号）に対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  次に、議第６号平成27年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第７号平成27年度寒河江市介護保険

特別会計補正予算（第３号）に対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第８号平成27年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計補正予算（第１号）に

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第９号平成27年度寒河江市立病院事

業会計補正予算（第１号）に対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

予算特別委員会設置 

 

○國井輝明議長 日程第８、予算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  議第４号については、議長を除く15人を委員

に選任して構成する予算特別委員会を設置し、

これに付託の上、審査することにしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第４号については、議長を除く15

人を委員に選任して構成する予算特別委員会を

設置し、これに付託の上、審査することに決し

ました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第９、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります委員会付託案件表のとおりそれぞれ所

管の委員会に付託いたします。 

 

 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件 

厚生文教常任委員会 
議第５号、議第６号、議第

７号、議第８号、議第９号 

予算特別委員会 議第４号 

 

 

   散    会    午前９時３３分 

 

○國井輝明議長 以上で、本日の日程は終了しま

した。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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平成２８年３月９日（水曜日）第１回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  國  井  輝  明  議員     ２番  古  沢  清  志  議員 

   ３番  佐  藤  耕  治  議員     ４番  渡  邉  賢  一  議員 

   ５番  伊  藤  正  彦  議員     ６番  遠  藤  智 与 子  議員 

   ７番  太  田  芳  彦  議員     ８番  石  山     忠  議員 

   ９番  阿  部     清  議員    １０番  沖  津  一  博  議員 

  １１番       登 代 子  議員    １２番  工  藤  吉  雄  議員 

  １３番  柏  倉  信  一  議員    １４番  木  村  寿 太 郎  議員 

  １５番  内  藤     明  議員    １６番  杉  沼  孝  司  議員 

○欠席議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 委 員 長  児 玉 憲 司  
選挙管理委員会 
委 員 長 

木 村 三 紀  農業委員会会長  菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

森 谷 孝 義  下 水 道 課 長  原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

秋 場 礼 子  商工振興課長  松 田   仁  
さくらんぼ観光 
課 長 

阿 部 藤 彦  健康福祉課長  佐 藤 浩 之  高齢者支援課長 

竹 田   浩  子育て推進課長  小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長 

軽 部 賢 悦  水道事業所長  土 屋 恒 一  病 院 事 務 長 

山 田 健 二  学校教育課長  荒 木 信 行  生涯学習課長 

大 沼 孝一郎  監 査 委 員  安孫子 和 広  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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   議事日程第５号       第１回定例会 

   平成２８年３月９日（水）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 議第 ４号 平成２７年度寒河江市一般会計補正予算（第６号） 

 〃  ２ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第 ４ 議第 ５号 平成２７年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

 〃  ５ 議第 ６号 平成２７年度寒河江市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ６ 議第 ７号 平成２７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 〃  ７ 議第 ８号 平成２７年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ８ 議第 ９号 平成２７年度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号） 

 〃  ９ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １０ 質疑・討論・採決 

 

日程第１１ 議第１０号 平成２８年度寒河江市一般会計予算 

 〃 １２ 議第１１号 平成２８年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃 １３ 議第１２号 平成２８年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃 １４ 議第１３号 平成２８年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算 

 〃 １５ 議第１４号 平成２８年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃 １６ 議第１５号 平成２８年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃 １７ 議第１６号 平成２８年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃 １８ 議第１７号 平成２８年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 １９ 議第１８号 平成２８年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 ２０ 議第１９号 平成２８年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 ２１ 議第２０号 平成２８年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 ２２ 議第２１号 寒河江市情報公開条例及び寒河江市個人情報保護条例の一部改正について 

 〃 ２３ 議第２２号 寒河江市行政不服審査会条例の制定について 

 〃 ２４ 議第２３号 寒河江市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について 

 〃 ２５ 議第２４号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２６ 議第２５号 寒河江市職員の退職管理に関する条例の制定について 

 〃 ２７ 議第２６号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２８ 議第２７号 寒河江市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 

 〃 ２９ 議第２８号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正に

ついて 
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日程第３０ 議第２９号 寒河江市まちづくり寄附条例の一部改正について 

 〃 ３１ 議第３０号 寒河江市固定資産評価審査委員会条例等の一部改正について 

 〃 ３２ 議第３１号 寒河江市いじめ防止対策の推進に関する条例の制定について 

 〃 ３３ 議第３２号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ３４ 議第３３号 寒河江市歯と口腔の健康づくり推進条例の制定について 

 〃 ３５ 議第３４号 寒河江市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について 

 〃 ３６ 議第３５号 寒河江市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

 〃 ３７ 議第３６号 寒河江市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定について 

 〃 ３８ 議第３７号 寒河江市立病院事業の地方公営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について 

 〃 ３９ 議第３８号 寒河江市立病院事業の管理者の給与等に関する条例の制定について 

 〃 ４０ 議第３９号 寒河江市立病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定について 

 〃 ４１ 議第４０号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

 〃 ４２ 議第４１号 平成２７年度寒河江市立病院事業会計資本金の額の減少について 

 〃 ４３ 請願第１号 奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める請願 

 〃 ４４ 質疑 

 〃 ４５ 予算特別委員会設置 

 〃 ４６ 委員会付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第５号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前９時５５分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第５号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、議第４号平成27年度

寒河江市一般会計補正予算（第６号）を議題と

いたします。 
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予算特別委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第２、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。石山予算特

別委員長。 

   〔石山 忠予算特別委員長 登壇〕 

○石山 忠予算特別委員長 予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告として審査の経過と結

果について御報告申しあげます。 

  本委員会に付託なりました案件は、議第４号

平成27年度寒河江市一般会計補正予算（第６

号）であります。 

  ３月７日、委員15名中14名出席のもと委員会

を開会し、議第４号を議題とし、質疑に入りま

したが質疑もなく、各分科会に分担付託し審査

することにいたしました。 

  各分科会の審査の経過については、本日再開

されました委員会で詳しく報告されております

ので省略させていただきますが、各分科会とも

原案を了とすべきものと決した旨の報告があり

ました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終

結し、採決に入りました。 

  議第４号を採決の結果、全会一致をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第３、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第４号平成27年度寒河江市一般会

計補正予算（第６号）を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第４号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第４、議第５号平成

成27年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予

算（第５号）から日程第８、議第９号平成27年

度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号）

までの５案件を一括議題といたします。 

 

厚生文教常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第９、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。遠藤厚

生文教常任委員長。 

   〔遠藤智与子厚生文教常任委員長 登壇〕 

○遠藤智与子厚生文教常任委員長 厚生文教常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申しあげます。 

  本委員会は、３月７日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第５号、議第６号、

議第７号、議第８号及び議第９号の５案件であ

ります。 
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  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第５号平成27年度寒河江市国民健

康保険特別会計補正予算（第５号）を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「基金積立金の額は全部で幾らか」

との問いがあり、当局より「現時点での見込み

としては約6,000万円です」との答弁がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第６号平成27年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）を議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りましたが、御報

告する質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

全会一致をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第７号平成27年度寒河江市介護保険

特別会計補正予算（第３号）を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「要介護等認定費はほとんど人件費

か」との問いがあり、当局より「要介護等認定

費の内訳は介護認定審査会特別会計への繰り出

しと介護認定調査費で、前者は一部が人件費と

なっており、後者は委託料がほとんどです」と

の答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第８号平成27年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計補正予算（第１号）を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「西村山郡４町の負担内容はどうな

っているか」との問いがあり、当局より「河北

町が482万3,000円、西川町が300万9,000円、朝

日町が316万6,000円、大江町が322万円です」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第９号平成27年度寒河江市立病院事

業会計補正予算（第１号）を議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「患者数が減じている主な理由は何

か」との問いがあり、当局より「インフルエン

ザ疾患等が少なかったことや薬の長期投薬が可

能になったことによる外来の診療回数の減少、

また若者を中心に山形市内の高度救急医療機関

への受診傾向が強まったことが挙げられると思

います」との答弁がありました。 

  委員より「一般会計その他国保会計から繰り

入れる合計額はどれくらいになるのか」との問

いがあり、当局より「一般会計から６億5,000

万円と耐震化工事分1,026万5,000円、国保特別

会計からは1,161万8,000円ということになりま

す」との答弁がありました。 

  委員より「地域の開業医からの紹介はどのよ

うになっているか」との問いがあり、当局より

「本年度の紹介患者数は１月末現在で983件で、

昨年同月よりも115件ふえている状況です」と

の答弁がありました。 

  委員より「一般病床、療養病床、外来それぞ

れの単価は幾らか」との問いがあり、当局より

「１月末の実績では一般病床が３万3,024円、

療養病床が１万4,726円、外来は7,286円という

単価になっております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第10、これより質疑・討

論・採決に入ります。 
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  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第５号平成27年度寒河江市国民健康保険特

別会計補正予算（第５号）、議第６号平成27年

度寒河江市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）、議第７号平成27年度寒河江市介護

保険特別会計補正予算（第３号）、議第８号平

成27年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別

会計補正予算（第１号）及び議第９号平成27年

度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号）

の５案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの５案件に対する委員長報告は、い

ずれも可決であります。 

  ５案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第５号から議第９号までの５案件

は原案のとおり可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第11、議第10号平成28年度

寒河江市一般会計予算から日程第43、請願第１

号奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求め

る請願までの33案件を一括議題といたします。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第44、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いいたします。 

  初めに、議第10号平成28年度寒河江市一般会

計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第11号平成28年度寒河江市公共下水

道事業特別会計予算に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第12号平成28年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計予算に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第13号平成28年度寒河江市簡易水道

事業特別会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第14号平成28年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第15号平成28年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第16号平成28年度寒河江市介護保険

特別会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第17号平成28年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算に対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第18号平成28年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算に対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第19号平成28年度寒河江市立病院事

業会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第20号平成28年度寒河江市水道事業

会計予算に対する質疑はありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第21号寒河江市情報公開条例及び寒

河江市個人情報保護条例の一部改正についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第22号寒河江市行政不服審査会条例

の制定についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第23号寒河江市人事行政の運営等の

状況の公表に関する条例の一部改正についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第24号寒河江市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部改正についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第25号寒河江市職員の退職管理に関

する条例の制定についてに対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第26号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてに対す

る質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第27号寒河江市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部改正についてに対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第28号議会議員その他非常勤の職員

の公務災害補償等に関する条例の一部改正につ

いてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第29号寒河江市まちづくり寄附条例

の一部改正についてに対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第30号寒河江市固定資産評価審査委

員会条例等の一部改正についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第31号寒河江市いじめ防止対策の推

進に関する条例の制定についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第32号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてに対する質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第33号寒河江市歯と口腔の健康づく

り推進条例の制定について対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第34号寒河江市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第35号寒河江市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部改正についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第36号寒河江市消費生活センターの

組織及び運営等に関する条例の制定についてに

対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第37号寒河江市立病院事業の地方公

営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定についてに対する質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第38号寒河江市立病院事業の管理者

の給与等に関する条例の制定についてに対する

質疑はありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第39号寒河江市立病院企業職員の給

与の種類及び基準に関する条例の制定について

対する質疑はありませんか。内藤議員。 

○内藤 明議員 議第39号の中で、私も厚生文教

委員会の所属でありますが、市当局の、市長に

対して御質問させていただきたいと思いますが、

第26条職員の給与の額は寒河江市一般職の職員

の給与に関する条例に規定する職員の額を基準

とし、企業の特殊性及び実態を考慮して定める

ものとするとここに規定されております。 

  先日の渡邉議員の一般質問の中で、市長は市

立病院の職員の給与あるいは勤務条件について

はこれまでと同じというふうに明言をされてお

りますので、さしたる心配はないと思っており

ますけれども、ただこの条文からするといろん

なことが想定をされるわけであります。１つに

は医業収益がぐんと上がって、何ていいますか、

そうしたときには何か職員の給与が上げられる

とか、あるいは医業収益が下がって、実態に合

わせて職員の給与が引き下げをされるのでない

かという心配もあります。 

  それから、もう少し広い意味で解釈をすれば、

例えば有名な医師等招聘をするために給与を高

くするなどの方策をとるなども想定されるのか

もわかりませんが、そうしたところの方策もい

ろいろ考えられるわけでありますが、先般市長

が答弁なされた職員の給与に関してここの条文

がどのように整合性を持つのかひとつ教えてい

ただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 とりわけ職員の給与に関しては

さきの一般質問でもお答え申しあげましたとお

り、市の職員には変わりはないわけであります

から、基本的にこれまでの考え方を踏襲する、

これまでどおりにさせていただきたいと考えて

いるところであります。 

  一応、企業会計でありますから、先ほど内藤

議員御指摘のとおり、万が一収入が大幅にふえ

たあるいは逆に大幅に減ったなどということが

あるかもしれませんが、そういう場合に対して

何らかの新たな補償的なことをやるのか、また

は逆の場合もあるのかということは基本的に想

定をしておりませんし、そういうことは考えて

いないというふうに御理解をいただきたいと思

います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 市長は想定をしていないという

ことでありますが、条例をつくりますと、こん

なことを言うと大変失礼ですが、市長がかわっ

た場合も条例は生きているわけですよね。 

  御承知のように、例えば最近では集団自衛権

の問題の中では政府がかわったら今度は解釈が

変わるなんていう問題もありますし、その点が

やっぱり私は心配でありますし、そこで働く職

員もそこは心配しているんだなと思っています。 

  したがって、将来的に市長が言われた答弁が

担保されるかどうかということが一番問題なん

だろうと思います。その点についてどのように

お考えなのか明らかにしていただきたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 公営企業法全部適用してという

ことの基本的な趣旨は、確かにそういう営業と

いいますか、経営努力をさらに推進していくた

めの病院事業管理者を設置していくということ

で経営改善に向けて一層努力をしていくという

側面があるわけでありますので、そういう意味

で公営企業法全部適用していく、そのためには

こういう条例改正というものもさせていただい

ているわけでありますけれども、我々としては、

私としては、我々としてはというんですか、市

長である限りはそういうことを、病院の職員の

給与についてはこれまでどおり市の職員と同等

に対応させていただくということを申しあげて

私の答弁とさせていただきたいと思います。 
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○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 市長がかわったときの答弁とい

うのはできないんでしょうけれども、そこが一

番問題なんですよね。今後のことを考えれば条

例改正でありますから、本来ははなむけの意味

で賛成討論でもしてこの条例を議会で上げてい

くというのが本来の姿なのかもしれませんけれ

ども、やはりそうした心配がある以上、私は前

から申しあげているとおり、現行の医療制度や

診療報酬制度あるいは病院全体に対する消費税

の問題なんかを考えれば、公営企業法の適用に

移ってもなかなか厳しい状況があるんじゃない

のかなと思っています。もちろん成功している

例もありますけれども、相当の努力が必要だと

思っています。 

  したがって、職員に、例えばその医業収益が

上がらないことをもって職員に転嫁していくの

はいかなるものかなと思っておりますので、や

はりぜひ将来にわたってそうしたことがないよ

うに方策をとっていただきたいなというふうに

考えておるんですが、市長、その辺はどうお考

えになりますか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 何度も申しあげておりますとお

り、特に医療などについては人材、スタッフが

財産でありますから、スタッフが働きやすい、

そして意欲を持って市民サービスができる環境

をつくっていくのが我々の役割でもあるわけで

すから、今後ともそういう意味で待遇改善など

についてもさらに充実をしていくことに考えて

いるところでありますので、私としては将来に

もわたってもそういう趣旨で市の職員と同様な

待遇に努めていきたいと考えておるところでご

ざいます。 

○國井輝明議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第40号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の策定についてに対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第41号平成27年度寒河江市立病院事

業会計資本金の額の減少についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、請願第１号奨学金制度の充実と教育費

負担の軽減を求める請願に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

予算特別委員会設置 

 

○國井輝明議長 日程第45、予算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  議第10号平成28年度寒河江市一般会計予算か

ら議第20号平成28年度寒河江市水道事業会計予

算までの11案件については、議長を除く15人を

委員に選任して構成する予算特別委員会を設置

し、これに付託の上、審査することにしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第10号平成28年度寒河江市一般会

計予算から議第20号平成28度寒河江市水道事業

会計予算までの11案件については、議長を除く

15人を委員に選任して構成する予算特別委員会

を設置し、これに付託の上、審査することに決

しました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第46、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります委員会付託案件表のとおり、それぞれ

所管の委員会に付託いたします。 
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 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件 

総務産業常任委員会 

議第２１号、議第２２号、

議第２３号、議第２４号、

議第２５号、議第２６号、

議第２７号、議第２８号、

議第２９号、議第３０号、

議第４０号 

厚生文教常任委員会 

議第３１号、議第３２号、

議第３３号、議第３４号、

議第３５号、議第３６号、

議第３７号、議第３８号、 

議第３９号、議第４１号、

請願第１号 

予算特別委員会 

議第１０号、議第１１号、

議第１２号、議第１３号、

議第１４号、議第１５号、

議第１６号、議第１７号、

議第１８号、議第１９号、

議第２０号 

 

 

   散    会    午前１０時２６分 

 

○國井輝明議長 以上で本日の日程は終了しまし

た。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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平成２８年３月１７日（木曜日）第１回定例会 
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   議事日程第６号        第１回定例会 

   平成２８年３月１７日（木）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 議第１０号 平成２８年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第１１号 平成２８年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃  ３ 議第１２号 平成２８年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃  ４ 議第１３号 平成２８年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算 

 〃  ５ 議第１４号 平成２８年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ６ 議第１５号 平成２８年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ７ 議第１６号 平成２８年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ８ 議第１７号 平成２８年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ９ 議第１８号 平成２８年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １０ 議第１９号 平成２８年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １１ 議第２０号 平成２８年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １２ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １３ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第１４ 議第２１号 寒河江市情報公開条例及び寒河江市個人情報保護条例の一部改正について 

 〃 １５ 議第２２号 寒河江市行政不服審査会条例の制定について 

 〃 １６ 議第２３号 寒河江市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について 

 〃 １７ 議第２４号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 〃 １８ 議第２５号 寒河江市職員の退職管理に関する条例の制定について 

 〃 １９ 議第２６号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２０ 議第２７号 寒河江市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 

 〃 ２１ 議第２８号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正に

ついて 

 〃 ２２ 議第２９号 寒河江市まちづくり寄附条例の一部改正について 

 〃 ２３ 議第３０号 寒河江市固定資産評価審査委員会条例等の一部改正について 

 〃 ２４ 議第４０号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

 〃 ２５ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２６ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第２７ 議第３１号 寒河江市いじめ防止対策の推進に関する条例の制定について 

 〃 ２８ 議第３２号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 
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日程第２９ 議第３３号 寒河江市歯と口腔の健康づくり推進条例の制定について 

 〃 ３０ 議第３４号 寒河江市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について 

 〃 ３１ 議第３５号 寒河江市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

 〃 ３２ 議第３６号 寒河江市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定について 

 〃 ３３ 議第３７号 寒河江市立病院事業の地方公営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について 

 〃 ３４ 議第３８号 寒河江市立病院事業の管理者の給与等に関する条例の制定について 

 〃 ３５ 議第３９号 寒河江市立病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定について 

 〃 ３６ 議第４１号 平成２７年度寒河江市立病院事業会計資本金の額の減少について 

 〃 ３７ 請願第１号 奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める請願 

 〃 ３８ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ３９ 質疑・討論・採決 

 

日程第４０ 議会案第１号 奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める意見書の提出について 

 〃 ４１ 議案説明 

 〃 ４２ 質疑・討論・採決 

 〃 ４３ 常任委員会及び議会運営委員会の閉会中における委員会調査申出並びに委員派遣承認要求

について 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第６号に同じ 

 

 

 

   再    開   午前１０時２０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。工藤議会運営委員長。 

   〔工藤吉雄議会運営委員長 登壇〕 

○工藤吉雄議会運営委員長 おはようございます。 

  本日の会議運営については、昨日３月16日、

議会運営委員会を開催し協議いたしましたので、

その結果について御報告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

あげます。 

  追加案件は、議会案第１号奨学金制度の充実
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と教育費負担の軽減を求める意見書の提出につ

いて、及び常任委員会及び議会運営委員会の閉

会中における委員会調査申し出並びに委員派遣

承認要求についての２案件であります。 

  このことにより、議事日程の一部変更が必要

になりますが、変更内容は日程第40から日程第

43まで追加となるものであります。 

  追加案件の取り扱いについては、日程第39の

後に、日程第40で議会案第１号を議題とし、日

程第41で議案説明、日程第42で質疑・討論・採

決を行います。次に、日程第43で常任委員会及

び議会運営委員会の閉会中における委員会調査

申し出並びに委員派遣承認要求についてをお諮

りすることといたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○國井輝明議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は議会運営委員長報

告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第６号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、議第10号平成28年度

寒河江市一般会計予算から日程第11、議第20号

平成28年度寒河江市水道事業会計予算までの11

案件を一括議題といたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第12、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。石山予算特

別委員長。 

   〔石山 忠予算特別委員長 登壇〕 

○石山 忠予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託なりました案件は、議第10号

平成28年度寒河江市一般会計予算、議第11号平

成28年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算、

議第12号平成28年度寒河江市浄化槽整備事業特

別会計予算、議第13号平成28年度寒河江市簡易

水道事業特別会計予算、議第14号平成28年度寒

河江市国民健康保険特別会計予算、議第15号平

成28年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算、

議第16号平成28年度寒河江市介護保険特別会計

予算、議第17号平成28年度寒河江市介護認定審

査会共同設置特別会計予算、議第18号平成28年

度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三

泉）予算、議第19号平成28年度寒河江市立病院

事業会計予算、議第20号平成28年度寒河江市水

道事業会計予算であります。 

  ３月９日、委員全員出席のもと委員会を開会

し、質疑の後、各分科会に分担付託し審査する

ことにいたしました。 

  各分科会の審査の経過については、本日開催

されました委員会で詳しく報告されております

ので省略させていただきますが、各分科会とも

原案を了とすべきものと決した旨の報告があり

ました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑に入りましたが質疑もなく、採決に入り

ました。 

  最初に、議第11号、議第12号、議第13号、議

第17号、議第18号、議第19号及び議第20号の７

案件を一括して採決の結果、全会一致をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第10号、議第14号、議第15号及び議
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第16号の４案件について順次採決の結果、それ

ぞれ多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  以上をもって、予算特別委員会における審査

の経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第13、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、議第10号、議第14号、議第15号及び

議第16号の４案件を除く、議第11号平成28年度

寒河江市公共下水道事業特別会計予算、議第12

号平成28年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計

予算、議第13号平成28年度寒河江市簡易水道事

業特別会計予算、議第17号平成28年度寒河江市

介護認定審査会共同設置特別会計予算、議第18

号平成28年度寒河江市財産区特別会計（高松、

醍醐、三泉）予算、議第19号平成28年度寒河江

市立病院事業会計予算及び議第20号平成28年度

寒河江市水道事業会計予算の７案件を一括して

採決いたします。 

  ただいまの７案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ７案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第11号、議第12号、議第13号、議

第17号、議第18号、議第19号及び議第20号の７

案件は原案のとおり可決されました。 

  次に、議第10号平成28年度寒河江市一般会計

予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第10号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第14号平成28年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第14号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第15号平成28年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算を起立により採決いたしま

す。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第15号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第16号平成28年度寒河江市介護保険

特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第16号は原案のとおり可決されま

した。 
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議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第14、議第21号寒河

江市情報公開条例及び寒河江市個人情報保護条

例の一部改正についてから日程第24、議第40号

辺地に係る公共的施設総合整備計画の策定につ

いてまでの11案件を一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第25、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。太田総

務産業常任委員長。 

   〔太田総務産業常任委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、３月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第21号から議第30

号まで及び議第40号の11案件であります。 

  審査の都合上、議第28号の審査終了後に議第

30号の審査を行い、その後議第29号及び議第40

号の順に審査に入ることを諮り、異議なく了承

され、そのように審査することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第21号寒河江市情報公開条例及び

寒河江市個人情報保護条例の一部改正について

を議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りま

した。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「処分庁に対する審査請求を一旦行

ってそれに不服だとすれば行政不服審査法に基

づき上級審査庁に持っていくという２段構えの

制度そのものは変わらないのか」との問いがあ

り、当局より「これまでも市のほうに異議申し

立てがなされてそれに不服の場合は市の特有の

事務については上級庁が行わないのですぐ提訴

ということになっていたわけです。ほとんど審

査請求の事例はなく、一元化しても問題ないと

いうことで２段構えでなくなりました。今後も

審査請求があってそれに不服の場合は訴訟とな

ります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第22号寒河江市行政不服審査会条例

の制定についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「今回の条例制定によって、委員５

人以内ということで弁護士等の専門職の方と２

人くらいは市民からという説明でした。一般市

民の方々からの委嘱となると行政経験とか審査

に当たった経験がある方とか限られてくると思

う。元市職員で行政経験がある方となる場合、

純然たる第三者機関とはならないのではないか

と思うが、その辺の考えを聞きたい」という問

いがあり、当局より「審査請求が出るケースと

いうのは福祉関係が多くなると思いますので、

福祉関係の方をお願いするということが１点、

もう一つは税のほうの請求も多くなると思いま

すので、できれば固定資産評価審査委員会の女

性の委員の方からと考えているところです」と

の答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第23号寒河江市人事行政の運営等の

状況の公表に関する条例の一部改正についてを

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

全会一致をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第24号寒河江市職員の勤務時間、休
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暇等に関する条例の一部改正についてを議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、全会

一致をもって原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  次に、議第25号寒河江市職員の退職管理に関

する条例の制定についてを議題とし、当局の説

明を求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第26号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを議題

とし、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「平成27年度の６月、12月と平成28

年の６月、12月の月数、勤勉手当の月数、期末

手当の月数で割合が違うというのはなぜなの

か」との問いがあり、当局より「27年度につい

ては通常、当年度については12月のところで調

整をするということになっています。12月で上

げて調整をしているということです。平成28年

については通常どおり６月、12月に分けてなら

すというのが通例になっているところです」と

の答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第27号寒河江市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部改正についてを議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「今回の改正によって人事評価制度

の導入に伴った勤勉手当は平成28年度６月支給

の一時金、期末勤勉手当から反映という考えで

よろしいか」との問いがあり、当局より「人事

評価の本格稼働が28年からで、今は試行ですの

で28年６月ではできないです」との答弁があり

ました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第28号議会の議員その他非常勤の職

員の公務災害補償等に関する条例の一部改正に

ついてを議題とし、当局の説明を求め質疑に入

りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採決

の結果、全会一致をもって原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  次に、議第30号寒河江市固定資産評価審査委

員会条例等の一部改正についてを議題とし、当

局の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、全会一致をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第29号寒河江市まちづくり寄附条例

の一部改正についてを議題とし、当局の説明を

求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、討論

を終結し、採決の結果、全会一致をもって原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第40号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の策定についてを議題とし、当局の説

明を求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第26、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、議第26号を除く、議第21号寒河江市
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情報公開条例及び寒河江市個人情報保護条例の

一部改正について、議第22号寒河江市行政不服

審査会条例の制定について、議第23号寒河江市

人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の

一部改正について、議第24号寒河江市職員の勤

務時間、休暇等に関する条例の一部改正につい

て、議第25号寒河江市職員の退職管理に関する

条例の制定について、議第27号寒河江市一般職

の職員の給与に関する条例等の一部改正につい

て、議第28号議会の議員、その他非常勤の職員

の公務災害補償等に関する条例の一部改正につ

いて、議第29号寒河江市まちづくり寄附条例の

一部改正について、議第30号寒河江市固定資産

評価審査委員会条例等の一部改正について及び

議第40号辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の策定についての10案件を一括して採決いたし

ます。 

  ただいまの10案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  10案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第21号、議第22号、議第23号、議

第24号、議第25号、議第27号、議第28号、議第

29号、議第30号及び議第40号の10案件は原案の

とおり可決されました。 

  次に、議第26号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを起立

により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第26号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第27、議第31号寒河

江市いじめ防止対策の推進に関する条例の制定

についてから日程第37、請願第１号奨学金制度

の充実と教育費負担の軽減を求める請願までの

11案件を一括議題といたします。 

 

厚 生 文 教 常 任 委 員 会 の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○國井輝明議長 日程第38、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。遠藤厚

生文教常任委員長。 

   〔遠藤智与子厚生文教常任委員長 登壇〕 

○遠藤智与子厚生文教常任委員長 厚生文教常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申しあげます。 

  本委員会は、３月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第31号から議第39

号まで、議第41号及び請願第１号の11案件であ

ります。 

  審査の都合上、初めに議第31号、議第32号の

審査を行い、その後に議第36号を審査し、次に

議第33号、議第34号、議第35号、議第37号、議

第38号、議第39号、議第41号、請願第１号の順

に審査を行うことを諮り、異議なく了承されま

した。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第31号寒河江市いじめ防止対策の

推進に関する条例の制定についてを議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「小中学校におけるいじめ等の実態

は」との問いがあり、当局より「いじめの実態

について学期ごとに調査しております。市内の
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いじめの認知件数は今年度の第１期は小学校26

件、中学校７件の合計33件です。第２期は小学

校21件、中学校９件の合計30件です。第３期に

ついては調査中です」との答弁がありました。 

  委員より「いじめの内容は」との問いがあり、

当局より「中学校では冷やかしやからかい、悪

口やおどし文句、嫌なことを言われる、これが

一番多いです。小学校も同じ内容です」との答

弁がありました。 

  委員より「いじめをどのようにして把握する

のか」との問いがあり、当局より「まずは子供

に寄り添うこと、常によく話し合い、何でも相

談できること。保護者もいろいろな相談ができ

ることが大事だと思います。アンケート調査も

定期的に行い把握をしております」との答弁が

ありました。 

  委員より「再調査、専門委員会の一部非公開、

公開についていじめを受けた当事者の保護者に

対してはどうなのか」との問いがあり、当局よ

り「保護者に対する情報を適切に提供する責任

については経過報告等が適切な方法であること

が望ましいとされており、いたずらに個人情報

保護を盾に説明を怠るようなことがあってはな

らないという規定もありますので、その点を踏

まえて検討させていただきたい」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第32号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてを議題とし、当局の説明

を求め、質疑に入りましたが、御報告する質疑

もなく、討論を終結し、採決の結果、全会一致

をもって原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第36号寒河江市消費生活センターの

組織及び運営等に関する条例の制定についてを

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

た。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「この消費生活センターの設置場所

と人数は」との問いがあり、当局より「寒河江

市消費生活センターは既に平成25年４月１日か

ら設置されております。このたび、法律改正に

よって条例制定が義務化されたものです。設置

場所は市役所内です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第33号寒河江市歯と口腔の健康づく

り推進条例の制定についてを議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第34号寒河江市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正についてを議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、全会一致を

もって原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  次に、議第35号寒河江市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部改正についてを議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りましたが、御報

告する質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

全会一致をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第37号寒河江市立病院事業の地方公

営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定についてを議題とし、当局の説明

を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「市立病院の地方公営企業法全部適

用に伴って、これまでの運営方法との端的な違

いは」との問いがあり、当局より「地方公営企
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業法第９条に定められておりまして、病院企業

職員の任免、給与、勤務時間、その他の勤務条

件に関する事項や予算の原案の作成に関する業

務あるいは説明に関して病院管理者が行う。資

産の取得、管理、処分に関すること、契約の締

結に関することなどが権限になります」との答

弁がありました。 

  委員より「地方公務員法とのかかわりではど

うなるのか」との問いがあり、当局より「職員

の身分は市職員ということで変わりございませ

んので、地方公務員法の適用は受けるというこ

とになると思います」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第38号寒河江市立病院事業の管理者

の給与等に関する条例の制定についてを議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「事業管理者の報酬について」の問

いがあり、当局より「新たに来ていただこうと

している事業管理者については、今現在の給与

総額よりは当然上回る必要があるということで

積算しております」との答弁がありました。 

  委員より「最初の管理者との契約は何年をめ

どにしているのか」との問いがあり、当局より

「特別職ということで４年間です」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第39号寒河江市立病院企業職員の給

与の種類及び基準に関する条例の制定について

を議題とし、当局の説明を求め質疑に入りまし

た。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「病院企業職員の給与について」の

問いがあり、当局より「市長の答弁にもありま

したように、病院企業職員であっても一般職員

と同じような取り扱いをしていくとの考えのも

とに今現在の給与規定につきましても同じよう

につくっております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第41号平成27年度寒河江市立病院事

業会計資本金の額の減少についてを議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「資本金を減少するというものと欠

損金のかかわりについて」の問いがあり、当局

より「今回資本金を減額したとすれば処分後の

資本金の残額が約６億7,700万円になります。

未処理欠損金につきましてはゼロに見込めま

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、請願第１号奨学金制度の充実と教育費

負担の軽減を求める請願を議題とし、担当書記

による請願朗読の後、審査に入りました。 

  主な内容を申しあげます。 

  委員より「この請願書に書いてあるとおり、

奨学金そのものに利子がついていること自体教

育という面から考えればおかしい。元金が返せ

ないので利子から返していく、元金は減ってい

かない。それに保証人までつけてという状況が

ある。ぜひ請願を採択していただき、請願事項

にあるような形で国に進めていただくようお願

いしたい」との意見がありました。 

  委員より「おおむね願意妥当ではあるが一部

気になるところがある」との意見がありました。 

  自由討議の後、討論を終結して採決の結果、

全会一致をもって採択すべきものと決しました。 

  次に、請願第１号が採択すべきものと決しま

したので、担当書記による意見書案朗読の後、

審査に入りました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て意見書案を一部修正の上議会案を提出するこ

とに決しました。 
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  以上で、厚生文教常任員会における審査の経

過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第39、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 １点だけ御質問をさせていただ

きたいと思います。 

  請願第１号の奨学金制度の充実と教育費負担

の軽減を求める請願の意見書提出についての委

員会での議論の内容で今御報告にもあった一部

字句の修正があったということでございました。 

  先ほど配られた意見書のところ、２番に当面

この低利子時代にあり貸与型奨学金は無利子と

して所得に応じた無理のない返済制度を導入す

ることということだと思いますが、ここの最初

の当面ということと、この低利子時代にありと

いうところで字句が挿入されたと思うんですけ

れども、このところというのはどんな意味があ

ってここに修正されたのか、委員会での議論な

どを詳しく教えていただければと思います。 

○國井輝明議長 遠藤委員長。 

○遠藤智与子厚生文教常任委員長 請願事項の２

の箇所が自由討議、そして自由討議にもより活

発に意見が交わされまして、結果的に当面この

低利子時代にあり貸与型奨学金は無利子としと

いう低利子時代にありという文言をぜひ入れて

ほしいという強い意見がありました。その主な

理由としては、この文言がないと余りにも内容

が強い内容となっているのではないか。それか

ら、滞納額、滞納しているそのことを滞納した

まましていくのはおかしい。借りたものは返す

べきであって、この低利子時代にありという文

言を入れてその上で貸与型奨学金は無利子とし

とすべきでないかという意見が出されました。 

  それと同時に、奨学金という性格からすれば

このような文言を入れるべきではないという意

見も出され、活発にこの点について議論されま

したけれども、結果的に低利子時代にありとい

う文言が入ったという経過でございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 再質問させていただきますが、

この部分が出てくると今、日銀ではマイナス金

利をとって今そういう金融政策が行われている

わけですけれども、プラス金利というかもとに

戻ったありあるいは高利子時代になったときに

は、仮にそうなった場合には２番の趣旨という

ものは、項目というものは生かされなくなるの

ではないかと強く疑問が持たれます。 

  しかも、私も子供を大学に３人ほど出しまし

たけれども、非常に経済的負担というものは今

も抱えておりますし、きょう傍聴に来られてい

る方も学生さんもいらっしゃいますけれども、

非常に教育費負担が厳しいということで今回の

給付型奨学金を導入すべきというところで請願

があったんだと思うんですが、その請願の趣旨

からちょっと別な方向に行ってしまうんでない

かと懸念されるんですが、その辺はどのような

議論になったのでしょうか。 

○國井輝明議長 遠藤委員長。 

○遠藤智与子厚生文教常任委員長 奨学金の持つ

そもそもの性格からして、そもそも請願事項の

１番目に掲げてあるように給付型奨学金制度を

導入し、高校を含めて拡充することと、それが

一番の目標であるけれども、当面は先ほど紹介

議員といいますか、委員の意見にもありました

ように本来奨学金は利子をつけて貸すべきもの

ではない、給付型になる間の当面の間は無利子

としてほしいと、低金利時代にあってという、

低利子時代にあってということを入れるべきで

はないという意見が出されました。 

  ですけれども、今の今、渡邉議員が言ったよ

うなこと、これが利子が高利子になっていった
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場合は願意が損なわれるのではないかという意

見ももちろん出されました。ですけれども、や

はり低利子時代にありという文言は入れるべき

だという意見が多く、このような結果となりま

した。 

○國井輝明議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第31号寒河江市いじめ防止対策の推進に関

する条例の制定について、議第32号寒河江市市

民浴場に関する条例の一部改正について、議第

33号寒河江市歯と口腔の健康づくり推進条例の

制定について、議第34号寒河江市指定地域密着

型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部改正について、議第

35号寒河江市指定地域密着型介護予防サービス

の事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密

着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の一部改正について、議第36号寒河江市消費生

活センターの組織及び運営等に関する条例の制

定について、議第37号寒河江市立病院事業の地

方公営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に

関する条例の制定について、議第38号寒河江市

立病院事業の管理者の給与等に関する条例の制

定について、議第39号寒河江市立病院企業職員

の給与の種類及び基準に関する条例の制定につ

いて、議第41号平成27年度寒河江市立病院事業

会計資本金の額の減少について及び請願第１号

奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める

請願の11案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの11案件に対する委員長の報告はい

ずれも可決及び採択であります。 

  11案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

  御異議がありますので、確認いたします。渡

邉議員、何号議案に対してですか。 

○渡邉賢一議員 議第37号と議第38号と議第39号

の３議題については個別に採決をお願いします。 

○國井輝明議長 それでは、御異議がありますの

で、初めに異議のなかった議第31号、議第32号、

議第33号、議第34号、議第35号、議第36号、議

第41号及び請願第１号の８案件について一括し

て採決いたします。 

  ただいまの８案件について委員長報告のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第31号、議第32号、議第33号、議

第34号、議第35号、議第36号、議第41号及び請

願第１号は原案のとおり可決及び採択されまし

た。 

  次に、御異議のありました議第37号を起立に

より採決いたします。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第37号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第38号を起立により採決いたします。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第38号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第39号を起立により採決いたします。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 
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  起立多数であります。 

  よって、議第39号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第40、議会案第１号

奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める

意見書の提出についてを議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第41、議案説明であります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議会案第１号

については、会議規則第37条第３項の規定によ

り議案説明を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明を省略することに決しまし

た。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第42、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議会案第１号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議会案第１号奨学金制度の充実と教

育費負担の軽減を求める意見書の提出について

を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議会案第１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

常任委員会及び議会運営委員会の 

閉会中における委員会調査申出 

並びに委員派遣承認要求について 

 

○國井輝明議長 次に、日程第43、常任委員会及

び議会運営委員会の閉会中における委員会調査

申出並びに委員派遣承認要求についてでありま

す。 

  このことにつきましてはお手元に配付してお

ります文書のとおり各委員長より申し出があり

ます。 

  お諮りいたします。 

  各委員長の申し出のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって各委員長の申し出のとおり決しました。 

 

   閉    会    午前１１時１５分 

 

○國井輝明議長 これにて平成28年第１回寒河江

市議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 
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平成２８年３月７日（月曜日）予算特別委員会① 

 

○出席委員（１４名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ４番  渡  邉  賢  一  委員 

   ５番  伊  藤  正  彦  委員     ６番  遠  藤  智 与 子  委員 

   ７番  太  田  芳  彦  委員     ８番  石  山     忠  委員 

   ９番  阿  部     清  委員    １０番  沖  津  一  博  委員 

  １１番       登 代 子  委員    １２番  工  藤  吉  雄  委員 

  １３番  柏  倉  信  一  委員    １４番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １５番  内  藤     明  委員    １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（１名） 

   ３番  佐  藤  耕  治  委員 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 委 員 長  菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

 秋 場 礼 子  商工振興課長 

松 田   仁  
さくらんぼ観光 
課 長  阿 部 藤 彦  健康福祉課長 

佐 藤 浩 之  高齢者支援課長  竹 田   浩  子育て推進課長 

土 屋 恒 一  病 院 事 務 長  山 田 健 二  学校教育課長 

荒 木 信 行  生涯学習課長  安孫子 和 広  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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  予算特別委員会議事日程第１号  第１回定例会 

  平成２８年３月７日（月）    本会議終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 議第 ４号 平成２７年度寒河江市一般会計補正予算（第６号） 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 質疑 

 〃  ４ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会     午前９時４０分 

 

○石山 忠委員長 おはようございます。 

  ただいまから、予算特別委員会を開会いたし

ます。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第４号平成27年

度寒河江市一般会計補正予算（第６号）を議題

といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○石山 忠委員長 日程第２、議案説明でありま

す。 

  お諮りいたします。議案説明は本会議におい

て受けておりますので、この際省略することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 

 

質     疑 

 

○石山 忠委員長 日程第３、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、直接予算

にかかわる部分に絞って質疑、答弁とも簡潔明

瞭に行うようお願いいたします。 

  初めに、議第４号第１表中歳入全部について

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款及び第２款について質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款及び歳出第４款について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第６款から歳出第８款までについ
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て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第４号第２表及び第３表について質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○石山 忠委員長 日程第４、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります分科会分担付託案件表のとおりそれぞ

れの分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分  科  会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第４号第１表中歳入全

部、歳出第１款、歳出第２

款の一部、歳出第６款、第

７款、歳出第８款、第２

表、第３表 

厚生文教分科会 

議第４号第１表中歳出第２

款の一部、歳出第３款、歳

出第４款、歳出第１０款 

 

 

   散    会    午前９時４２分 

 

○石山 忠委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  御苦労さまでした。 
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平成２８年３月９日（水曜日）予算特別委員会① 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １１番       登 代 子  委員 

  １２番  工  藤  吉  雄  委員    １３番  柏  倉  信  一  委員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  委員    １５番  内  藤     明  委員 

  １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 委 員 長  菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

 秋 場 礼 子  商工振興課長 

松 田   仁  
さくらんぼ観光 
課 長  阿 部 藤 彦  健康福祉課長 

佐 藤 浩 之  高齢者支援課長  竹 田   浩  子育て推進課長 

土 屋 恒 一  病 院 事 務 長  山 田 健 二  学校教育課長 

荒 木 信 行  生涯学習課長  安孫子 和 広  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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   予算特別委員会議事日程第２号  第１回定例会 

   平成２８年３月９日（水）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第 ４号 平成２７年度寒河江市一般会計補正予算（第６号） 

 〃  ２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○石山 忠委員長 おはようございます。 

  ただいまから、予算特別委員会を再開いたし

ます。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第４号平成27年

度寒河江市一般会計補正予算（第６号）を議題

といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○石山 忠委員長 日程第２、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。太田総務産業分科会委員長。 

  〔太田芳彦総務産業分科会委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業分科会委員長 おはようござ

います。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は３月７日、委員６名出席し開会い

たしました。 

  分担付託されました案件は、議第４号平成27

年度寒河江市一般会計補正予算（第６号）第１

表中歳入全部、歳出第１款、歳出第２款の一部、

歳出第６款、歳出第７款及び歳出第８款並びに

第２表及び第３表であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第４号平成27年度寒河江市一般会

計補正予算（第６号）第１表中歳入全部を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

質疑もなく、採決の結果、全会一致をもって原

案を了とすることに決しました。 
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  次に、第１表中歳出第１款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく

採決の結果、全会一致をもって原案を了とする

ことに決しました。 

  次に、第１表中歳出第２款の一部を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「ふるさと納税の返礼品の主なもの

は、はえぬきとさくらんぼとのことだが、数量

的にはどのくらいなのか」との問いがあり、当

局より「日々数字は変わることから、数量につ

いてはわかりませんが、金額、件数ともはえぬ

きが断トツで多い状況です。続いて多いのはさ

くらんぼと山形牛となっております」との答弁

がありました。 

  委員より「情報システム費の説明で、県で構

築するシステムのクラウドの中に全市町村が入

っていくという説明だったと思うが、そのシス

テムについて説明していただきたい」との問い

があり、当局より「今どこの市町村でも同じ環

境になっているインターネットとマイナンバー

を使っているシステムを分離することを目的に

県がインターネット部分のシステムを構築して

おります。この県のシステムを各市町村で利用

するという形になる予定です。県の方からは全

市町村加入の要請をされております」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、第１表中歳出第６款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

採決の結果、全会一致をもって原案を了とする

ことに決しました。 

  次に、第１表中歳出第７款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

採決の結果、全会一致をもって原案を了とする

ことに決しました。 

  次に第１表中歳出第８款を議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「土木費の住宅管理事業の中で１号

棟と２号棟との改修費については予算化になっ

た。東団地は３号棟と４号棟もあるわけだが、

これについては次年度ということでよろしい

か」との問いがあり、当局より「27年度で１号

棟が終わりまして予算は今回の補正ですけれど

も、来年度２号棟、引き続き３号棟、４号棟の

順に１年ごとにやっていく予定でございます」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、第２表を議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りましたが、質疑もなく、採決の結果、

全会一致をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、第３表を議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りましたが、質疑もなく、採決の結果、

全会一致をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。遠藤厚生文教分科会委員長。 

  〔遠藤智与子厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○遠藤智与子厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は３月７日、委員全員出席し開会い

たしました。 

  分担付託されました案件は、議第４号平成27

年度寒河江市一般会計補正予算（第６号）第１

表中歳出第２款の一部、歳出第３款、歳出第４

款及び歳出第10款であります。 
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  順……。 

  続けます。 

  初めに、平成27年度寒河江市一般会計補正予

算（第６号）第１表中歳出第２款の一部を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「マイナンバーのカードは現在どの

くらいの方が取得しているのか」との問いがあ

り、当局より「２月末で交付を受けた方は912

人です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、歳出第３款を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「臨時福祉給付交付金事業だが、認

知症の方への対応はどうなっているのか」との

問いがあり、当局より「家族など代理の方へ周

知して申請できるようにしていきたいと考えて

います」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、歳出第４款を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「特定不妊治療は１人に対して何回

か」との問いがあり、当局より「初めての治療

開始が40歳未満では43歳まで通算６回、40歳以

上では43歳まで通算３回となっております」と

の答弁がありました。 

  委員より「この治療をして子供が生まれたと

いう報告はあるか」との問いがあり、当局より

「26年度では32％の方が出産しています」との

答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、歳出第10款を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「小学校管理事業の工事請負費の減

額について、予算計上の段階での積算は基準に

基づいたものだったのか」との問いがあり、当

局より「文部科学省の手引きに基づいて積算し、

概算で計画を出させていただきました。交付決

定後に実施設計を行い、さらに情報を得たとこ

ろ工法を変更しても基準を満たすことがわかっ

たものです」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○石山 忠委員長 日程第３、質疑・討論・採決

であります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第４号平成27年度寒河江市一般会

計補正予算（第６号）を採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長の報告は、いず

れも原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第４号は原案のとおり可決すべき
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ものと決しました。 

 

   閉    会    午前９時４３分 

 

○石山 忠委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長 石  山   忠 
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平成２８年３月９日（水曜日）予算特別委員会② 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １１番       登 代 子  委員 

  １２番  工  藤  吉  雄  委員    １３番  柏  倉  信  一  委員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  委員    １５番  内  藤     明  委員 

  １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 委 員 長  菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

森 谷 孝 義  下 水 道 課 長  原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

秋 場 礼 子  商工振興課長  松 田   仁  
さくらんぼ観光 
課 長 

阿 部 藤 彦  健康福祉課長  佐 藤 浩 之  高齢者支援課長 

竹 田   浩  子育て推進課長  小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長 

軽 部 賢 悦  水道事業所長  土 屋 恒 一  病 院 事 務 長 

山 田 健 二  学校教育課長  荒 木 信 行  生涯学習課長 

安孫子 和 広  
監 査 委 員 
事 務 局 長     

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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   予算特別委員会議事日程第３号  第１回定例会 

   平成２８年３月９日（水）    本会議終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 議第１０号 平成２８年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第１１号 平成２８年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃  ３ 議第１２号 平成２８年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃  ４ 議第１３号 平成２８年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算 

 〃  ５ 議第１４号 平成２８年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ６ 議第１５号 平成２８年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ７ 議第１６号 平成２８年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ８ 議第１７号 平成２８年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ９ 議第１８号 平成２８年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １０ 議第１９号 平成２８年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １１ 議第２０号 平成２８年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １２ 議案説明 

 〃 １３ 質疑 

 〃 １４ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前１０時３５分 

 

○石山 忠委員長 ただいまから、予算特別委員

会を開会いたします。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第10号平成28年

度寒河江市一般会計予算から日程第11、議第20

号平成28年度寒河江市水道事業会計予算までの

11案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○石山 忠委員長 日程第12、議案説明でありま

す。 

  お諮りいたします。議案説明は本会議におい

て受けておりますので、この際省略することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 
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  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 

 

質     疑 

 

○石山 忠委員長 日程第13、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、直接予算

にかかわる部分に絞って質疑、答弁とも簡潔明

瞭に行うようお願いいたします。 

  なお、質疑の際はページを示していただきま

すようよろしくお願いいたします。 

  初めに、議第10号平成28年度寒河江市一般会

計予算の質疑に入ります。 

  議第10号第１表中歳入全部について質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第２款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第４款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第５款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第６款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第７款について質疑はありません

か。沖津委員。 

○沖津一博委員 133ページ、大相撲寒河江場所

実施支援事業でありますけれども、先日身体障

害者協会の方とお話をさせていただいたときに

ぜひ車椅子などでも見られるようにしてほしい

という意見がありましたので、そういうことが

できるのかどうか御見解を伺いたいと思います。 

○石山 忠委員長 秋場商工振興課長。 

○秋場礼子商工振興課長 先日、その旨お話があ

りましたので、実行委員会にもお伝えしてりま

す。そういった配慮がなされるよう進めていき

たいと考えております。 

○石山 忠委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  歳出第９款について質疑はありませんか。沖

津委員。 

○沖津一博委員 153ページ、消防費であります

けれども、今回の予算で安全靴といいますか、

長靴を買っていただけるようになったというこ

とで大変喜んでいるところでありますが、先日

私の地区の消防の総会に出たところ部長のはん

てんがぼろぼろで非常に見苦しかったなと思っ

ておりますので、ぜひ、はっぴというのは総会

とか火災の際にもふだん着の上に引っかけてす

ぐ出られるということで利用することが多くあ

るということですので、一どきにはっぴを買う

ということも予算的にも難しいのではないかな

と思いますので、少しずつ新しいものを更新し

ていただきたいと思いますが、そういった考え

について見解を伺いたいと思います。 

○石山 忠委員長 菅野総務課長。 

○菅野英行総務課長（併）選挙管理委員会事務局

長 ただいまのはっぴの件でございましたが、

28年度予算につきまして前年度よりも多く購入

できるよう予算案につきまして計上させていた

だいております。 

○石山 忠委員長 沖津委員。 
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○沖津一博委員 ありがとうございます。 

  毎年少しずつでも更新していけばいいのでは

ないかと思いますので、ぜひお願いしたいと思

います。 

○石山 忠委員長 ほかに質疑はありませんか。 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第11款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第12款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第13款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、第２表について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、第３表について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第11号平成28年度寒河江市公共下水

道事業特別会計予算について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第12号平成28年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計予算について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第13号平成28年度寒河江市簡易水道

事業特別会計予算について質疑はありませんか。

杉沼委員。 

○杉沼孝司委員 265ページ、簡易水道の普及計

画はどのような対策をとっておられるのかをお

伺いします。 

○石山 忠委員長 軽部水道事業所長。 

○軽部賢悦水道事業所長 お答えしたいと思いま

す。 

  年に１回区長さんのところに行きまして、実

情をお伺いしながら年に１回普及を図るような

チラシを田代地区に配らせていただいていると

ころです。 

○石山 忠委員長 杉沼委員。 

○杉沼孝司委員 昨年もことしも同じような計画

ですので、年１回だけ行ったぐらいではとても

じゃないが普及できるものじゃないんじゃない

かなと思います。そして、チラシを渡すだけで

来るなんて、そんな甘い考えではうまくないん

でないのかと思いますので、もう少し踏み込ん

だ方策はとれないのかをお伺いします。 

○石山 忠委員長 軽部水道事業所長。 

○軽部賢悦水道事業所長 田代地区の簡易水道の

加入につきましては、これまでの水道に準じる

ようなものを使える状態で推進だけを図るとい

うことは、利用者にとっては不利益といいます

か、部分もありますので状況を見ながら進めて

いきたいと思っています。もっと普及を進める

上では、もう一段の施設整備も必要になること

もあるかなと考えております。 

○石山 忠委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第14号平成28年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第15号平成28年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第16号平成28年度寒河江市介護保険

特別会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第17号平成28年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算について質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第18号平成28年度寒河江市財産区特
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別会計（高松、醍醐、三泉）予算について質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第19号平成28年度寒河江市立病院事

業会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第20号平成28年度寒河江市水道事業

会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○石山 忠委員長 日程第14、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります分科会分担付託案件表のとおりそれぞ

れの分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分  科  会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第１０号第１表中歳入全

部、歳出第１款、歳出第２

款の一部、歳出第３款の一

部、歳出第５款、歳出第６

款、歳出第７款、歳出第８

款、歳出第９款、歳出第１

１款、歳出第１２款、歳出

第１３款、第２表、第３

表、議第１１号、議第１２

号、議第１３号、議第１８

号、議第２０号 

厚生文教分科会 

議第１０号第１表中歳出第

２款の一部、歳出第３款の

一部、歳出第４款、歳出第

１０款、議第１４号、議第

１５号、議第１６号、議第

１７号、議第１９号 

 

 

   散    会    午前１０時４５分 

 

○石山 忠委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  御苦労さまでした。 
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平成２８年３月１７日（木曜日）予算特別委員会② 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １１番       登 代 子  委員 

  １２番  工  藤  吉  雄  委員    １３番  柏  倉  信  一  委員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  委員    １５番  内  藤     明  委員 

  １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 委 員 長  菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

月 光 龍 弘  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  松 田 幸 彦  税 務 課 長 

小 林 友 子  市民生活課長  芳 賀 弘 明  建設管理課長 

森 谷 孝 義  下 水 道 課 長  原 田 真 司  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

秋 場 礼 子  商工振興課長  松 田   仁  
さくらんぼ観光 
課 長 

阿 部 藤 彦  健康福祉課長  佐 藤 浩 之  高齢者支援課長 

竹 田   浩  子育て推進課長  小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長 

軽 部 賢 悦  水道事業所長  土 屋 恒 一  病 院 事 務 長 

山 田 健 二  学校教育課長  荒 木 信 行  生涯学習課長 

安孫子 和 広  
監 査 委 員 
事 務 局 長     

○事務局職員出席者 

丹 野 敏 幸  事 務 局 長  佐 藤   肇  局 長 補 佐 

山 田 良 一  局 長 補 佐  渡 邊 拓 也  総 務 係 長 
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   予算特別委員会議事日程第４号  第１回定例会 

   平成２８年３月１７日（木）   午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第１０号 平成２８年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第１１号 平成２８年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃  ３ 議第１２号 平成２８年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃  ４ 議第１３号 平成２８年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算 

 〃  ５ 議第１４号 平成２８年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ６ 議第１５号 平成２８年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ７ 議第１６号 平成２８年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ８ 議第１７号 平成２８年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ９ 議第１８号 平成２８年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １０ 議第１９号 平成２８年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １１ 議第２０号 平成２８年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃 １３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○石山 忠委員長 おはようございます。 

  ただいまから、予算特別委員会を再開いたし

ます。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第10号平成28年

度寒河江市一般会計予算から日程第11、議第20

号平成28年度寒河江市水道事業会計予算までの

11案件を一括議題といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○石山 忠委員長 日程第12、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 
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総務産業分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。太田総務産業分科会委員長。 

  〔太田芳彦総務産業分科会委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業分科会委員長 おはようござ

います。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は３月９日及び10日、委員全員出席

し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第10号第１表

中歳入全部、歳出第１款、歳出第２款の一部、

歳出第３款の一部、歳出第５款から歳出第９款

まで、歳出第11款、歳出第12款及び歳出第13款

並びに第２表及び第３表並びに議第11号から議

第13号まで、議第18号並びに議第20号でありま

す。 

  審査の都合上、議第10号については議第10号

第１表中歳出第３款の一部の審査終了後に歳出

第９款の審査を行い、次に歳出第５款、次に歳

出第７款の審査を行い、その後歳出第６款、次

に歳出第11款、次に歳出第８款の順で審査を行

うこととし、また議第20号については議第13号

の審査終了後に審査を行い、その後、議第18号

の審査に入ることを諮り、異議なく了承されそ

のように審査することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第10号平成28年度寒河江市一般会

計予算第１表中歳入全部を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「滞納繰越分の動向と歳入に上げら

れた収入の計画について伺いたい」との問いが

あり、当局より「滞納分の収納率については過

去５年間の平均をとりまして28年度分につきま

しては14.57％を見ております」との答弁があ

りました。 

  委員より「ふるさと納税が入ることにより交

付税が逆に減ってくるといった心配はないの

か」との問いがあり、当局より「現行制度の中

では寄附を受け取った自治体では基準財政収入

額にその寄附金は算入されないことになってお

りますので、交付税が減るということはありま

せん」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第１款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第２款の一部を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「地域いきいき元気づくり事業とま

ち・ひと・しごと創生事業の内容について教え

ていただきたい」との問いがあり、当局より

「地域いきいき元気づくり事業は各地域で行わ

れる地域活性化に資するプロジェクト、取り組

みについて市から補助するもので、来年度は地

域づくりの計画づくりの策定支援やそれに関す

る取り組みを支援する方針です。まち・ひと・

しごと創生事業は地方創生ということでＵＩＪ

に係るイベントや家賃補助、子供向けのスポー

ツイベントなどを予定しています」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第３款の一部を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「東日本大震災での避難者は５年前

と比較してどれくらい違うのか。また、避難は

もっと長くなると予想されるのか」との問いが

あり、当局より「平成24年４月の段階で502名

の避難者がおりましたが、現在は127名で375名
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減っております。今後の避難生活ですが、長く

なるだろうと予想されますが、来年３月で国の

支援が終了する関係で、その辺はわからない状

況です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第９款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「消防施設整備事業の中で貯水槽の

設置という話があったが、設置予定の箇所数は

幾つですか。また、その設置する順番はどうや

って決めるのか」との問いがあり、当局より

「この事業の工事請負費は防火水槽の設置工事

で１カ所です。設置する順番についてですが、

毎年地区ごとに設置しておりまして、今年度は

白岩地区に設置し、28年度は醍醐地区に設置し

たいと考えています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第５款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「市勤労者生活安定資金預託金のこ

としの実績と利用者が減ってきて今後はどうい

うふうに運用していくのかお聞きしたい」との

問いがあり、当局より「27年度新規の実績は２

月までで１件、120万円の利用にとどまってお

ります。ただ、26年度については新規が11件、

1,330万円ほどありましたので、今年度が突出

して少ない状況です。今後につきましては利用

しやすい制度にするため、新年度より資金使途

を生活資金、教育資金、福祉資金、自動車資金

の４つに分け、グループごとに限度額、償還期

間、適用金利をそれぞれ設定することで利用し

やすい制度設計に変更する予定です」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第７款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「ツール・ド・さくらんぼで今回か

らコースとスタートが変わるということですが、

経過を聞かせてください」との問いがあり、当

局より「ツール・ド・さくらんぼは初回の25年

度500人、26年度700人、27年度1,000人と順調

に参加を伸ばしており、28年度の４回目につい

ては1,200名を予定しております。また、かね

てよりファミリー的な参加について要望があっ

たことから、今までの60キロ、120キロのほか

に16キロを新たに設けるとともに、幹線道路を

横断する上で安全面の確保などを考え、発着点

をチェリーランド道の駅とする案で計画してお

ります」との答弁がありました。 

  委員より「寒河江産の酒で乾杯も大分普及さ

れつつあるが、まだまだというところもある。

啓発用の割り箸の袋はよかったと思うが、こと

しは何をやっていくのかお聞きしたい」との問

いがあり、当局より「26年度はミニポスターと

箸袋、27年度はコースターを作成しＰＲしてき

ましたが、新年度何に取り組むかについては条

例の普及と市産品の消費拡大を行うという目的

を達成できるように協議会で協議させていただ

きたいと考えております」との答弁がありまし

た。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第６款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「薬用作物産地化推進事業ですが、

薬用の種の支給補助についてもう少し詳しくお

聞きしたい」との問いがあり、当局より「薬用

作物については中山間地における新たな作物と

いうことで始めたところで、まだ研究段階です。
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今のところ、トウキ、ヨモギ、フシの３種類の

薬用作物を考えておりますが、トウキについて

は葉山村塾さんに試験栽培をしていただくとこ

ろです。まずは、実験を通して実績を積んで何

年かの計画で進んでいきたいと考えています」

と答弁がありました。 

  委員より「さくらんぼの木のオーナー制につ

いて、オーナーを募集することに当たっての周

知と２月末現在で289件の応募があったという

ことだが、オーナー制度はどこを窓口にして割

り振りするのかお聞きしたい」との問いがあり、

当局より「周知については市報やホームページ、

さまざまな地方の新聞に取り上げられたところ

です。また、割り振りについては、４月８日の

締め切り後、さくらんぼ部会、周年観光とで割

り振りを考えていくことになっております」と

の答弁がありました。 

  委員より「新規のさくらんぼ労力確保対策事

業では、講習会でさくらんぼ収穫技術を身につ

けてもらうとのことだが、その人数とか規模に

ついてお聞きしたい」との問いがあり、当局よ

り「さくらんぼの作業の講習会については５月

下旬から６月上旬あたりで１回当たり30人ぐら

いの講習会を２回開催したいと考えておりま

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第11款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第８款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第12款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、御報告する

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、全会

一致をもって原案を了とすべきものと決しまし

た。 

  次に、第１表中歳出第13款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第２表を議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、全会一致をもって原案を了と

すべきものと決しました。 

  次に、第３表を議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、全会一致をもって原案を了と

すべきものと決しました。 

  次に、議第11号平成28年度寒河江市公共下水

道事業特別会計予算を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「浄化センター管理費の中で燃料費

というのは非常時の発電に係る費用ということ

なのか」との問いがあり、当局より「自家発電

にかかわるのも一部ありますが、暖房用として

使用しているのがほとんどです」との答弁があ

りました。 

  委員より「滞納繰越分について公共下水道受

益者負担金では何件で、下水道使用料ではどの

程度収入を見ているのか。また、総額は幾ら

か」との問いがあり、当局より「公共下水道の

負担金ですと現年度分が90件を見込んでおり、

滞納繰越分は過年度分で26件、27年度分１件で

す。使用料については徴収料の16％、これまで

の実績で計上させていただいております。また、

滞納繰越分の総額は2,400万円です」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第12号平成28年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計予算を議題とし、当局の説明を
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求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「この浄化槽を実施してから４年経

過している中で、平均して見ると50件ぐらいと

思うがこれは予想どおりなのか。また、将来的

にはどういった方向へ進んでいくのか」との問

いがあり、当局より「年間50基ぐらいのペース

で進んでいますが、昨年までは低いペースで来

ております。これから消費税増税に伴う駆け込

みとか、これまで設置されてきた単独浄化槽の

耐用年数が30年ということで、これから耐用年

数に差しかかってくるのがふえることから増加

していくものと考えております」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第13号平成28年度寒河江市簡易水道

事業特別会計予算を議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終

結し、採決の結果、全会一致をもって原案を了

とすべきものと決しました。 

  次に、議第20号平成28年度寒河江市水道事業

会計予算を議題とし、当局の説明を求め質疑に

入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「新８号井の運用開始とあるが、こ

れはいつ完成して主にどこに送水されるのか。

また、送水管の延長と耐用年数についてお聞き

したい」との問いがあり、当局より「完成は今

月中、送水開始は４月から予定しています。送

水する場所については木の沢と長岡山配水池に

なります。長さについては第１期目で4.5キロ

メートル、第２期目で1.85キロメートルを予定

しております。耐用年数については、最近の水

道管は長寿命化していることもあり、約60年と

考えています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第18号平成28年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、全会一致を

もって原案を了とすべきものと決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。遠藤厚生文教分科会委員長。 

  〔遠藤智与子厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○遠藤智与子厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は３月９日及び10日、委員全員出席

し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第10号第１表

中歳出第２款の一部、歳出第３款の一部、歳出

第４款及び歳出第10款並びに議第14号から議第

17号まで並びに議第19号であります。 

  審査の都合上、議第10号については議第10号

第１表中歳出第２款の一部の審査終了後に歳出

第４款の審査を行い、次に歳出第３款の一部、

歳出第10款の審査を行い、その後、議第14号、

議第15号、議第16号、議第17号、議第19号の順

に審査を行うことを諮り、異議なく了承されま

した。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第10号平成28年度寒河江市一般会

計予算第１表中歳出第２款の一部を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「防犯カメラ設置の28年度の予定

は」との問いがあり、当局より「28年度はＬＥ

Ｄ防犯灯設置工事が最終年度ですので、こちら

に重点を置き、防犯カメラにつきましては今後
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必要な場所を検討し設置していく方向で進めて

いきたい」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第４款を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りましたが、御報告する質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、全会一致をも

って原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第３款の一部を議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「高齢者在宅福祉事業は昨年より

259万2,000円減少しているが、その要因は」と

の問いがあり、当局より「在宅福祉事業の中に

緊急通報装置貸与事業というのがありましたが、

これを介護保険特別会計の地域支援事業で行う

こととしたためそちらに予算を盛ったというこ

とです」との答弁がありました。 

  委員より「老人福祉施設整備補助事業で建設

補助事業の予算が大幅にふえているが、その内

容は」との問いがあり、当局より「来年度建設

予定の地域密着型の特別養護老人ホーム２施設

とグループホーム１施設、これに対する県の交

付金３億1,682万8,000円が新たにふえたことが

主な要因です」との答弁がありました。 

  委員より「幼児就園支援事業の予算が昨年度

から見て560万円ほど減額になっているのはな

ぜか」との問いがあり、当局より「来年度から

寒河江第２幼稚園が認定こども園に変更になる

ことに伴い、対象となる幼稚園が減ったため、

幼児就園支援事業予算が減ったものです」との

答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、歳出第10款を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「小学校管理事業に洋式トイレとあ

るが、その内容は」との問いがあり、当局より

「小学校には男女のトイレの中に各１カ所は洋

式トイレがありますが、来年度は小学校８校に

対し１年生の女子トイレに１台ずつ増設するも

のです。また、中学校では３つの中学校に合計

14カ所整備する計画です」との答弁がありまし

た。 

  委員より「第６次振興計画に小学校での英語

教育の充実があるが、その内容は」との問いが

あり、当局より「英語力育成事業の中でＡＬＴ

を１名増員し各中学校区ごと、つまり小中連携

で英語教育を充実させていきたいと考え予算計

上しました」との答弁がありました。 

  委員より「慈恩寺の屋根の改修で570万円と

あるが、どんな内容か」との問いがあり、当局

より「正面の中央部分で一番傷んでいるところ

を修繕するものです」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第14号平成28年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算を議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「歳入のほうで国庫支出金や県の支

出金が少なくなっているが、何が原因なのか」

との問いがあり、当局より「療養給付金と負担

金については基本的に医療費の一定割合を国庫

負担するということですが、前期高齢者交付金

が２億4,000万円ふえるということで、それと

の調整で減額になっているものです」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第15号平成28年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「後期高齢者医療の対象となる人数
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は」との問いがあり、当局より「１月末現在で

は6,966名となります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第16号平成28年度寒河江市介護保険

特別会計予算を議題とし、当局の説明を求め質

疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、全会一致をもって原案を了とすべ

きものと決しました。 

  次に、議第17号平成28年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第19号平成28年度寒河江市立病院事

業会計予算を議題とし、当局の説明を求め質疑

に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「寒河江市立病院の外に情報を発信

していく必要があると思う。専門的な医療、イ

ンパクトを与えるような情報を専門的な部分を

委託するような形ででも発信してほしいと思う

がどうか」との問いがあり、当局より「医療部

分に特化したようなわかりやすいホームページ

にできるよう専門の広告代理店などに委託料の

中で対応していきたいと考えています」との答

弁がありました。 

  委員より「新しい管理者に事務長としてはど

のようなことを求めていくのか」との問いがあ

り、当局より「管理者には先頭に立って経営改

善をしていただくという眼目でありますので、

病院の実態をまず把握していただきたい。各セ

クションの情報を共有していただきながら、ド

クター一人一人とも面談し、経営改善の意識の

醸成を図り皆で上げていってほしいと望んでい

ます。また、山大医学部との太いパイプとネッ

トワークを十分活用し派遣医師の交渉等もして

いただきたいと考えています」との答弁があり

ました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○石山 忠委員長 日程第13、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これより採決に入ります。 

  初めに、議第10号、議第14号、議第15号及び

議第16号の４案件を除く議第11号平成28年度寒

河江市公共下水道事業特別会計予算、議第12号

平成28年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予

算、議第13号平成28年度寒河江市簡易水道事業

特別会計予算、議第17号平成28年度寒河江市介

護認定審査会共同設置特別会計予算、議第18号

平成28年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍

醐、三泉）予算、議第19号平成28年度寒河江市

立病院事業会計予算及び議第20号平成28年度寒

河江市水道事業会計予算の７案件を一括して採

決いたします。 

  ただいまの７案件に対する各分科会委員長報

告は、いずれも原案を了とするものであります。 

  ７案件は各分科会委員長報告のとおり決する

ことに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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  御異議なしと認めます。 

  よって、議第11号、議第12号、議第13号、議

第17号、議第18号、議第19及び議第20号の７案

件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第10号平成28年度寒河江市一般会計

予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長報告は、いずれ

も原案を了とするものであります。 

  本案は各分科会委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第10号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  次に、議第14号平成28年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する分科会委員長報告は、原案を了

とするものであります。 

  本案は分科会委員長報告のとおり決すること

に賛成の委員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第14号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  次に、議第15号平成28年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算を起立により採決いたしま

す。 

  本案に対する分科会委員長報告は、原案を了

とするものであります。 

  本案は分科会委員長報告のとおり決すること

に賛成の委員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第15号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  次に、議第16号平成28年度寒河江市介護保険

特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する分科会委員長報告は、原案を了

とするものであります。 

  本案は分科会委員長報告のとおり決すること

に賛成の委員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第16号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会    午前１０時０６分 

 

○石山 忠委員長 以上をもちまして予算特別委

員会を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長 石  山   忠 
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